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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第九章　「天地ィ……」









「天てん地ちィ……」

　遠くで誰だれかが呼んでいる。

「天地ィ……起きてよ」

　魎りよう呼こ？

　ああ、もう朝なのか……。

　天地は毛もう布ふを引っ張り上げようとし、何か柔やわらかいものを摑つかんだ。

「もうちょっと……」

　毛布にしては薄うすいなと思いながら一気に引っ張り上げる。

「やん♡」

　甘えたような声と共に、細い指がさらさらした毛布を引っ張った。

　毛布？　いや、毛布じゃない。絹きぬのシーツ??

　不ふ吉きつな予感に天地は跳とび起きようとし、自分の手が魎呼のスカートをまくり上げているのを見た。

　火傷やけどでもしたようにスカートを離はなす。

「やっと目が覚さめたか？」

　目の前約十センチ程ほどの至し近きん距きよ離りに魎呼の金色の瞳ひとみがあった。

「魎呼!?」

　その顔がニパッと笑う。

「なにビックリしてんだよ。あたしだってば、あ・た・し！」

　天地は世にも幸せそうな魎呼の顔をしばらく呆ぼう然ぜんと見ていたが、突然、発ほつ作さを起こしたように跳はね上がった。

「ここはどこだ？　阿あ重え霞かさんは？　魎りよう皇おう鬼きはどうしたんだ!?」

　狂くるおしく辺あたりを見回す。

　が、目に入るのは霧きりのような空間だけだった。

「せっかく二人っきりになれたっていうのに、阿重霞のことしか思いつかないのか？」

　魎呼は白いウエディング・ドレスの裾すそをふわりと揺ゆらし、天地の腕うでを取った。

「んなこと、どうでもいいじゃん。あたしとお前は新しい生活を始めるんだから」

「あ、新しい生活!?」

　一いつ瞬しゆん、新しい生活、と太ゴチックで印刷された活字が天地の脳のう裏りを重戦車のように過よぎっていった。

「お前……何を……俺おれを……」

　脳細胞の一部がリセットされてしまったらしく、言こと葉ばが出てこない。

「そうだ、青せい蘭らん！　あいつと結婚式だったじゃないか？　そのドレスで、俺が付つき添そいやってて、祭さい壇だんみたいのがあって、阿重霞さんと清きよ音ねさんと美み星ほしさんが見てて指輪を……」

　一気に記憶が甦よみがえってきた。

　指輪じゃない、リングだ。

　青蘭は俺の手首からリングを外はずして、魎呼の腕に嵌はめたんだった。

　司し祭さいさんが何か言って、それから……。

　天地の脳裏に、最後の瞬間に見た魎皇鬼のブリッジがフラッシュバックした。

　青蘭の啞あ然ぜんとした顔、水すい晶しように黄こう玉ぎよくを塡はめ込んだような司祭の眼め、突然視界が真っ白になってしまったあの瞬間。

「魎呼！　お前、またやったな！」

　天地は腕に絡からみ付いている魎呼を懸けん命めいに振りほどこうとした。

「拉ら致ちしたな！」

「何だって？」

　魎呼は拉致が何だろうと一向に構かまわないという顔で聞き返した。

「あたしがお前を置いて行くわけないだろ？」

　魎呼はぴったりと天地の脇わきにくっついたまま、離れる気は毛もう頭とうないらしい。

「じゃあ何だ？　お前は最初っからそのつもりだったのか？」

「そのつもりって何だよ？」

「最初っから、俺たちを騙だまして……」

「何言ってるんだ、天地？」

　魎呼の目が険けわしくなった。

「あたしが一回でもお前を騙したことがあったか？　あたしはお前のもの、お前はあたしのものって、昔っから言ってるじゃないか。お前を助けるにはあれしかチャンスがなかったんだ。リング一個であたしが捕つかまえられると思ったあいつが悪い！」

　魎呼の目は妙みように真剣で、天地は気持ちがぐらつくのを感じた。

「じゃあ俺を……助ける為ために……」

「さっきからそう言ってるじゃないか」

「でもあいつと、誓ちかいますって……」

「そう言わなきゃ式が進まないだろ？」

「でも、さよならって……」

「あたしが言ったんじゃない！」

　魎呼の瞳は金色の炎ほのおのようだった。

　天地は魎呼を見つめ、唇くちびるを開き、結局何も言えないまま息をのみ込んだ。

「天地ィ……二人でどっか行こう。誰にも邪じや魔まされないとこに……。魎皇鬼は後で呼べばいいよ。昔みたいに海かい賊ぞくになってもいいし、どっか小さな星で暮らしてもいい。あたしが守ってやるよ。お前は何にもしなくていい、樹じゆ雷らいの力もいらない。剣を取って戦うなんて、お前の柄がらじゃないだろ？　欲しいものがあればあたしが何でも取ってきてやるよ。お前がそばにいてくれればそれでいいんだ」

　不意に腕が回され、あっと思う間もなく天地は魎呼に抱だき締しめられていた。

　水色の髪かみから魎呼のいつも使っていたシャンプーの匂においがした。

　遥はるか彼方かなたになってしまった柾まさ木き家の、いつもと変わらぬ朝の光景が微かすかな香かおりと共に脳のう裏りを過ぎる。

　梁はりの上で猫のように寝そべっている魎呼。

　きちんと身み支じ度たくを整ととのえ、優ゆう雅がな手つきで植うえ木き鉢ばちに水をやっている阿重霞。

　クッションを抱かかえてソファに丸くなっている美星。

　台所からはみそ汁のいい匂いが漂ただよってきて、ぱたぱたという小さな足音の主が顔を出す。

「天地兄ちゃーん、もうすぐごはんだよ。お茶ちや碗わん運ぶの手伝って」

　砂さ沙さ美みの頭に乗っかっていた魎皇鬼が、びっくりしたように耳を立てる。

　エプロン姿が妙に板についてしまった父さん、計はかっていたように膳ぜんが整ととのってから姿を現すじっちゃんと清音さん、いつの間にか一番いい席に座すわっている鷲羽わしゆうさん……そしてちょっとしたことでまたケンカが始まって……。




「魎呼」

　天地はおずおずと魎呼のウエストに手を回し、思い切ったように抱き締めた。

　霧きりの中にいるような、何も見えない空間の中で純じゆん白ぱくのウエディング・ドレスだけが妙にリアルに感じられる。

　このまま魎呼と駆かけ落ちする？

　まだ樹雷星にも辿たどりつけないってのに？

　父さんやじっちゃんを捨てて？

　ダメだ！　まだ早すぎる！

　今ここで人生を決めるなんて。

「ごめん。俺……」

　行けないよ、と言おうとしたのに舌の先で言葉が引っ掛かってしまった。

　天地の腕うでの中で、魎呼が身を強こわばらせた。

　すっと手が離はなれる。

　と、思った時にはもう魎呼はするりと身を躱かわし、天地の腕から抜け出していた。

「待てよ！」

　慌あわてて手を取ろうとする。

　魎呼の姿が一瞬消え、手の届とどかないところに現れた。

「ウソだよ、天地」

　再び魎呼の姿が消えた。

　と思う間もなく、脱ぬぎ捨てられたドレスが霧の中に紛まぎれバトルスーツ姿の魎呼が現れた。

「そんなのもいいかと思ってさ……」

　再び魎呼の姿が消え、更さらに離れたところに現れた。

　祈りを捧ささげるかのように両手首を合わせ、腕を開く。

　手首の宝玉が白い霧を通して小さな炎ほのおのように輝かがやいた。

「心配すんなって。ちゃんと帰してやるよ」

　一瞬、魎呼の表情が寂さびしげに歪ゆがんだような気がした。

「待てよ！　一緒に帰ろう。魎呼!?」

　急に天地の周まわりの空間が縮ちぢまってきたような感かん触しよくがした。

　魎呼からどんどん離されていく。

　それとも、魎呼が遠ざかっているのかもしれない。

「リョウコ───！」

　もう濃い霧の固まりのようにしか見えなくなってしまった姿に向かって天地は声を限りに叫んだが、届とどいた様よう子すはなかった。

　天地の周りで空間が閉じられた。

　もう何も聞こえず、何も見えなかった。

　天地は膝ひざを抱かかえ、小さな生き物のように丸くなった姿勢のまま、エネルギー体に守られて星々の海に押し出された。

　慣かん性せいだけでゆっくりと漂っているエネルギー体を眺ながめ降おろすように、バトルスーツ姿の魎呼が現れた。

「魎皇鬼！」

　アストラル・リンクで呼びかける。

「みゃああああん……」

　微かすかに反応があった。

「天地を拾ひろって、地球に帰んな。あたしを追いかけて来るんじゃないよ」

　返事も聞かずに魎呼はアストラル・リンクを切り、ふと気づいたように暗黒の宇そ宙らを見渡した。

　瞬またたかぬ星々が一いつ斉せいに凍いてついた視線を向ける。

　魎呼は旧友たちの眼を見つめ返し、ふっと唇を緩ゆるめた。




　魎呼がこの空間から姿を消した後。

　不意に暗黒を割って光が走った。

　光は零こぼれるように四方に走り、やがて朝あさ露つゆに濡ぬれたような薔ば薇らを形作った。

　一番外側の花びらが解とけ、ゆっくりとほころび始める。

　天地を包み込んだエネルギー体が花びらの縁ふちに触れると、薔薇は喜びに身を震わせるかのように輝いた。

　一瞬後、エネルギー体を吸い込んだ花びらが閉じた。

　光の薔薇はゆっくりと薄れ、暗黒が戻もどって来た。

　さらに数秒後、そこに光っているものは瞬かぬ遠い星々だけとなった。




　一方、布ふ教きようキャラバンの集会室では、阿重霞と青蘭が一枚のホロを間に睨にらみ合っており、清音ははらはらしながらその様子を見守っていた。

　魎皇鬼に放り出され、このキャラバンに救出されてから既すでに三時間が経過している。

　副司祭はすぐにどこかに行ってしまい、最初飲み物や毛布を持ってきてくれた修道女も、阿重霞が意識を取り戻すと出て行った。

　集会室には何人かの信者たちが忙いそがしそうに出入りして回収したタペストリーや燭しよく台だいなどをセットしていたが、それが済むと各自自分たちの仕事に戻っていったらしく、残っているのは特に用のない老人や子どもたちだけになり、それも隅すみの方に固まったまま阿重霞たちの様子をちらちらと窺うかがっているのだった。

　一目で海賊と分かる青蘭や、鋭するどい目付きの私服刑事（清音のことだ）、丸太のような異様な従者（ガーディアンのことである）、喚わめき散らしている居い丈たけ高だかな女とぼーっとした女（これはもちろん阿重霞と美星のことだ）たちが今度は何を始めたのか、という顔だった。

　テーブルの上に置かれたホロからは魅み惑わく的な微ほほ笑えみを浮かべた金髪の小さな美女が立ち上がり、まるでファッション・モデルかスター・シンガーのようなオーラを放出していた。

　肌に張りつくような黒のジャンプ・スーツはありふれたデザインで、装飾品は特に身につけていない。

　清音も美星も、女の顔に見覚えはなかったが、変装しているのかもしれない。

　生体データでも取らない限り、確定は難しい……或あるいは、海賊ではないのかも。

　どちらにしろ、シャトルに戻もどって確認しなければならないが……。

　清音はアンダーソン署長に応おう援えんを要よう請せいしている美星を思い浮かべ、ゾッとした。

「署長、大変ですぅ。砂沙美ちゃんが攫さらわれちゃったんですけど、誰が攫ったのか分からないんですぅ。シャトルは鷲羽ちゃんに乗っ取られちゃうし、魎皇鬼はどっか行っちゃうし、おまけに天地さんまで行方不明になっちゃって、もう、私たちどうしたらいいか……」

　清音は何にも考えてなさそうな美星を見て眉まゆをひそめ、溜ため息いきをついた。

　そんな報告をしたら最後、美星はともかくアタシはクビ間違いなしだ。

　美星はほお杖づえをついたままぼんやりと青蘭の顔を見つめているのだった。

　この子ったら、どうしてこんなにのんびりしてられるんだろう。

　一体何を考えているのかしら。

　清音のイライラが頂点に達しようとした瞬間、険けん悪あくな表情の阿重霞が口を開いた。

「この女は一体何者なんですの？」

「阿重霞さん、いいからここはわたしたちに任まかせて……」

　清音は遠巻きに眺ながめている信者たちを気にしながら割って入った。

「あなたは黙だまってて！」

　阿重霞はぴしゃりと言い放ち、背せ筋すじを伸のばして青蘭に向き直った。

「ご存じならば話して戴いただけないこと？」

「やだね」

　まことに簡かん潔けつな答えが返ってきた。

「まずこれを外はずしてくれ。そうしたら何でも喋しやべってやるさ。それが妥だ当とうな取引ってもんだろ？」

「この犯罪人が、わたくしと取引ですって!?」

　阿重霞はかっとして思わず怒ど鳴なりつけた。

「お前なんかどうせ監かん獄ごく行きよ！　樹雷皇おう家けの力で死刑にしてくれるわ！」

「俺は魎呼と結婚しようとしただけだ」

　青蘭は阿重霞に負けず劣らず険悪な顔で答えた。

「それも樹雷皇家の第一皇女とギャラクシーポリスの立ち会いのもとにね。どんな不都合があるのか教えてもらいたいもんだな」

　阿重霞はぐっと詰つまった。

　確かに自分が認めたのだった。

「でもお前はわたくしたちを脅きよう迫はくしたじゃないの！」

　阿重霞はリングのことを思い出して叫んだ。

「はっきり言ったわよね。このリングには細さい工くがしてあるって。皇家の人間を狙ねらったんだから立りつ派ぱな犯罪だわ。やっぱり死刑よ！」

「証しよう拠こはあるか？」

　青蘭は嘲あざわらうように唇を歪ゆがめた。

「はったりを信じたのはそっちだろ？　お前こそ俺を脅迫してるじゃないか」

「脅迫ですって？　ここに縄と死刑台があれば、お前なんかとっくにしばり首にしてるわよ！」

　清音は頭を抱えた。

　魎皇鬼と共にリングが消えてしまった今、こんな言い争いをしていても始まらない。

　砂沙美を追うにしろ、青蘭の処分を考えるにしろ、まずはシャトルに戻らなくては動きが取れないのだ。

「あのね、阿重霞さん」

　清音は取り敢あえず手近な問題から解決しようと頭に血が上のぼった姫君に声をかけた。

「話して戴けないならもういいですわ！」

　阿重霞は集会室の机をバンと叩たたいて立ち上がった。

「砂沙美はどんなに脅おびえているでしょう！　きっと縛しばられて、船倉の隅すみに転ころがされているんだわ。それとも、泣きすぎて声が嗄かれちゃってるかも……女とは言え海賊なんですもの、どんな手荒なことをしてるか分からないわ。ああ、砂沙美！」

　阿重霞は身を震ふるわせて集会室の天てん井じようを睨にらんでいたが、急に青蘭の脇わきに控ひかえていたガーディアンの方に向き直った。

「阿あ座ざ化か！　火か美み猛だけ！　司祭さまに直じか談だん判ぱんします。ついてらっしゃい！」

「御ぎよ意い！」

　打てば響ひびくようなハーモニーでガーディアンが答える。

「この海かい賊ぞくはどう致しましょう？」

「虫けらよ！」

　阿重霞が振り向いた。

「法の代理人に礼儀を教えてもらうがいいわ！　清音さん、その女のことをよく聞き出しておいてね」

　阿重霞は昂こう然ぜんと頭を聳そびやかし、ガーディアンを従したがえて集会室を出て行こうとした。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ」

　仰ぎよう天てんした清音が慌あわてて阿重霞を引き留めた。

「直談判って、どうする気？」

「もちろん、鷲羽さんのシャトルと合ごう流りゆうするのよ。非常事態だからこのキャラバンで送って戴いただくわ。美星さん、ボケッとしてないで、もう一回連絡を取りなさい。ランデブー地点の打ち合わせをしとくのよ！」

　阿重霞は清音の手を振り払うと、ガーディアンを従えて早足で出て行った。

「待ちなさいったら！」

　清音は慌てた。

「私も行くわ。美星、青蘭を頼むわね」

　一瞬静まり返っていた集会室にざわめきが戻ってきた。

　美星は思わず青蘭と顔を見合わせ、肩をすくめた。

「清音ちゃんていっつもああなのよね。何でも一人で決めて、一人で走ってっちゃうの。今日は阿重霞さんにお株を奪うばわれちゃったけど」

　青蘭は拍ひよう子し抜けしたような顔で美星を見返した。

「君……だって、刑事だろ？」

「ええ」

　美星は所在無くテーブルの食べこぼしを爪つめで引っ搔かきながら答えた。

「九く羅ら密みつ美星、太たい陽よう圏けん分署の一級刑事よ」

「九羅密？」

　青蘭は眉まゆを寄せた。

「もしかして、九羅密長官と何か関係があるとか？」

「おじいさまよ」

　美星はつまらなそうに答え、急に飛び上がった。

「あらあら、爪が真っ黒になっちゃったわ。ハンカチかティッシュ持ってない？」

「女のくせにハンカチも持ってないのか？」

　青蘭は呆あきれ、刑事と世せ間けん話ばなしをしている自分に気づいて愕がく然ぜんとした。

「だって……シャトルにみんな置いてきちゃったんですもの」

　美星はじわっと瞳ひとみを潤うるませた。

「イジワルしないで貸してくださらない？」

　青蘭は思わずズボンのポケットを探さがそうとし、首を振って手て錠じようを掛けられた手首を突き出した。

「外してくれたら貸してやる」

「待って」

　美星は袖そでで眼を拭ぬぐうと、ブレスレットのどこかを押した。

　ピンと軽い音を立てて手錠が外れ、テーブルの上に落ちた。

　青蘭はまじまじと手首を見、落ちた手錠を見、麻ま痺ひしていた左手首をそっと捻ひねってみた。

「直ってる……」

「良かったわね」

　美星が手錠をポケットに突っ込みながら微ほほ笑えんだ。

「きっと、磁じ気きが効きいたんだわ」

「磁気？」

　青蘭は面めん食くらったまま指を開いたり閉じたりした。

「それ、特とく殊しゆな金属でできてるの。もともとヘルシーグッズで、バイオリズムを整ととのえたり、心を静める効果があるんだって。犯人さんにも効くかなあと思って改造してもらったのよ」

「…………」

　こいつはバカか？

　青蘭はしばし呆ぼう然ぜんとし、ハンカチのことを思い出して慌ててポケットを探さぐった。

　コンビニ・ステーションのレシートしか入っていなかった。

　青蘭はあちこちのポケットをひっくり返し、溜ため息いきをついてバンダナを外した。

「ほら」

　風通しの良くなった砂色の髪を搔かき上げる。

「まあ、すみません」

　美星はバンダナを受け取ると爪の汚れを落とそうとし、ふと手を止めた。

「やっぱり申し訳ないから手を洗あらってくるわ」

　美星が立ち上がったのを見、青蘭は思わず声をかけた。

「いいのか？」

「え？」

「俺は海賊なんだぜ。何をするか分からないんだぜ。何でそう簡単に手錠を外したりするんだ？」
















「あら、そんなこと？」

　美星はまた座り直し、丁てい寧ねいにバンダナを畳たたみ始めた。

「だってあなたは悪い人に見えないんだもの。ホントの悪人だったら私たち、とっくにどうかなってるわ。そうでしょ？」

　無む邪じや気きに聞き返されて青蘭は言葉に窮きゆうしてしまった。

「じゃあ……どうして手て錠じようを掛けたりしたんだ？」

「あなたがショックで自殺するかと思ったんですもの」

　美星は青蘭の方に向き直り、空色の瞳に真剣な表情を湛たたえて囁ささやいた。

「魎呼さんはきっと戻もどって来るわ。天地さんにはもっと大きな使命があるんですもの、辛つらい思いをするのは魎呼さんだと思うの。多分……魎呼さんも分かっているんだと思うけど……」

　美星はにっこり笑った。

「おじいさまが言ってたわ。まず、信じることだって。人生を愛し、希望を失わぬ者に女神は微ほほ笑えむって。あなたなら三つともできそうでしょ？」

　青蘭は不意に胸が熱くなった。

　いい娘だ……腐ふ肉にく漁あさりのような刑事どもの中に、こんな娘がいるとは思ってもみなかった……。

　今なら逃げられる。

　武器も使える。

　この娘はライトソードで心臓を貫かれるまで俺を疑いもしないだろう。

「手を洗ってこいよ。そのバンダナはやる」

　青蘭は眼を逸そらし、ゆっくりと左手の指の屈くつ伸しんを始めた。

「いいの？　だってこれしかないんでしょ？」

　美星はまた立ち上がったがバンダナを取ろうとはしなかった。

「手錠を外してくれたお礼だ」

　女にしては大きな手が伸び、バンダナをそっと持ち上げた。

「まあ、すみません」

　軽い足音が遠ざかり、集会室の扉とびらの軋きしむ音が聞こえた。

　青蘭はやっと自由の利きくようになってきた左手で髪を搔かき上げた。

　バンダナを外してしまったので、砂色の髪は搔き上げるそばから流れ落ちてくる。

「三つ編あみでもするさ」

　青蘭は呟つぶやき、消えた魎呼に対する苛いら立だちをほんの少しでも忘れていたことに気づいて驚おどろいた。

　俺は……魔法にでもかかっていたんじゃないのか。

　青蘭は頰を緩め、自嘲した。

　確かに九羅密長官の孫はただ者じゃない。

　青蘭は魎呼が消えた瞬間を胸の痛みとともに反はん芻すうした。

「ゴメンな、青蘭！」

　そう叫んだ魎呼の顔は、昔の魎呼のまま、確かに溢あふれるエネルギーに満ちていた。

　望みはある。

　自分が投げ捨てたりしない限りは。

　青蘭は胸の内に荒あれ狂くるう魔物の手た綱づなを愚かな騎き手しゆに任せ、自分は眼を閉じた。

　魎呼は必ず戻って来る。

　空色の瞳を持つ騎手は大きな手にしっかりと手綱を握にぎり、微笑んで頷うなずいた。

　青蘭は眠気を覚おぼえ、強こわばっていた手足を伸ばした。

　長椅い子すの上に横になる。

　いつ睡すい魔まに引き込まれていったのか、知らぬ内に青蘭は寝入っていた。

　阿重霞と清音が直談判から戻って来て仰ぎよう天てんするまでその眠りは妨さまたげられることはなかった。

　その隣となりでは戻ってきた美星がテーブルに俯ふしたまま、気持ち良さそうに眠っていた。




　さて、その頃砂沙美は、豪ごう華かなブリッジのふかふかのソファに座って、ブロンドの女と一緒に最高級のチョコレートを食べていた。

「おねーさん。あんまり食べるとむし歯になるよ」

「いーのよ、お嬢ちゃん。もっとミルクどう？　お酒がよきゃあ、ブランディもあるわよ」

　超ミニのブルーのドレスに着替えた女は、シャギーマットに埋うまっていた銀のハイヒールを無む造ぞう作さに脱ぬいで放り投げた。

「面おも白しろかったでしょ？　あたしはね、海賊になってからこっち、幼女誘ゆう拐かいだけはしたことなかったのよ。一回でいいからやってみたかったの。あとやってないのは人殺しだけだけど、これはちょっとね。美意識に反するわ。おいで、マグ」

　女の膝ひざに耳と尻しつ尾ぽのついたふわふわのボールが飛び乗った。

　猫というよりは、でっかいねずみのように見えるその生き物は、ごろごろと満足げに喉のどを鳴らした。

「どこへ行きたい？　なんかおいしいものでも食べに行く？」

「おねーさん」

　砂沙美は困ってしまった。

「私、誘拐されたんでしょ？　それとも、ごはん食べに行ったら帰してくれるの？」

　あれは本物の誘拐だったよねー。

　砂沙美はあっと言う間だったサスペンスを思い出した。

　コンビニ・ステーションのシュートを滑すベり落ちたと思ったら、外っていうか、コンテナと星が見えてさ、見えたと思ったらビームに包まれちゃって、このきれいなお部屋に来てたんだもんね。

　鷲羽ちゃん、心配してるだろうな……。

　砂沙美はイヤリングにそっと指を触ふれた。

　滑り落ちる途中で、美星さんの声がしてたような気がしたんだけど、慌あわてて触さわったからスイッチ切っちゃったのかな。

　このおねーさんはそんなに悪い人じゃなさそうだけど……。

「どうしたのよ。そんなに心配なら誘拐じゃないことにする？　いつでも帰してあげるわよ。せっかくワクワクしてたのにちょっともったいないけど。ホントにあのつまんないシャトルに帰りたいの？」

　そうあっさり言われると、砂沙美は何だか自分でももったいないような気がしてきた。

「私……怖くてドキドキしちゃった。ううん、今はそんなことないけど。何だか、自分でも良く分かんないの。ねえ、私が帰りたいって言ったら、ホントに帰してくれる？」

「いいわよ」

　女はまた、蕩とろけそうな笑えみを浮かべた。

「今すぐって言っても？」

「ちょっと残念だけど、ウィニー、どう思う？」

「あたしの意見を聞いてるの？　まだ紹介もされてないのに？　ブロンディ、あんたってほんとにやりたい放題ね。あたしは躾しつけのいい船のコンピュータなのよ。紹介もされないのにしゃしゃり出るようなでしゃばりじゃないわ。それに、今は航路の計算で忙いそがしいの！」

　鈴を振るような声が聞こえた。

「スクラップから拾ってもらったくせに！」

　女はちょっと眉まゆを上げた。

「いいわ。あの子気き難むずかし屋だから。ウィニー、こちらは砂沙美ちゃんよ。砂沙美ちゃん、天てん井じようから聞こえるのはね、この船のコンピュータなの。あたしはブロンディ。これでいいわね？」

「始めまして」

　ブリッジの中央に朧おぼろな姿が浮かび上がった。

　大きさは砂沙美の半分ぐらい、透すき通った羽を震ふるわせ、短いチュチュのような袖そで無なしのドレスを着て、細い脚あしを交こう差さしている。

「あたし、ウィニー。これ、ホログラムよ。だから触らないでね」

「きれい……」

　砂沙美はうっとり見とれた。

「あら、ありがとう。あなたも可か愛わいいわよ。ところであなた、あたしがせっかくワープしたばっかりなのに、もう帰りたいの？」

「ううん」

　砂沙美は思わず首を振ったが、同時にこんな思いも沸わき起こってきた。

　私、誘拐犯人と仲良くなったりしていいのかしら。

　とにかく鷲羽ちゃんに心配いらないからって伝えなきゃ。

　それで……それから送ってもらって帰ればいいんだわ。

　お姉様たちだって、私のこと放り出して行っちゃったんだから、私だってちょっとぐらい心配かけてもいいわよね。

　鷲羽ちゃんには悪いけど、お姉様たちがいなくなってから、鷲羽ちゃんてなんだかお母様みたいなんだもん。そりゃ、心配してくれるのはよーく分かるけど、砂沙美、もう小さな子どもじゃないのに。

「あのね」

　砂沙美は爪つめを嚙かみながら答えた。

「鷲羽ちゃんにアンシブルかけていい？　砂沙美は無事ですって。それから、魎皇鬼を捜さがしに行きますって」

「魎皇鬼!?　それ、伝説の凶きよう悪あく犯罪戦せん艦かんのこと？」

　ブロンディの頰ほおに満足そうな笑みが広がった。

「あたし、ホント言うとね、樹雷星くんだりまで身の代しろ金きんを要求しに行くのもちょっと面めん倒どうだなって思ってたところなんだ。話してよ。ワクワクする？」

「か、どうか分かんないけど」

　砂沙美は爪つめを嚙かむのを止やめ、誘拐犯人にこんな話をしていいものかどうか不安になって今度はクッションの毛け羽ばをむしり始めた。

「……魎皇鬼は今、天地兄ちゃんと一いつ緒しよにいるんだよ」




　星々が光の矢となって流れ去る。

　魎皇鬼は空っぽの心を抱かかえたまま、冷たい夢の中を走っていた。

　リョウコガイナイ。

　ミエナイヨ。

　ドウシテ？

　ドウシテヒトリデイッチャッタノ？

　アストラル・リンクで呼んでみる。

　答えはない。

　コンナノ、ハジメテダ。

　魎皇鬼は泣きたくなった。

　リョウコガリョウオウキヲミステルナンテ。

　ナニガアッタノ？

　ドウシテリョウオウキヲオイテッタノ？

　答えが返ってこないまま、魎皇鬼は呼び続ける。

　ここが最後に通信のあった地点だ。

　魎皇鬼はそれでも魎呼の指示に従って素直にワープ・アウトした。

　全方位をサーチする。

　生体反応もエネルギー反応もなかった。

　テンチ？

　探たん索さく範はん囲いを広げてみる。

　未知のエネルギー体の微かすかな匂におい。

　覚おぼえがある。

　これはあの……不思議な船の……？

「みゃあああああん！」

　ブリッジに自分の叫び声がこだました。

　リョウコ！　リョウコ!!

　テンチガ……ヨコドリサレタ!?








第十章　♪スキップスキップ　どこまでも










♪スキップスキップ　どこまでも




犯人さんを　追いかけて

スキップスキップ　楽しいな

あなたも一いつ緒しよに　歌いましょ






　空色のエプロン・ドレスにギンガム・チェックのナプキン入りのバスケットという格かつ好こうには全然そぐわない歌を口ずさみながら、美み星ほしは元気いっぱいにスキップしていた。

「もうすぐだから待っててね」

　お菓か子しのことを思うと自然に足が速くなる。

　木こ漏もれ日きらめく森を抜け、小高い丘を駆かけ登ると、ほら、見えてきた！

　チョコレートの屋根、ビスケットのレンガ。

　ロリーポップを並べて作った柵さく、マーブル・チョコレートの砂じや利りに色とりどりのキャンディ・フラワー。

　胸がドキドキしてくる。

　ああ、これで何日甘あまいものを食べてなかったかしら。

　これ、ぜーんぶ私のものなんだわ。

　なんて幸せ！

　いっただきま～す！

　グラニュー糖とうがピカピカ光る飾かざりクッキーにかぶりつこうとした時だった。

「美星っ」

　岩のように硬かたい、大きな書き文字が頭の上に降ふって来た。

「美星!!　あんたって子は……」

　しまった！　悪い魔法使いに見つかっちゃった。

　ブラスターなんか構かまえて、清きよ音ねにそっくり……んん？

「あーん、もうちょっとだったのにぃ」

　ぶつくさ言いながら身を起こすと、呆あきれ顔の清音と冷たーい表情の阿あ重え霞かが目に入った。

「何がもうちょっとだったんですの？」

　阿重霞がその表情よりもっと冷たい声で聞きただす。

「鷲羽わしゆうさんと連れん絡らくは取れたんでしょうね？」

「あっ……」

　そう言えば、そんなこと言ってたっけ。

　阿重霞の眉まゆが跳はね上がった。

「わたくしが必死に交こう渉しようしてる間、あなたは一体何をなさっていたの？」

「あのー……」

　まさか海かい賊ぞくと世せ間けん話をしていたとはとても言える雰ふん囲い気きではない。

　そうそう。

　色々考えながら手を洗ってたら三十分も洗面所に居たんだったわ。

　砂さ沙さ美みちゃんのことや天てん地ちさんと魎りよう呼このことや、青せい蘭らんのことを。

　考えて何にも出来なくって光こう輪りん教のリングにお祈りしたんだわ。

　私、どうすればいいのかしら？

　砂沙美ちゃんは無事かしら？

　天地さんと魎呼さんはどうしているかしらって。

　目を開けたら、鏡かがみがぱっと明るく見えたの。

　明るい光の中で大丈夫って言ってる自分の声が聞こえたの。

　今はひどい状況みたいに見えるけど、私たちの想おもいは切れてないって。

　時と空間を越こえて寄り集まった私たちの絆きずなはそんなにやわじゃないって。

　その時思ったんだわ。

　みんな、きっと戻もどってくる。

　私に出来ることは明るい方に向かって歩き続けることだって。

　でも、こんなこと言ったら何の根こん拠きよがあるのって、また怒ど鳴なられそうだもんね。

　戻ってきたら、青蘭が眠ってたんで、それ見てたら私も眠くなっちゃったんだわ。

「……すみません、寝てました」

　阿重霞は溜ため息をついた。

　何もかも、これでもかという程うまくいかないのだ。

　交渉は決けつ裂れつするし、清音は弱気だし。

　戻ってくれば、海かい賊ぞくと刑事が仲良くお昼寝してるし。

「そんなこと、見れば分かります！」

　阿重霞はそろそろ癇かん癪しやくの起きてきた顔で、テーブルの上に無む造ぞう作さに投げ出された青蘭のブーツを見やった。

「あなたもです。起きなさい、犯罪人！」

　ブーツが音を立てて長なが椅い子すの上に下ろされ、嫌いやみな程ゆっくりと砂色の頭が起き上がった。

「とっくに起きてるさ。起き訴そもされていないのに詐さ称しようは止やめてもらいたいな」

　青蘭は大きく伸びをすると、阿重霞に向き直った。

「そんなに怒ってばかりいると、皇おう家けの美び貌ぼうが台なしだぜ」

　阿重霞は言い返そうとしてふと眉まゆを顰ひそめた。

　おかしい。何かがおかしい。

　この海賊は何でこんなに落ち着き払っているのかしら……？

「きゃああっ」

　阿重霞の悲鳴が集会室を震ふるわせた。

「な……何よ。どうしたのよ？」

「あなた、手て錠じよう……手錠は!?」

　清音は反射的に青蘭の方を見た。

　さっきまできっちりはまっていた手錠がない。

　咄とつ嗟さに美星のブラスターを抜いて突きつける。

「あのなー」

　青蘭はあからさまにうんざりした顔を向けた。

「俺おれはバケモノでもケダモノでもないんだ。別に何にもしないから安心しな」

「一体誰だれが外はずしたの？　清音さん、早く元どおりに掛けるのよ！」

　阿重霞は真青になった。

「早く！　誰でもいいから！」

　言いながら硬こう直ちよくしている。

　どうやら本気でこの海賊を嫌っているらしい。

「喚わめくなよ」

　青蘭は平然と遮さえぎった。

「こちらの可か愛わいい刑事さんがちゃんと外してくれたんだ。つまんないことで騒さわぐなよ」

「美星が!?」

　今度は清音が大声を上げた。

「美星！　一体どういうつもりなの？」

「えっと……取とり敢あえず、危険はないと……」

　美星はぼそぼそと言いかけ、じわっと涙を滲にじませた。

「やだぁ、清音ちゃんたら、すぐそうやって怒鳴るぅ……」

「あなただったのね！　またどうしてそう、余計なことを……」

「阿重霞さんまで」

　美星は既すでにうるうるしてきた目で抗こう議ぎするように阿重霞を見返した。

「だって、可か哀わい想そうだったんだもの。私たちよりもっと不幸なんですもの、この人。私、不幸な人が不幸にしてるの見てられないのよ」

　清音は溜め息をついた。

　そうだった。

　分かっていたはずなのに、いつも美星には出し抜かれちゃうんだわ。

　何しろ直感と偶ぐう然ぜんだけで生きてる天才なんだもんね。

「じゃあ、わたくしはどうなのよ!?」

　何でも一番でないと気が済まない阿重霞が嚙かみつくのを制して、清音は美星にブラスターを返した。

「分かったわ。美星の直感を信じて、ひとつ貸しにしときましょ。だけどアタシたち、不幸なことには変わりないのよ。司祭様はね、助けてあげたいのは山々だけど、トライオンっていう所でやる何とかっていう光輪教のお祭りに行く予定なんで航こう路ろは変えられないって言うのよ。つまり、アタシたちの運命は、その星まで一緒に行くか、それともどこかのステーションで降ろしてもらうか、どっちかしかないの。青蘭、アナタだったらどっちを選ぶ？」

「俺おれにとっては大たい差さないね」

　青蘭は答えたが、しょんぼりしている美星を見てふと微ほほ笑えんだ。

「このキャラバンを乗っ取るっていうのはどうだい？」

「まあ！」

　阿重霞がきっと顔を上げた。

「卑劣だわ！　恥ずべき行為よ！　海賊的言動だわ！」

「うるさいな、いちいち。そんなにカリカリしてると嫁よめの貰もらい手がなくなるぜ」

「何ですって!?」

「俺が見るに、その性格が男を遠ざけてるんだな。天地とやらはよく我が慢まんしてたもんだ。見かけによらず、人間ができてるんだな」

「な……」

　阿重霞は絶ぜつ句くした。

　魎呼だってここまで言わないだろう。

「冗じよう談だんはさておき」

　身を震ふるわせている阿重霞を無視して青蘭は涼すずしい顔で続けた。

「俺は寝かせてもらう。どうするか決まったら起こしてくれ。捜そう査さに協力してやろう」

　青蘭はまた長椅い子すの上に横になると、目を閉じた。

「ちょっと！　何を勝手な！　今言ったこと全部取り消しなさい！　言うだけ言って、汚いじゃないの！　聞いてるの？」

「ねえねえ、ケンカは止めましょうよ。せっかく助かったんだし、みんなで考えれば何かいい方法が……」

　美星が哀あわれな声で訴うつたえる。

「居眠りしてた人の話なんか聞きたくありませんわ！」

　青蘭はちょっと首をもたげて阿重霞の憤ふん懣まんやる方ない顔を眺ながめていたが、清音が見下ろしているのに気づき、ニヤリと笑った。

「どうして急に協力する気になったの？」

「あんたの可愛い相あい棒ぼうにほだされたんだ」

　青蘭は片かた肘ひじをつき、おろおろしている美星に向かって顎あごをしゃくった。

「借りが返せるのを嬉うれしく思うよ。さあ、もう寝かせてくれ」

　清音は眉まゆを寄せて落ち着き払った海賊を見下ろした。

　おかしい。

　アタシたちをまとめてなぎ倒してでも魎呼さんを探しに行くんじゃないかと思っていたけど、いつ気が変わったのかしら。

「何を企たくらんでいるのか知らないけど、アタシが刑事だっていうことをお忘れなく」

　清音は油ゆ断だんなく青蘭を見下ろしながらクギを刺した。

「君はなかなか頭が良さそうだ。代わりに覚えといてくれ」

　青蘭はあくび交じりに言うと、腕を枕まくらに寝てしまい、阿重霞がどんなに喚わめこうとののしろうと、それから二時間は薄うす目めも開けようとしなかった。




「阿重霞様！　阿重霞様！」

「鷲羽さんと連れん絡らくが取れました！」

「ブリッジにお越し下さい」

　キャラバンのアンシブルを使ってシャトルと連絡を取っていたガーディアンたちからけたたましく通信があったのは、交こう渉しよう決けつ裂れつから二時間余り経過した頃ころだった。

　阿重霞を先頭、青蘭をしんがりに俄にわかチームを組んだ捜そう査さメンバーが駆かけつけた時には、キャラバンのブリッジ中央にある大スクリーンに腕を組んだ鷲羽がにやにやしながら待っていた。

　ブリッジには司祭と副司祭の顔も見える。

「やれやれだわね」

　開口一番、鷲羽は肩を竦すくめた。

「とにかく砂沙美ちゃんは無事よ。元気だわ」

「見つけたのね!?」

　阿重霞がコンソールによじ登りそうな勢いきおいで聞きただした。

「それで砂沙美は今どこにいるの？　誘ゆう拐かい犯はん人にんは捕つかまえたの？」

「まあ、待ちなさいって。今本人が出るから」

　その言葉と同時にスクリーンが分ぶん割かつされ、元気いっぱいのそばかす顔が現れた。

「砂沙美!!」

「砂沙美ちゃん!?」

　阿重霞と清音が同時に叫ぶ。

「お姉様！」

　でへへへー、という顔で砂沙美は笑い、すぐに早口でしゃべり出した。

「心配してたんだって？　ゴメンね。砂沙美、もっと早く連絡すれば良かったんだけどさ、遊んでたら遅おそくなっちゃって。ほら、これマグっていうんだよ。可愛いでしょ？　魎ちゃんみたいに顔洗ったりするんだよ。砂沙美にくっついちゃって離はなれないの」

　スクリーンの中で砂沙美は真っ白なふわふわボールを持ち上げた。ボールの真ん中にサファイアみたいな目とピンク色の鼻がついている。

　阿重霞は呆ほうけたように真っ白な毛皮の生き物を見つめていたが、急に首を振った。

「じゃなくて！　今、どこにいるの？　そこはどこなの？　一体何があったのよ!?」

「へっへー。どこでしょう？」

　砂沙美はちょっと小意地の悪い笑いを浮かべると、ふわふわボールにすりすりした。

「ヒント。お店の中じゃありません。砂沙美の外ほかに生き物は一人と一匹だけです。あっ、もう一人、妖よう精せいがいます。さて、どこでしょう？」

「砂沙美!!」

　阿重霞は絶ぜつ叫きようした。

「ふざけてる場合じゃないでしょ？　鷲羽さんにあなたが誘ゆう拐かいされたって聞いて、お姉様は気が狂いそうだったのよ！　一体どこにいるの？　迎むかえにいくから場所を教えなさい！」

「ちゃんと当てなきゃダメだよ」

　砂沙美はつんと鼻を上に向け、横目で阿重霞を見た。

「お姉様だって砂沙美を放ほうり出して行っちゃって、ぜんぜん、なぁーんにも、連絡して来なかったんだから。砂沙美、ずぅーっとずぅーっと待ってたんだよ。ねえ、天地兄ちゃんはどこにいるの？　魎ちゃんは？　魎呼お姉ちゃんは？」

「天地様は……」

　根が正直な阿重霞は答えに窮きゆうした。

　あれは……子どもに聞かせるような話じゃないわ。だって……。

「知ってるよーだ」

　意外な答えが返ってきた。

「天地兄ちゃんと魎呼お姉ちゃんは駆け落ちしちゃったんでしょ？　その後を魎ちゃんが追っかけて行っちゃったんでしょ？　鷲羽ちゃんがみーんな教えてくれたもん」

　小意地の悪そうな笑顔は子どもらしい笑い顔に変わった。

「お姉様、ちょーミラクルびっくりした？　でも砂沙美が思うに、ぜったいみんな帰って来ると思うよ。だって天地兄ちゃんのおうちは柾まさ木き神社だし、ニンジンは地球にしかないもんね。それで砂沙美もさ、せっかくここまで来たんだからもうちょっと遊んでいこうかなって。あと十数えるうちに答えないとアンシブル切っちゃうよ。いーち、にーい……」

「そんなこと、許しません!!」

　阿重霞は有あらん限りの声で怒ど鳴なった。

「お姉様の言うことが聞けないの？　お父様に言っちゃうわよ。樹じゆ雷らい皇おう宮きゆうに閉じ込められるわよ。砂沙美!?」

「だって砂沙美のこと忘れてたじゃない。さーん、しーい……」

　阿重霞の頰ほおに冷や汗が流れた。

「砂沙美ったら！　待って、コンビニ・ステーション？」

「ブブー。お店じゃないって言ったじゃない。ごーお、ろーく」

「宇宙船の中！」

　清音が必死の形ぎよう相そうで割り込んだ。

「ちょっとブブー。清音さん雪ゆき之の丞じようが心配してたよ。しーち、はーち」

「シャトル！」

「ブブー。きゅーう、じゅ……」

「誘ゆう拐かい犯人さんの船のブリッジ!!」

　美星が突とつ拍ぴよう子しもないソプラノで断言し、一瞬計器類のＢＥＥＰ音まで途と絶だえたかに思われた。

「ピンポーン！　当ったりぃ！　こん中すっごく広くてゴーカなんだよ。お友だちもできちゃったし、チョコはとろけちゃうし、もうサイコーなんだから」

「こらこら、あんまり喋しやべっちゃダメよ」

　スター・シンガーのような艶つやっぽいアルトが響ひびいた。

　と、同時に目ま映ばゆいような金きん髪ぱつと、スクリーンがハレーションを起こしたかと思うほど強いオーラを放つ女が現れた。

　明るいエメラルドの虹こう彩さいの中に底知れぬダーク・グリーンの瞳ひとみが猫のような楕だ円えん形に切れ込んでいる。

　ブリッジの隅すみで司祭が意味不明の言葉を呟つぶやいたのが微かすかに阿重霞の耳に届いた。

　ホロで見た立ち姿が一とすれば、実物は百を超こえるようなパワーがある。

「あなた……誰なの？　ホロで見たのと全然違うわ……」

　阿重霞の声が掠かすれた。

「あら、そうなの？　普ふ段だんはジミーに抑おさえてるのよ」

　女は屈くつ託たくなげに笑った。

「このまま歩くと男という男が寄ってきちゃって靴くつまでなめかねないもん」

「ブロンディ……」

　阿重霞の背後から殆ほとんど囁ささやくような声がした。

「ブロンディだろ？」

「だあれ？」

　女はスクリーンを覗のぞき込むように顔を近づけた。

「青蘭」

　青蘭は清音を押しのけるようにしてスクリーンを見上げた。

「ラメドのバーで一度だけ会ったことがある」

　女はちょっと眉まゆを寄せたがすぐに開いた。

「覚おぼえてないわ。きっと退たい屈くつしてたのね」

　女は身を引くと、バストショットで砂沙美と共に分ぶん割かつスクリーンに収おさまった。

「というわけでちょっとこの子を借りてるの。もう可愛くって可愛くって、とても手放せそうにないわ。本人もあたしが好きみたいだし、これから面おも白しろいことして遊ぶのよ。カストル＆ポルックスのショッピング・センターに行ったり、プロキオン・フードセンターで買い物したり、それから山ほど料理を作って眠たくなるまで食べるのよ。マグの故郷にピクニックっていうのもいいし、ギャラクシー・スーパー・ドッジボールのサポーターになって大騒さわぎっていうのもいいかもね。もちろん、海かい賊ぞくやってもいいわ。お金持ちのクルージング・スペーサーに大穴あけて、顔がばりばりに凍こおりついちゃうほど怖こわい思いをさせてやるの。この子と一いつ緒しよって思っただけでワクワクしてきちゃうわ。じゃあね」

　女はひらひらと長い指を振ると、スクリーンから出て行った。

「待って！　あなた……ブロンディ！」

　阿重霞は震ふるえる手を握にぎり締しめた。

「どういうつもりなの？　砂沙美はわたくしの妹なのよ！　返して戴いただかなければ困りますわ！　砂沙美も砂沙美よ。そんな素す性じようの知れない女海賊なんかと仲良くなって……」

「あーら、お言葉ですこと」

　スクリーンの外から返事が返ってきた。

「あたしはあなたなんかよりよっぽど古い家系なのよ。闇やみの底から続いてる家系だわ。女なら家系なんかより知性と美び貌ぼうで勝負しなくっちゃね。あなたの言うこと聞いてるとこっちまで退たい屈くつになっちゃうわ。おいで、砂沙美ちゃん」

「お姉様、大丈夫だよ」

　砂沙美は困ったように姉の方を振り返った。

「ブロンディ！　そんな意地悪言ってるとママに言いつけちゃうわよ。だから海賊はやだって言ったのに」

「ウィニーってば、余計なこと言わないの！」

　鈴を振るような早口が聞こえた、と思うとスクリーンにブロンディの銀のマニキュアをした指が伸び、にこにこしている砂沙美ごと画面を消し去った。

　スクリーンは再び元のように鷲羽を映し出している。

「さて、どうしたもんかしら」

　鷲羽は腕組みしたまま赤い髪かみを振り立てた。

「取り敢えず樹雷星に行こうかと思ってるんだけど、あんたたちどうする？　ヒッチハイクして来る？」

「鷲羽さん!!」

　阿重霞の目からぼろぼろ涙がこぼれた。

「ひどいわ……わたくしが何をしたっていうの？」

「おや？　可愛い妹を置いて出てっちゃったのは誰だっけ？」

　鷲羽は落ち着き払って答えた。

「あいにく私の方は雪之丞のデータを調べたりして散さん々ざん時間を浪ろう費ひしてしまったわ。地球暮らしが長かったんで私もすっかり地球ボケしてたのね。砂沙美の安あん否ぴが知りたきゃ津つ名な魅みに聞きゃあ良かったのよ。あの子は津名魅が守ってるんだもの、あー、大汗かいちゃったわ」

「津名魅が……」

　阿重霞は繰くり返したまま、絶ぜつ句くした。

　本当に？

　我が樹雷皇家の守り神がこのわたくしではなくて砂沙美を守っている？

「信じてないわね」

　鷲羽が意地悪く呟つぶやいた。

「自分を何だと思ってるの？　全すべての存在が口を開けば真実を知らせてよこすとでも？　まあ、そんなわけで砂沙美ちゃんは何の心配もないわ。遊び疲れたら帰って来るでしょ、きっと。たまにはお姉様の支配下から脱して羽を伸ばすのもいいんじゃない。ほんとに良くやってたもの、あの子」

「でも誘ゆう拐かい……」

　阿重霞は食い下がった。

　この世界の全てが自分に辛くあたっているような気がする。

「もう誘拐じゃなくなったわ」

　鷲羽はあっさり遮さえぎった。

「自分の名前とアンシブル・ナンバーを送信してきて御用があったらいつでもかけてね、なんていう誘拐犯はいないわよ。そうそう、ナンバーはね」

　鷲羽は一連のコードを送信し、スクリーンの下方にきらきらとコードナンバーが踊った。

「後はあんたたちの自由よ。樹雷に行くんなら回収してやってもいいけど、天地殿を探しにいったり砂沙美ちゃんを追っかけていったりするのはごめんだわ。私は私でやりたいことがあるから。なに？　雪之丞？」

　スクリーンにウインドウが開き、雪之丞が現れた。

「美星殿、清音殿。その後の経けい過かを報告する義ぎ務むがあるでござる。早くシャトルに戻って戴いただかないと困るでござる」

「分かってるって」

　清音は溜ため息をついた。

　鷲羽の気まぐれは重じゆう々じゆう承しよう知ちしているつもりだが、今回は理由が分からない。

「鷲羽さん、一級刑事として正式に協力を要よう請せいするわ。座ざ標ひようを送るから私たちをピックアップしてちょうだい。協力を拒こばめば公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がい及び横おう領りようで……」

「つまんないこと言わないの」

　鷲羽は笑いながら手を振った。

「ギャラクシーポリスのシャトルを乗っ取るつもりならとっくにやってるわ。大体、出てっちゃったのはあんたたちで、私じゃないんだからね。じゃ、雪之丞に代わるわ」

　鷲羽はスクリーンから引っ込み、雪之丞が現れた。

　キャラバンのクルーを交え、ランデブー地点の打ち合わせを始めた清音の声を聞きながら、阿重霞は十歳も年とってしまったような顔で、ぼんやりとスクリーンを見つめていた。

　わたくし……わたくし……何か間ま違ちがっていたのかしら？

　今までと同じように、その時点で一番正しいと思ったことをやってきただけなのに。

　阿重霞は胸のうちで不ぶ器き用ように自じ問もん自じ答とうした。

　砂沙美のことなんて考えてる暇ひまがなかったのよ。鷲羽さんもいるし、一人で置いてったわけじゃないわ。砂沙美だって分かってくれてると思っていたのに。なのに、どこの馬の骨かも分からないあんな女と仲良くなったりして……。

「阿重霞さん？」

　はっと振り向くと美星が心配そうに立っていた。

「自分を責せめちゃダメですよー。砂沙美ちゃんは利り口こうな子だからちゃんと帰ってくるわ。ブロンディさんもそんな悪い人じゃなさそうだし、鷲羽さんだって迎むかえにきてくれるんだし、そんなに心配しなくっても大丈夫ですよ」

　心中とは逆の言葉で慰なぐさめられ、阿重霞が戸と惑まどっているうちに美星はにっこり笑って行ってしまった。

　何な故ぜ？　何故そんなふうに思えるの？

　どうしてそんなにすぐ人のことが信じられるの？

　阿重霞は情けなくて泣きたい気分になった。

　鷲羽さんだって無責任だわ。

　飽あきたら帰ってくるだろうなんて、そんないい加か減げんな言い方がありますか。

　砂沙美はまだ子どもなのよ。

　わたくしの妹なのよ。

　それなのに。

　これじゃわたくしより誘ゆう拐かい犯はんの方が正しいみたいじゃないの!?

　視界が滲にじみ、阿重霞は慌あわてて目をこすった。

　と、視界の端に、砂色の髪かみが映うつった。

　青蘭だ。

　ブリッジの壁かベに寄りかかったまま、にやにや笑いを浮かべている。

「無事で良かったな」

　阿重霞はぞっとして振り返った。

　さっきからずっと眺ながめていたに違いない。

　弱みを見せてしまった！

「何故そんな顔をするんだ？」

　青蘭は続けて言った。

「自分しか信じられないのか。思いどおりにならないから不満なのか。君が想像していたより事じ態たいは好転したはずだ。好きなだけ喚わめいて人を怒ど鳴なりつけてた君には寛かん大だいすぎる結果だと思うがね」

　阿重霞の表情が硬かたくなった。

「あなたにそんなお説教をされる謂いわれはないわ。何の役にも立たなかったくせに！」

　青蘭は肩を竦すくめた。

「仰おおせのとおり。君は立派だ。目的に向かってまっしぐらに突き進む。障しよう害がいがあれば力でねじ伏せる。策さく略りやくを巡めぐらす頭もある。その瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器きみたいなかんしゃくをどうにかすれば一国の皇おう女じよとして申し分ない。だが、皇おう子じを手に入れるには申し分ないとは言えないな」

　阿重霞の頰ほおにかっと血が上のぼった。

「無ぶ礼れい者もの！　お前ごときが意見することじゃないわ」

「すぐそれだ」

　青蘭は平然と阿重霞を見下ろした。

「怒鳴れば思いどおりになると思ってる。地じ団だん駄だ踏ふめば何でも買ってもらえる子どものようにな。周まわり中が君の我がままを通してきたことは想像にかたくないよ。皇子が帰って来たときもそうやって怒鳴りつけるつもりなのか？　愛されたいと思わないのか？」

　思いがけないことを言われ、阿重霞は息を吞のんだ。

　青蘭は阿重霞の顔に動どう揺ようが広がるのを注意深く見守っていた。

「姫君」

　意識的に声を落とす。

「君に予言してやろう。皇子は必ず帰ってくる。信じるか？」

　阿重霞は催さい眠みん術じゆつにかかったように青蘭の顔を見つめていた。

「自分しか信じられない女に恋などできるはずがない。君は未み来らい永えい劫ごう変わらないんだな」

　青蘭は素そっ気けなく背を向けようとした。

「いいえ！」

　阿重霞が一歩踏み出す気配があった。

「わたくし……信じなくては」

　とまどいがそのまま表れたような口調だ。

「何を信じるんだ？」

　青蘭は冷たく聞き返した。

　なんて初う心ぶなんだ、心の中で笑いが込み上げてくる。

「……あなたの言葉を」

　青蘭はゆっくり向き直った。

「君の為ために力を尽つくそう。君は、俺の言葉に耳を傾かたむけなければいけない。皇子の愛を得たければ」

　その時、ワープアウトを知らせる警けい告こく音おんがブリッジに注意を促うながした。

「鷲羽さんだわ！」

　スクリーンに懐なつかしいシャトルが現れる。

　青蘭は身を引いて、走り去る阿重霞を見送った。

　そう、考えてみりゃ可愛い女じゃないか。

　青蘭はにやにやした。

　やくたいもなく怒鳴り散らしてるより、役に立ってもらった方がいい。
















　実際、俺の為に交渉してくれたようなものだ。

　君は皇子を追い、俺は魎呼を追う。

　それで万事丸く納まるってわけさ。




「お世話になりました」

　阿重霞は優ゆう雅がに腰を屈かがめた。

「司祭様やキャラバンの方々のご親切は一生忘れませんわ。数々の失礼をお詫わび申し上げると共に、後のち程ほど樹雷皇家より心ばかりの御お礼れいをさせて戴いただきたく存じます」

「いやいや、何も力になれず、心苦しい限りじゃ」

　司祭は顔を上げるよう阿重霞に促した。

「出発が迫せまっておるので手て短みじかにお話しするが、君たちはこれから大きな渦うずに巻き込まれるだろう。誓ちかいを破ったことで、自ら選ばれたのじゃ。月つく読よみ様は混こん沌とんと豊ほう饒じようを好まれる。それは恐らく一人一人の力ではどうにもならないことじゃ。役に立つかどうか分からないが、これを差し上げよう」

　司祭は腕に嵌はめていた光輪教のリングを外し、阿重霞に手渡した。

「心を合わせて祈りなさい。それは愛の奇き跡せきを呼び起こすタリスマンじゃ。決して一人で使ってはならない」

　準備完了を知らせるアナウンスが通路に流れた。

「何な故ぜですの？」

　司祭に促され、エアロックの方に急ぎながら阿重霞が尋たずねた。

「愛を貪むさぼる者は愛に貪られるからじゃ」

　司祭は立ち止まり阿重霞の肩に手を置いた。

　明らかに何か知っていて、言うべきかどうか俊巡している。

　が、結局司祭は何も言わないことに決めたようだ。

「幼き者たちに光輪様のお許しがあるように」




　エアロックが開き、阿重霞たちをのみ込んでゆっくりと閉じた。








第十一章　風の匂いで目が覚めた









　風の匂においで目が覚めた。

　甘い花の香かおりを含ふくんだ風だ。

「……魎りよう呼こ？」

　天てん地ちはうっすらと目を開き、空の青さに慌あわてて目を閉じた。

　青空!?

　ここはどこだ？

　天地ははっと身を起こした。

　気持ち悪いぐらい心臓がドキドキしている。

「落ち着け……落ち着くんだ」

　自分に言い聞かせる。

「息はしている。別に痛いたいところもない。手も足もちゃんと揃そろってる」

　天地は赤茶けた地面の上に座すわり込み、おそるおそる周まわりを見回した。

　核戦争後の地球みたいだ。

　……どっかの映画かアニメで見たような。

　天地は引きつりながら心の中でつけ加えた。

　見渡す限りの荒こう野や。

　半分溶とけかかったビル、殆ほとんど崩ほう壊かいして瓦が礫れきの山と化した工場、ひび割れて灰のような土が割れ目から剝むき出しになっている道路。

　それら廃はい墟きよを覆おおうように変色した草やいじけた木が細々と生えている。

「りっ……魎呼!!」

　天地は跳はね起きた。

「ここはどこなんだ？　何なんだ、ここは！」

　駆かけ出しそうになるのを必死で堪こらえて狂おしく辺あたりを見回す。

　不意にある事実が重しのように天地の心にのしかかった。

　そうだ。

　魎呼はいないんだ。

　行ってしまったんだ。

　天地は呆ぼう然ぜんと地平線を見渡した。

　生き物の姿はない。

　生き物がいるとも思えなかった。

　なのに這はい寄るような恐怖に背せ筋すじがぞくぞくする。

「誰だれか……」

　何者かが、動物か人間が自分の声を聞きつけたような気がして天地は素す早ばやく振り返った。

　瓦礫の間に何か動いたような気け配はいがして、思わず後ずさる。

　と、さっきまで何もなかったはずの背後で引きつるような声がした。

　心臓が跳はね上がる。

　素早く向き直ると、溶けたガラスに灌かん木ぼくの枝が擦こすられて音がしているのだった。

　天地の額ひたいに冷や汗が滲にじんだ。

　おそるおそる辺りを見回し、一気に駆け出す。

　頭がどうかなりそうだった。

　まさかここは……未来の地球？

　開けたところを選んで走りながら、天地は恐怖のあまりあらゆる物もの影かげに目を走らせた。

　いや、そんなはずはない。

　時間を飛び越えたなんて、そんなバカなことがあるわけない。

　きっと、何かの手違いでどこかの惑わく星せいに引き寄せられて……魎呼か魎りよう皇おう鬼きがじきに捜さがしにきてくれるさ。

　息が上がり、肺はいが焼けつきそうになってようやく天地は立ち止まった。

　落ち着け……落ち着くんだ！

　天地は守りの呪じゆ文もんのように自分に向かって言い聞かせた。

　こんなことをしていてはすぐに疲つかれて動けなくなってしまう。

　武器を探し、安全な場所を見つけるんだ。

　今すぐに。

　目的ができたことで天地は少し落ち着きを取り戻もどして辺りを見回した。

　瓦礫の中に錆さびた鉄棒が飛び出ているのが目に入る。

　天地は用心深く近づき、鉄棒を引っ張り出そうとした。

　コンクリートのかけらが引っ掛かっていてなかなか抜けない。

　天地はその作業に熱中し、散さん々ざん苦労したあげく一メートルほどの鉄棒を引き出した。

　青せい眼がんに構え、軽く振ってみる。

　重いが、いざとなれば身を守ることぐらいはできそうだ。

　天地は光こう鷹おう真しん剣けんの構えを取ろうとして、ふいに鉄棒を投げ出した。

　バカだな！　俺おれは光鷹真剣が使えるんじゃないか。

　鼠ねずみのように震ふるえ上がって、思い出しもしなかった。

　体からふっと力が抜けた。

　両手を軽く合わせ、目を閉じて眉み間けんに精神を集中する。

　手のひらがぽうっと温かくなるような感覚があって、光の剣が現れるはずだった。

　天地は訝いぶかしげに目を開いた。

　手のひらには何も感じられない。

「……おかしいな」

　魎皇鬼のブリッジで青せい蘭らんと睨にらみ合っていた時はできたのに。

　修行をサボっていたので集中力が弱まったのかもしれない。

　天地は呼吸を整え、稽けい古この前にするように精神統一した。

　軽く手を合わせ、僅わずかに開く。

　何も起こらなかった。

　兆きざしすらなかった。

　天地はかっと目を開き、愕がく然ぜんとしたまま両手を見つめた。




　光鷹真剣が使えない……!?




　風向きが変わり、酸さん化かした土の匂においを運んできた。

　天地は鉄棒を拾ひろい上げ、とぼとぼと歩きだした。

　落ち着け、よく考えるんだ。

　自分に言い聞かせたがショックで考えがうまくまとまらない。

　今までだっていざという時は使えたんだ。

　今使えなくたって別に大丈夫さ。

　差さし迫せまって危険があるわけじゃないし、敵に狙ねらわれているわけでもない。

　と、いっても実際、神か我が人とと戦った時が光鷹真剣を使った最初で最後……。




　まさかな!?




　天地は思わず立ち止まった。

　俺ってなんて頼りないんだ!?

　自分のことを皇おう子じ、ましてや英雄などと考えたこともなかったが、こうして一人っきりになってみると、いかに自分がじっちゃんや父さんに頼たよっていたかがよく分かる。

　俺、一体どうすればいいんだろう。

　この───天地は荒野を見渡した───地球によく似た見知らぬ土地で。

　天地が歩いてきたのはなだらかに隆りゆう起きした丘の中腹で、聞こえるものといえば風の音ばかりだ。

　とにかく丘の頂上を目指そう。

　天地はヤケになって考えた。

　高いところから見渡せば何か分かるかもしれないし、魎呼が捜さがしに来てもすぐ分かるだろう。

　それ以外の可能性……例えば魎呼以外の存在に発見される可能性とかは強しいて考えないようにしながら、天地はとぼとぼと丘を登り始めた。

　丘の頂上に立つと、今まで見えなかったものが見えた。

　片流れの大きな二階家。

　たとえここが宇宙の果てであろうとも見間違えるはずのないもの。

　丘を下ったふもとの荒れ地に、あるはずのないものが建っていた。




　俺んちだ……。




　天地はさすがに膝ひざが震えた。




　どうして、どうしてここに。

　俺の家があるんだ。

　これは何かのイタズラか。

　幻げん影えいか。




　今まで十六年間培つちかってきた常識、精神の天地を保たもつ理性、心の水平度を保つ標準値、天地の頼ってきたものがさらさらと砂のように崩くずれ落ちていく。

　これは夢だ。

　今すぐ踵きびすを返して眼下に見えるものから走り去りたい思いとは裏うら腹はらに、天地は柾まさ木き家から目が離はなせなかった。

　俺はまだ悪い夢を見てる最さい中ちゆうなんだ。

　懸けん命めいに自分に言い聞かせる。

　夢なら何が起きても不思議じゃない。

　夢の中に自分の知らない真実が隠かくされていることだってある。

　そうさ、夢の中でまで逃げ出して、何になる？

　天地は鉄棒を……その妙にリアルな感覚にぞっとしながら握にぎり締しめ、決けつ然ぜんと丘を下り始めた。

　あの家の中に何があろうと、逃げ出すもんか。

　どうせ夢なんだ。

　何が出るか、覚かく悟ごを決めて見てみようじゃないか。

　天地はお化け屋敷に入ろうとしている子どものように力りきみ返ってずんずん道を下っていったが、後あと十歩というところまできて急に足が竦すくんでしまった。

　柾木家は長い間風雨に晒さらされたかのようにペンキははげ落ち、羽は目め板いたは撓たわんでいた。

　無人になって久しい廃はい屋おくの匂いがする。

　風が舞い上げる乾かわいた土つち埃ぼこりがそう思わせるのかもしれない。

　門柱がわりになっているはずのガーディアンの姿もなかった。

　一体何を期待してたんだ!?

　天地はショックを通り越して笑い出したい気分で思った。

　洗せん濯たく物ものが風を孕はらんで翻ひるがえり、家の中からは楽しそうな笑い声と、昼ごはんのいい匂いが漂ってくる……そんな虫のいい幻か？

　ここで突っ立っていても仕方がない。

　家に入るんだ。

　入って確かめるんだ。

　天地は無理やり足を運び、玄関の開き戸に手を掛けた。

　不意に言葉にならない恐怖が全身を襲おそった。

　この扉を開けたら夢が現実になってしまう。

　二度とあの地球の家には戻れなくなってしまう。

　罠わなだ！

　天地は後も見ずに逃げ出した。

　丘を回り、瓦が礫れきの山に躓つまずきながら必死で走った。

　ようやく周囲の景色が変わってきたことに気づいて足を止める。

　方向感覚はなかったが、あの家からはかなり遠ざかったはずだ。

　天地が空を振り仰あおぐとちゃんと地球と同じ太陽があった。

　やけに白い大きな太陽が中天にかかり、足元には淡あわい影……。

　天地はぎょっとして再び目を上げた。

　太陽じゃない。

　月だ!?

　と、風が巻き起こり、遥はるか彼方かなたに置き去りにしたはずの廃屋の匂いを運んできた。

　おそるおそる振り向くと、ほんの十歩ほど後方にさっきと変わらぬ佇たたずまいの柾木家があった。

　天地は力が抜け、ヘナヘナと座り込みそうになった。

　もう何がなんだか分からない。

　青空に月がかかっている異星の地で、振り向けば自分の家がある。




　俺は呪のろわれているんだろうか。




　天地は長い間突っ立って柾木家を見つめていた。

　家はそこに建っているだけだった。

　崩くずれ落ちるでもなければ、何かが出てくる気配もない。

　天地はようやく決心した。

　ここに入らなければ状況は変わらない。

　よしっ。

　入ったろうじゃないの。

　そっちがそのつもりなら……。

　天地は眉まゆを寄せ、さっきよりも力み返って扉に手を掛けた。

　カギはかかっていないようだ。

　一気に開け放つ。

　家の中はしんとしていた。

　玄関にごちゃごちゃと並べてあった女物の靴くつはきれいさっぱりなくなっていた。

　廊ろう下かには厚く土つち埃ぼこりが溜たまっており、天地は指の跡あとがくっきり残るのを確かめてから仕方なく靴のまま上がった。

　用心深く鉄棒を構えながら居間を覗のぞいてみる。

　朽くち果てたようなカーペットに朽ち果てたソファがのっかっていた。

　阿あ重え霞かが丹たん精せい込めて世話をしていた観葉植物は枯れ果て、ＴＶは粗そ大だいゴミのように埃を被かぶって永と久わの眠りを貪むさぼっていた。

　どうなっちゃってるんだ？

　天地は途と方ほうに暮れて居間を見渡した。

　階段下の物置が目に入る。

　鷲羽わしゆうさんの研究室に続くドアだ。

　天地は急に思いついて物置の扉を開けてみた。

　中は掃そう除じ用具のつまったただの物置だった。

　いや、何かある。

　天地は小さなメモを拾い上げた。




　さようなら、天地殿。




　きちんとタイプされた文字が読み取れた。

　鷲羽さん!?

　天地は慌あわてて物置の扉を閉め、台所に向かった。

　きれいに整せい頓とんされたまま埃を被ったテーブルの上に、子どもらしい大きな文字のメモが載のっていた。




　バイバイ、天地兄ちゃん。




　阿重霞の部屋だった二階の八畳からは封ふう筒とうに入った手紙が見つかった。




　さようなら、天地様。




　色あせた便びん箋せんに繊せん細さいな筆跡でそれだけが書かれていた。

　天地は家具がなくなってがらんとした八畳を飛び出し、自分の部屋のドアを開けた。

　魎皇鬼に積み込んだはずのベッドや机が見慣れた配置で置いてあった。

　枕まくらの上にノートを破ったような紙が畳たたんで置いてある。




　サヨナラ、天地。




　魎呼の字だった。

　魎呼の書いた字など見たこともなかったが、確かにそれは魎呼の書いた言葉だった。

　天地の喉のどからくぐもったような呻うめきが漏もれた。

　サヨナラ？　さようなら!?

　天地はベッドのそばに跪ひざまずき、何度も鉛筆書きのメモを読み返した。

　これは悪い夢だ。

　やっと帰ってきた家にひとりぼっちだなんて。

　一体何があったんだろう。

　どうしてみんな出て行っちゃったんだ？

　天地はメモを持ったまま呆ぼう然ぜんと自分が作ったシーツの皺しわを見つめていた。

　いつも笑い声や怒鳴り声が響いていた家はひっそりと静まり返って、天地がこの家で生まれ育ったことさえ埃ほこりの下に吞のみ込んでしまったかのようだ。




　そして俺もいなくなるんだ。




　天地はぞっとした。

　何一つ残らない。

　命あるものは皆一人残らず去り、やがてはこの家も塵ちりと埃に帰ろうとしている。

　天地はたまらない気分になって立ち上がった。

　逃げるように部屋を出る。

　天地が出た後から音もなく部屋の輪りん郭かくが溶とけ始めた。

　転ころげるように階段を下りるそばから一つ一つ段が消えていく。

　振り向けば見えたかもしれないが、天地はしっかりと魎呼のメモを持ったまま廊ろう下かを通り抜け、開けっ放しの玄関に下り、外へ飛び出した。

　背後で空気が動いたような気配がし、天地は初めて振り向いた。

　動いた、と思ったのは風だった。

　天地の家は跡あと形かたもなく消えていた。




　風が再び土埃を舞い上げる。

　天地は虚うつろな顔でさっきまで自分の家があったはずの空間を見つめていた。

　土の上には何の痕こん跡せきもなかった。




　幻まぼろし……。




　唇が勝手に動き、何の感情も伴ともなわぬ言葉を呟つぶやく。

　幻だった。

　夢でもいい、どちらでもそう違いはない。

　覚さめることを忘れてしまったかのような夢、それとも現実。

　自分は今、起きているんだろうか、眠っているんだろうか。

　魎呼と別れてからまだ亜空間を彷徨さまよっているんだろうか。

　どこへ行こう？

　天地はぼんやりと思い、不意に鉄棒を家の中に置いてきたことを思い出した。

　どこだろう、一緒に消えてしまったか。

　天地は赤茶けた土の上を見渡し、十歩程離はなれたところに鉄棒が落ちているのを見つけた。

　消えていなかった。

　では、この鉄棒は現実なのだ。

　天地は身を屈かがめて拾い上げようとし、右手に手紙を持ったままだったことに気づいた。

　魎呼の手紙だ！

　では、これも現実なのだ。

　開いてみると、そこに書かれていたのは手紙ではなかった。




　最後の館へ。




　見覚えのない筆跡で、謎なぞのような言葉が書かれていた。

　再び現実感が希き薄はくなものとなった。

　天地は謎の言葉が書かれた手紙を捨て、鉄棒を拾い上げた。

　今ではこれが唯ゆい一いつの確かな現実の手て触ざわりだった。

　最後の館へどうしろというのだろう。

　行けというのか。

　最後の館とは何なのか。

　天地はそこに答えがあるとでもいうように鉄棒を握にぎり締しめ、もう一度自分の家が建っていた場所を見渡した。

　そして踵きびすを返すと白い月を見上げ、ぼんやりとした影を従えて月の沈み行く方へと歩きだした。




　魎呼は小惑星の小さな台地の上で膝ひざを抱かかえ、真空に身を晒さらしながらゆっくりと流れていく星々を眺ながめていた。

　このままどこかの惑星と衝しよう突とつしそうになるか、遊ぶにちょうど良い船が通りかかるまで身を任まかせて流れていくつもりだった。

　一眠りすれば気分が変わる。

　シールドに包まれた魎呼の体はぼうっと淡あわい光を放ち、岩場に張りついた奇妙な夜光虫のようだった。

　一眠りしよう。

　あたしはバカなことをしてしまった。

　天地がうんって言うはずないのに。

　結婚なんてマジメに考えたこともなかったのに。

　クソ阿重霞と張り合ってたのだって、ただ面白いからやってただけだったのにな。

　一緒に暮らそうって言った時、天地の奴やつ、本気で困った顔してたっけ。

　あいつ、一生懸命考えてた。

　考えて考えて、どう言ったらあたしを傷きずつけないですむか考えて、ついに困り果てて言ったんだ。

「ごめん、魎呼」って。

　ごめんだって。

　ごめん、魎呼だって。

　はっきり、やだって言えばよかったのに！




　天地の前では見せなかった涙が頰ほおを転ころげ落ちた。

　ちっ──この頃ごろ、涙るい腺せん緩ゆるんでるぜ。

　海かい賊ぞくだった時も、ほこらの中で漂ただよってた時も、泣くなんて習慣、あたしにはなかった。

　天地に会ってからだ。

　天地に会って初めて、泣いたり笑ったり、何かこの辺がドキドキしたり、胸が苦しくなったりすること覚えたんだ。

　涙があることすら知らなかったもんな、長い長い間……。

　会いたいよ。




　もう一回だけ、天地に会いたい。

　今すぐ空間転移して天地の顔が見たい。

　遠くからでもいい、そしたらあたしはまた海賊になって凍こおった星の海を駆かけるんだ。

　青蘭が追っかけてきたらちょっとだけ立ち止まってやってもいい。

　あっかんべーする間だけな。

　あたしには魎皇鬼がいる。

　天地を地球まで送り届けたらそのままあたしのところへ飛んで来させればいい。

　すぐまた前みたいにできるさ。

　あたしと魎皇鬼はなんてったって七つの海の恐怖、前科二百四十七犯の宇宙海賊なんだ。

　あたしと魎皇鬼はお宝求めてどこまでも宇宙を駆ける。

　ブリッジにいるのはあたしだけ。

　あたし一人だけ。

　ひとりぼっちで……。




　涙がどっと溢あふれてきて、魎呼は嗚咽おえつを堪こらえるのに自分の膝ひざに突っ伏さなくてはならなかった。

　なんてバカなんだ、あたし。

　あんなこと言わなきゃ、天地を攫さらったりしなきゃずうっと夢の中にいられたのに。

　青蘭と結婚しても良かったんだ。

　また逃げ出しちゃえば済んだんだから。

　結婚なんて、はい、誓ちかいますって言うだけじゃないか。

　なのに何で天地だけはダメなんだろう。

　魎呼は顔を上げた。

　答えはずっと前から知っているのだった。

　天地はあたしが初めて見た夢。

　星と闇やみと光しかなかったあたしの世界に初めて現れた命だった。

　神我人とも青蘭とも違う、でも地球の緑のオーラを纏まとった引力のようなもの。

　だから近づいちゃいけなかったんだ。

　天地は……あたしみたいにひとりぼっちじゃなくて家族や家や学校や、友達や仲間がいたんだから。

　無理やり引っこ抜けば枯れてしまう鉢はち植うえみたいに。




　魎呼は眠れないまま星の位置で座ざ標ひようを測はかろうとした。

　魎皇鬼はもう天地を見つけただろうな。

　今、どの辺を飛んでるんだろう。

　あたしがいなくてパワーが半分ぐらいだから、もちろんまだ地球には着いていないだろうけど、ちょっとだけ確かめてみようか。

　閉じていたアストラル・リンクを開いた途と端たんだった。




　リョウコオオオオオ！




　いきなり魎皇鬼の叫びが手首の宝ほう玉ぎよくから駆け抜けた。

　テンチガ、テンチガヨコドリサレタ！

　ハヤクキテ！　リョウオウキハココダヨ！

　リョウコガマテッテイッタトコロニイル。

　ハヤク！




　通信は繰くり返し繰り返し、魎呼の体を震ふるわせた。

「魎皇鬼！」

　最大限のパワーで呼びかける。

　天地が横取りされたって!?

　誰に？　いつ？

「今行く、待ってろ!!」

　魎呼はすっと立ち上がった。

　そのまま小惑わく星せいを蹴けって浮き上がる。

　瞳ひとみが金色に切れ上がり、唇がきっと引き結ばれた。

　一瞬後、魎呼の姿が消えた。




　これは夢なのか。

　現実なのか。

　砕くだけたコンクリートを踏ふみ締めながら、天地はゆっくりと歩いていた。

　月は廃はい墟きよの陰に沈みつつあった。

　辺りはかなり薄暗くなってきており、月が沈めば本当の朝がくるのではないかという天地の希望は見事に打ち砕くだかれつつあった。

　目覚めぬ夢に向かって沈み込んでいくような感じだ。

　もう随ずい分ぶん歩いて来たんじゃないか？

　天地は足を止め、迫り来る薄闇に向かって目を凝こらした。

　周まわりの風景は特に変わっていない。

　建物が多少少なくなったぐらいで、それも注意して見ないと輪りん郭かくすら把は握あくできなくなっている。

　時々、妙にくっきり見えるものがあると思えば、それは学校に行く途中に見た看板だったり、折れた電信柱だったり、ファースト・フード店の人形だったりするのだった。

　相変わらず人間どころか生き物の姿もなかった。

　一体どこまで歩けばいいんだ？

　随分前から、考えてもしょうがない疑問は考えなくなっていたが、唯ゆい一いつの手掛かりだったかもしれない手紙を捨ててしまったことを、天地は後悔していた。

　これがゲームならクソゲーだ。

　天地は唐とう突とつに腹立たしく思った。

　いきなり知らない土地に飛ばされる。

　歩けど歩けど人っ子一人会わない。

　唯一の情報は意味が分からない。

　モンスターが襲おそって来ないだけマシかもしれないが、従ってレベルアップもできない。

　これで死んだらゲームオーバーだ。

　天地は自分の結論にぞっと総そう毛け立った。

　誰かがルールの見えないゲームをやっているんだろうか。

　そういえば、腹も空すかないし喉のども渇かわかない。

　トイレに行きたくもならない。

　俺は、眠っているのでなければ死んでるのと変わりないじゃないか、と思う。

　思ったところで何かが分かったわけでも変わるわけでもなかったが、立ち止まって考えたことで少し状況が見えてきた。

　あの謎なぞの言葉を記した人物（かどうかは分からないが）は、少なくとも俺のことを知っている。

　知っていて、俺がこうして歩いているのをどこからか見ている。

　見ているだけではなく、待っているのだ。

　俺が［最後の館］を探し当てるのを。

　皮肉なことに、腹具ぐ合あいのことを考えた途端に腹が鳴り出した。

　喉のども渇かわいてるし、トイレにも行きたい。

　天地はこそこそと瓦が礫れきの陰に回り、用を足した。

　ああ、また分からなくなった。

　情けない顔で呟つぶやく。

　これが本当に夢なら、夢の中でオシッコするなんて絶対出来ないはずだ。

　トイレを探して探して、やっと見つけたと思うと清せい掃そう中だったり、カギが開かなかったり、開いても先客がいたりするのが決まりだ。

　いよいよ切せつ羽ぱ詰つまって膀ぼう胱こうが破は裂れつしそうになったところで目が覚さめるのである。

　ま、いっか。ちょっとスッキリしたし。

　天地は思ったがこれはこれでまた別の意味で情けなかった。

　もうすぐ夜になろうかというのに問題は何も解決していない。

　昼間から月が出ているような世界が夜になったら一体何が出てくるのか、天地は皆かい目もく見当もつかなかった。

　頭上に出るものだけではない、地上にも何か出てくるのかもしれない。

　例えば……モンスターとかユーレイとか、お化けとか。

　語るに落ちるたあこのことか、と天地が思った時だった。

　不意に風向きが変わり、甘い花の匂いを運んで来た。

　何だ、これは？　食虫植物か!?

　お化けとの連想でついそう思ってしまったが、天地はすぐその感かん触しよくを訂てい正せいした。

　甘い……もっと濃のう厚こうな匂いだ。

　薔ば薇らかジャスミン、百ゆ合り、そういった重い匂いだ。

　女の子ならフローラル・ノートというところだが、天地は生あい憎にく香水などとは縁がなかったのでこう思っただけだった。

　この廃墟に花が咲いているということは、人がいるんだ！　誰かに会えるかもしれない。

　天地は匂いを辿たどって歩きだした。

　いつ風向きが変わるかもしれない、そう思うと自然に速足になる。

　どこで周まわりの景色が変わったのか、天地は全然覚えていなかった。

　甘い匂いは次第に強くなっていく。

　緩ゆるやかな坂を下って行った谷あいに、それはあった。

　石造りの大きな建物で、洋館というよりは修しゆう道どう院いんのように見える。

　建物の周りには様々な花が咲き乱れ、闇やみの中にほの白く浮かび上がっていた。

　やっと人に会える!?

　天地は嬉うれしさの余り、用心も忘れて重い樫かしの扉を叩たたいた。

「すみません。怪あやしい者じゃありません。どなたかいませんか？」

　途端に隣となりの小さなのぞき窓からカンテラが突き出され、天地の顔を照らし出した。

　おお……という感かん嘆たんの呟きがフードを被かぶった人物の喉から漏もれた。




　男だ……男よ……最後の男だわ……！




　呟きは軽い羽音のように重なり合って広がり、急にカンテラが引っ込められたと思うと、樫の扉が軋きしみながら開いた。

「最後の館へようこそ、ご主人様」

　カンテラの明かりが石いし畳だたみに丸い光を落とした上に、修道女のようなローブを着た小こ柄がらな女が進み出て、優ゆう雅がに腰を屈かがめた。

「お待ち申し上げておりました。さあ、どうぞお入り下さい」

　顔を上げたその女の白い顔かんばせは、夕闇に浮かぶ月見草のようにうっとりと天地を見上げていた。








第十二章　石いし畳だたみの上にきぬ擦ずれの音が……









　石畳の上にきぬ擦れの音がさらさらと鳴った。

　燭しよく台だいの明かりが揺ゆらめく礼れい拝はい堂どうの中、闇やみのような濃のう紺こんのローブの女の後を天てん地ちはおっかなびっくりついて行った。

「ご主人様……あのお方が……若い……見て見て、なんて可か愛わいらしい……」

　柱の陰かげから興奮を押し殺したような女の囁ささやき声が輪りん唱しようのように聞こえてくる。

　姿は見えないが、大勢の女たちがいるようだ。

　天地は喉のどにつかえた塊かたまりのような不安をのみ下せないまま、鉄てつ棒ぼうをぎゅっと握にぎり締しめ、周囲を見回した。

　映画で見た中世の教会そっくりの荘そう重ちような雰ふん囲い気きだ。

　ここは本当に教会なんだろうか。

　前を行く女に遮さえぎられているのと、前方が暗いのとで祭さい壇だんは見えなかった。

　教会ならば十じゆう字じ架かや祭壇画があるはずなんだが。

「あのー……」

　天地が声をかけようとした時だった。

　不意に女が右に曲がり、天地の視界が開けた。

　灰色の祭壇に開いた本が載っており、淡い光を放っている。

　祭壇の後ろには闇に紛まぎれて濃紺のタペストリーがかかり、放射状に光を放つ光こう輪りんが金糸で縫ぬい取られていた。

　燭台の明かりは灯ともされておらず、辛かろうじて見て取れたのはそれだけだった。

「あれ!?」

　何だか見覚えがあるような……。

　その間に女は中二階の回かい廊ろうへ続く右階段下の扉を開け、天地の方を促うながすように振ふり返った。

「こちらへ、ご主人様」

　天地は慌あわてて小走りに後を追った。

　扉から出たところは小さな中庭を囲かこむ回廊である。

　所々石のベンチが置いてある薄暗い回廊を通り抜けて天地が案内されたのは、妙にスィートルームな一室だった。

　猫ねこ足あしのテーブルに猫足のソファ、瀟しよう洒しやな家具、大きなダブル・ベッドに唐から草くさで縁ふち取どりされた鏡、そして窓には深しん紅くのカーテン……ホテルでなければ映画のセットのような部屋である。

「どうぞごゆっくりおくつろぎ下さい。ただ今、しもべたちがお飲み物を持ってまいります」

　女は天地にソファを指さし示しめすと、自分は隣となりに座り込み、まじまじと天地の顔を吟ぎん味みした。

「うふ」

「？？？」

　天地は本能的な恐怖を感じ、思わず身を引いた。

「な、何なんですか!?」

「かっわいー」

　女がフードを跳はね上げると、つやつやとした栗くり毛げがこぼれた。

「天地って言うんでしょ？　あたし、プリムローズって言うのよ。ほら、そんなばっちいもの、捨すてて」

　プリムローズと名乗る女は天地の手から鉄棒を取り上げ、さらに顔を近づけた。

　榛はしばみ色いろの大きな瞳ひとみに抜けるような白い肌はだのなかなかの美人である。

「あたしたちが心ゆくまでご奉ほう仕しさせていただくわ。この愛の死に絶たえた世界の中で、あなたは何てったって、最後のお方なんですもの、何をなさってもいいのよ。全すべてはご主人様のお心のままに。お館やかたさまもそうおっしゃってたわ」

　プリムローズはうっとりと熱っぽい視線を天地に注そそぎ、そっと囁いた。

「寂さびしかったでしょ？」

　鉄棒が女の手から滑すべり落ち、絨じゆう毯たんの上で鈍にぶい音を立てた。

「キスしてもいいのよ」

　桜色の唇くちびるがおいでおいでと天地の本能に訴うつたえかけている。

「ま、まま待てっ」

　早々と思考停止に陥おちいりそうな緊きん迫ぱくした状況でようやくそれだけ言うと、天地は女を押し返した。

「なな、納なつ得とくのいく説明を……」

　その時、ノックの音がした。

「失しつ礼れい致いたします」

　声とともにぞろぞろと女たちが入ってきた。

「抜ぬけ駆がけはダメよ、プリムローズ」

　クリスタルのキャンターとグラスの載ったトレイを持った女が言うと、濃紺の絹のガウンを恭うやうやしく捧ささげ持った別の女が天地の前に跪ひざまずいた。

「ご主人様、お風ふ呂ろの支し度たくが出来ておりますわ」

「私たちがお世話を致します」

　それぞれバスローブとタオルを抱かかえた双ふた子ごの女が天地の両側に跪く。

「お飲み物を。私たちの作りました果か実じつ酒ですわ」

　グラスに透とう明めいなルビー色の飲み物が注つがれ、林りん檎ごの甘い香りが立ちのぼった。

　天地は頭がくらくらした。

　確かに喉のどの渇かわきはこれが水だろうと酒だろうと構かまわないぐらい切せつ羽ぱ詰つまっている。

　だが、見知らぬ場所で見知らぬ女たちに取り囲まれ、酒を勧すすめられているという状況において、果はたして素直に受けていいものかどうか。

「お、俺おれ……」

　天地は既視感デジヤ・ビユを覚えた。

　自分の人生の中で何度も何度も繰くり返された馴な染じみ深いシチュエーション。

　腕いっぱいに抱かかえられた愛の花はな束たば、そして微ほほ笑えみ。

　摘み取って、そして味わってと囁ささやかれる愛の言葉。

　お皿いっぱいの御ご馳ち走そうに、疑うたぐり深い飼かい犬のように後あとずさりする自分の姿。

　何か事ことあればいつでも逃げ出そうと窺うかがっている臆おく病びような子どものように、いつでも自信がない、事なきを願っている、そんな人生。

　天地は物も言わずにグラスを引ったくり、一いつ気きに飲み干ほした。

　甘い香りの中に微かすかな渋しぶみを溶とけ込ませたような、生まれて初めて味わう刺激が渇かわいた喉のどを滑すべり落ちた。

「うまい……」

　女たちはさざめくように笑った。

「お気に召めしましたなら、もう一杯いかが」

「ご主人様に喜んで戴いただけて、嬉うれしいわ」

　グラスに二杯目が注つがれ、産うぶ着ぎのように柔やわらかなハンカチが天地の唇をそっと拭ぬぐった。

　天地は勧められるままに二杯目を飲み干し、グラスを持ったまま女たちを見渡した。

　濃のう紺こんのローブはどれも同じだが、顔かたちは花園に咲き乱れる花のように一人一人違った愛らしさを持っている。

「私はマリーゴールド」

　果実酒を注いでくれた金きん髪ぱつの女が微笑んだ。

「わたしはムーンシェイド」

　ガウンを捧ささげ持った女が天地を見上げた。

「私たちはヴィオラとヴィオレットよ」

　双ふた子ごの女は顔を見み交かわし、笑い合った。

「でも、お好きなように呼んで下さって結構ですわ」

　プリムローズが天地の手を取り、グラスを受け取った。

「さあ、ご案内しますわ」

　女たちに囲まれ、夢ゆめ見み心ごこ地ちのままプリムローズに手を引かれ、天地は部屋を出た。

　再び回廊を巡めぐり、別の通路を抜けると、水の匂においがした。

　広い……。

　まるで温水プールのような、温泉というよりはクアハウスと言った方が相応ふさわしい造つくりの入にゆう浴よく施し設せつが夜の闇やみの下に白々と浮かび上がっていた。

　すきっ腹に二杯も一気飲みしたせいか、果実酒とはいえ正直、ちょっと利きいてきている。

　実は、女たちに囲まれてここまで歩いて来る間に天地は何度か聞こうと思ったのだった。

　最後の館とは何なのか。

　ここは何という世界なのか。

　何な故ぜ、自分の名を知っていたのか。

「なな、納なつ得とくのいく説明を……」の続きの部分である。

　歩いているうちにどうでも良くなってしまった。

　きりきりと緊きん張ちようしていたゼンマイが溶とけ切ってしまったような感じだ。

　天地は心地良さそうに湯ゆ気げの揺蕩たゆたう水の楽園を見渡した。

　白い大理石の円柱や彫ちよう刻こくなどがちょっと高級ホテルみたいな感じに見えるが、こんな広い風呂に一人っきりで入れば随ずい分ぶん疲れが取れるだろうことは間違いない。

　天地は女たちの方を振ふり返った。

　これだけ親切にしてもらったのだから、礼を言うのは当たり前だ。

「ありがとう、みんな……」

　天地が言いかけた時だった。

　女たちが笑いさざめいた。

　そして、濃紺のローブを脱ぬぎ捨すてた。

　薄うす羽ば蜉蝣かげろうのような、透すける生き地じの重なり合ったドレスを纏まとった肢し体たいが次々と露あらわになる。

　月の光の中で一いつ斉せいに蟬せみが羽う化かしたような、それはとても信じ難がたい風景だった。

「さあ、ご主人様」

　あちこちから手が伸びて、あっと言う間に天地の服を手品のように取り去ってしまった。

　足を抜いた記き憶おくもないのに一いつ体たいどうやって最後の一枚まで取り去ったのか、後になって考えても良く分からない。

「せーの」




　どっばぁぁぁぁぁん！




　水しぶきを上げて天地が落下したのと、突き落とした女たちが歓かん声せいを上げて飛び込んだのは殆ほとんど同時だった、と思う。

　天地の腕に白い腕が絡からみつき、頭の後ろは肉と呼ぶにはもったいないようなクッションで支えられ、両足はそれぞれ浮ふ力りよくとは別の力で支えられ、天地は仰あお向むけにされた亀かめのようにじたばたもがいた。

「ちょっと……」

「何ですの、ご主人様」

「どうなさったの」

　上じよう気きした頰ほおと唇がどっと寄せられる。

「離して……」

　声が掠かすれてしまった。

　女たちのドレスは白い肌にぴったり張り付いて臍へその窪くぼみまで手に取るように透すけて見える。

　どのくらい見えるかと言うと、その張り付いた布を剝はがして空気を入れるのに何センチ持ち上げたらいいか思わず実じつ践せんしてみたくなるほど見えるのだ。

　ことに恵めぐみ深いツインピークスがヴェールの下から濃こい薔ば薇ら色いろの頂いただきを暗示しているあたりは。

　天地は二つの頂を下って行った遥はるか麓ふもとのあたりのことを強しいて頭から追い出した。

　今だって充分気が遠くなりそうなのに、水源地まで探たん査さしようとすればきっと雷かみなりに打たれて死んでしまうに違いない。

　そうだ、天てん罰ばつだ。

　天地は日なたのチョコのごとく蕩とろけそうな頭で思った。

　これが天罰ならこのまま死んでもいい。

　祟たたりなら地じ獄ごくの底まで祟られてもいい。

　男として生まれて十六年、夢の中でいつも踏ふみ迷う道どう程ていを今、踏とう破はできるかもしれないんだ。

　そう思うと六人の女に囲まれながら、いや身み近ぢか過すぎた故ゆえに今まで徹てつ底てい的てきにスポイルされ、押さえ付けられてきた男の本能が刃やいばのように蘇よみがえってきた。

　そうとも、踏破してやる。

　してもいいじゃないか？




「何を考えていらっしゃるの？」

「私のこと？」

「私のこと？」

「あたしのこと？」

　答えようと開いた天地の唇を次々と女たちの唇がタッチ・アンド・ゴーで通り過ぎた。

　天地はもう物も言わなかった。

　代かわりに水を跳はね散らかしながら起き上がり、一番近くにいた女を捕つかまえた。

　つやつやした栗くり毛げ……何という名前か忘れてしまった……そうだ、プリムローズとか言った。

　プリムローズは白い喉のどをのけぞらせ、蜜みつのような喘あえぎを漏もらした。

「嬉うれしいわ……ご主人様、もっとあたしを感じて……」

　女の心臓に一番近い頂に触れた時はさすがに手が震ふるえた。

　うっとりするような感触に、すぐ指先と滑なめらかな肌とを隔へだてている儚はかない理性のような布が邪じや魔まになった。

　天地は薄いドレスに指をかけ、何をしようとしているのか考える間もないまま、一気に引き裂さいた。

　まるで引き裂かれる為ために存在していたかのようなドレスは役目を終えると水の中を漂ただよっていってしまった。

　女のまことの姿が月の光の下に現れた。

　煌こう々こうと滴したたる銀の光を浴あびて、女の肌は溶とけた水銀から立ち上がった塑そ像ぞうのように濡ぬれたまま、天地に向かって腕を差さし延のべていた。

　栗毛だったはずの髪までが黒々と濡ぬれたように輝かがやき、天地は一瞬目を疑った。




　プリムローズじゃない。

　月……いや、月の女神……？

「天地……」

　女の唇から吐と息いきのような声が漏れた。

　一瞬、官かん能のうの高たか波なみに押し流された彼方かなたから何かが立ち上がろうともがいているような気け配はいを覚えた。

　俺はこの女を知っている。

　知っていたはずだ。

　何な故ぜって俺は、あの時、魎りよう皇おう鬼きで……。




　サヨナラ、天地。




　まるで現実感のない、頭の別の領りよう域いきで警けい告こくするように瞬またたいているノイズ交まじりの微かすかな声。

　魎りよう呼こ？　何故魎呼のことなんか？




　その瞬間、天地はしなやかな腕に引き寄せられ、抱だき締しめられ、唇を塞ふさがれた。

　体温と殆ほとんど変わらぬ水が天地を引き込み、全身を包み込む。

　水の中で女の髪かみが光輪のように広がり、ゆらゆらと揺ゆれた。

　女の指が天地の脇わき腹ばらを滑すべり落ちた。

　立ち上がろうと必死でもがいていたものはひとたまりもなく高波にのみ込まれ、波の奥底に沈しずんで見えなくなった。

　天地はもう何も考えなかった。

　水の中でなぜ息ができるのか、今自分が抱だいている女は何者なのか。

　一いつ切さいが戦せん慄りつの中に、陶とう酔すいの中に消えていく。

　時間が凝ぎよう縮しゆくされ、一気に弾はじけ散った。




　お前はもう、わらわのものじゃ。




　紛まごう方なき歓かん喜きに満ち溢あふれた女の声が闇やみの中を貫つらぬいて響ひびき渡った。




　お前はわらわと共に永遠を生きるのじゃ。

　天地の耳には何も届かなかった。

　天地の体と魂たましいは自分の肉体を育はぐくんだ故郷から切り離され、夜の女王の胸に抱き締められたまま次元の壁かべを飛び越こえて連れ去られたのだった。

　この瞬間、天地は血の繫つながりのある馴な染じんだ宇宙のどこにも存在しなくなった。

　存在そのものが別の時じ空くうにジャンプしたのかもしれない。

　それは、次元を越えて全ての生まれ来る闇を統すべるもの、この時空では月つく読よみと呼ばれ、夜の女王と呼ばれ、また別の時空ではアルハと呼ばれ、オメガと呼ばれる、名なき者の全まつたき勝利であった。




「みゃああああん!!」

　天地の足あし跡あとを、正確には夜の宮殿からこぼれ落ちた微かすかなエネルギーの残ざん滓しを辿たどっていた魎皇鬼が狂ったような叫び声を上げた。




　キエタ……。

　リョウコ、テンチガキエタ！




　ブリッジで魎皇鬼の意識とリンクしながら後こう悔かいに身を引き裂さかれていた魎呼は、一瞬何が起きたのか分からなかった。

「何だって!?」

　アストラル・リンクではなく、思わず言葉で問い返す。




　テンチガキエタ！

　イナクナッタ！




　魎皇鬼は辛しん抱ぼう強く繰くり返した。

　魎呼の頭に天地が消えた、いなくなったという言葉、否いな感覚が水のように染しみ渡って来た。

「消えたってどういうこと？　まさか死んだってことじゃないだろうな!?」

　魎呼はクリスタルに向かって怒ど鳴なり、自分の言葉に心しん底そこぞっとした。

　まさか。

　まさかまさか……。

　神か我が人との時みたいに……。

　そこでやっと魎皇鬼の第一報を思い出した。

　天地は横取りされたのだった。

「誰だれに!?」

　魎呼は話の脈みやく絡らくを無む視しして怒ど鳴なった。




　ヨルノジョオウ。

　ッテ、イッテタ。

　ジョオウノキュウデンッテイウノハヘンナカンジダッタヨ。




「魎皇鬼！」

　魎呼はもどかしさで爆ばく発はつしそうになった。

「何者なんだ、そいつは？」

　その途と端たん、魎皇鬼が高速言語の早送りみたいな勢いでリンクしてきた。

　正しよう体たいは分からない、と魎皇鬼は言うのだった。

　夜の女王の船、つまり宮殿の内部は通常空間とは違う異次元のようになっており、本体はどこか別の次元にあるのではないか、と魎皇鬼は言った。

　船というのはこの銀河宇宙に突き出された触しよく手しゆのようなもので、もしかしたら別の次元にもそのような触手を無数に伸ばしており、女王はその本体を通って自由に行き来しているのだろうと言うのだ。

　女王自体は生物ではなく、一種の高エネルギー体、情報エネルギーの集合体で、情報のやり取りによってエネルギーを得ている存在なのではないか。

「それで」

　魎呼は眉まゆを寄よせた。

　魎皇鬼の推すい測そくは当たらずとも遠からずだろう。

　だが分かったことにはならない。

　恐らく、ずっと機会を狙ねらっていたのだ、と魎呼は思った。

　天地が孤こ立りつ無む援えんになる瞬間を。

「天地はどこなのさ？」




　ワカラナイ。




　それ以上でもそれ以下でもない返事が返ってきた。




　リョウオウキニハ、ドウスルコトモデキナイ。




「分かってるって！」

　魎呼は苛いら々いらして呟つぶやいた。

　自分のせいだ、と思う。

　天地を放ほうり出したりしなければ、攫さらわれることもなかったのだ。

　魎呼はぎりぎりと歯を食いしばった。

　あたしを怒らせたな。

　誰だか知らないが、天地を横取りした奴やつ。

　地じ獄ごくの果てまで追っかけてやる。

　それが生物であろうとなかろうと、女の姿をしているならばこの拳こぶしにかけて、横取りしたことを後こう悔かいさせてやる。

　魎呼の髪かみが怒りに逆さか立だった。

　まだだ。

　まずはそいつのいるところへ行かなければならない。

　魎呼は努つとめて怒りをコントロールしようと声を抑おさえた。

「シャトルの位置を確認しろ。鷲羽わしゆうに会いに行く」

　魎皇鬼は無む駄だなお喋しやべりはしなかった。

　魎呼の脳のう裏りにぱっと立体座ざ標ひようが立ち上がる。

「亜あ空くう間かん転てん移い」

「みゃん！」

　宇宙海かい賊ぞく時代のパワーを取り戻もどした魎皇鬼の船体が一瞬輝かがやき、そして消えた。




「ねえねえ、この方がいいんじゃないですか」

　古巣に戻ってきた美み星ほしがくつろいだ声で聞いた。

「うーん……イマイチねえ」

　腕組みして様子を見ていた清きよ音ねが首を振ふる。

「そんなことしてないでバッサリ切っちゃえばいいじゃないの！」

　ハサミを片手に襷たすき掛がけした阿あ重え霞かが怒ど鳴なった。

「いっそのこと坊ぼう主ずにするとか。サッパリしていいかもよ。そう思わない、ジョージ？」

「私の意見すべきことではないと思われます。何しろ私には髪の毛がありませんのでそういう苦労もないわけですから」

　鷲羽とフリーター・ロボット、ジョージの冷静な声が割わって入る。

「勝手なことを言うな！　俺はお前らのおもちゃじゃない。離せ！　いじるな！」

　凶きよう悪あく犯はん用の椅い子すに拘こう束そくされ、身動き取れない男の怒鳴り声がブリッジに響ひびいた。

　青せい蘭らんは見るも哀あわれな有あり様さまになっていた。

　砂色の髪はあちこちピンで留とめられ、美星の不ぶ器き用ようそうな手で片側だけ編あみ込みにされている。

「ちょっと、誰か、ここ押さえててくれますぅ？」

　編み込みの端はしを持ったまま、途と方ほうに暮れた美星がにやにやしている見けん物ぶつ人にんたちを見回した。

「この髪の毛、さらさらなんですもの。ほどけちゃったら編み直すのにまた三十分かかりますぅ」

　清音がこらえ切れずに吹き出した。

「そこにピンがいっぱいあるんだからそれで留めればいいじゃないの」

「分量があるからピンじゃ留まらないんですもの」

　美星は既すでにうるうるしてきた目で抗こう議ぎした。

「こっちの編み込みとこっちの編み込みをまとめて、リボンかなんかで後ろを結んじゃえばもううるさくないでしょ？　ひとがせっかく一いつ生しよう懸けん命めいやってるのにぃ」

「だから切っちゃえばいいって最初っから言ってるでしょ！　男の方はなんてったってスポーツ刈がりが一番です！」

　阿重霞がシオマネキのごとくハサミをシャキシャキ鳴らした。

　誰のことを念ねん頭とうに置いているのか、言わなくても充分に察さつしがつく。

　事の起こりは例のごとく阿重霞の癇かん癪しやくからだった。

　青蘭が一言言うたびに髪を搔かき上げるのを見ているうちに、話の中身が全然頭に入らなくなってしまったのだった。

　雪ゆき之の丞じようの記録を再現すると、こんな感じである。

「いい船だ。普通の官かん給きゆう品ひんじゃないな」

　（ばさり。さらさら）

「美星さんの専用の船だそうですわ」

「君も自分の船を持っているんだろ。樹じゆ雷らい皇おう家けの無む敵てき艦かん隊たいは有名だからな」

　（ばさり）

「わたくしの船は地球にありますわ。今修しゆう復ふく中なのです」

　（うっとうしい髪の毛ねえ）

「だが魎皇鬼には敵かなうまい。あれは小回りが利きいてなおかつパワーのある、本物の海賊船だった」

　（ばさり。さらさら）

「わたくしの船は完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよ力を持っておりますわ！　一体何が言いたいんですの？」

「なんでそうすぐ怒るんだ？」

　（ばさっ）

「別に君の悪口を言ってるわけじゃない。君が天地のことを考えるように、俺は魎呼のことを考えてただけさ。宇宙最強の女海賊だったあいつがなぜ、君みたいなお姫様の相手をしてるのかってな」

　（ここで青蘭はまた髪を搔き上げたが、手を離した途端、元どおりになってしまった）

「魎呼なんか！　魎呼の話なんかどうでもいいですわ！　あんな下品な女の話は止やめてください！」

「君は完全無む欠けつなのか？　結構なことだな。何でも好きなようにやるがいいさ。（ばさっ）だが魎呼の悪口は止めてもらおう。君が皇おう子じを愛してるように、俺は魎呼を愛してるんだ」

「あなたって（阿重霞は立ち上がった）二言目にはそれなのね！　下品だから下品って言ったのよ。ちょっと、髪の毛搔き上げるの止めてくださらない？」

「髪の毛？　一体何の話だ？」

　（青蘭は手を止めた）

「見てるだけでイライラするわ！　あなたって髪の毛だけじゃなくて性格までうっとうしいのね！」

「この髪は俺のトレードマークなんだ。変えたら魎呼が泣くじゃないか。言い掛がかりつけるのは止めてくれ！」

「言い掛かりじゃありません！　ちょっと、誰だれかハサミ持ってないの？」

　（この様子を見て美星が飛んで来た）

「阿重霞さん、違うの。私が悪いんですぅ。私が何とかしますから」

「こんなの、切っちゃえばいいのよ！」

「まあまあ、二人とも離れて離れて」

　（これは清音である）

「うるさいわねえ。魎呼がいなくなったと思ったら、あんたたちなの？」

　（鷲羽がとうとう首を突っ込んだ）

「いいからここに座ってなさいってば。あら？」

　（拘こう束そく機き能のうのスイッチが入った。故こ意いかどうかは不明である）

「まあ、清音さん、ありがとう」

　（阿重霞がハサミを探さがしてきた）

「何なんだ!?　離せ！　人権蹂じゆう躙りんだ！」

　雪之丞が呆あきれて引っ込んでしまったため、記録はここで途と切ぎれている。

「分かった、俺の負けだ！」

　青蘭は首を振って美星の手を振り払った。

「そんなに俺の髪が気に食わないんなら、俺がどうにかする。この椅い子すから解放してくれ」

「え？　ああー、あともうちょっとだったのにぃ」

　美星が恨うらめしそうに解けかかった編み込みを見下ろした。

　その時である。




　どぉぉぉぉん!!




　衝しよう撃げき波はがシャトル全体を揺ゆらした。

「至し近きん距離に高出しゆつ力りよく物体がワープアウト、防ぼう御ぎよシールドが一部破は損そんしたでござる！」

　雪之丞が喚わめいた。

　清音が一瞬にして、一級刑事の顔に戻もどる。

「何？　海賊船!?」

　ぱっとスクリーンが回復した。

「あ!?」

「魎皇鬼!?」

　次の瞬間、良く知った人ひと影かげがブリッジに現れた。

「魎呼!?」

「魎呼さん!?」

「よお。しばらくだったな」

　険けわしい表情の魎呼は鷲羽の顔を探してブリッジをぐるりと見渡した。

　そして。

「青蘭!?　おめー何やってんだ!?」

「…………」

　その場が凍こおりつくという表現は、正にこのような状況の為ために遥はるかか昔、発明されたのである。

「ぶはははははっ」
















　発ほつ作さとしか言いようのない笑いが魎呼を襲おそった。

「何なんだ、その髪。おめー、いつからそんな趣味になったんだよ？」

　青蘭は笑いの発作にのたうちまわっている魎呼を虚うつろな目で見下ろした。

「……あいつ、よくこんな地獄に耐たえてたな」

　青蘭は天地の顔を思い起こし、憮ぶ然ぜんとして呟つぶやいた。

「思ったより奥の深い奴やつなのかもしれん」

　その言葉に心から同情したのは、この間からさっぱり出番のない阿あ座ざ化かと火か美み猛だけであった。








第十三章　お前ら、いつかまとめて……









「お前ら、いつかまとめてブラックホールに放り込んでやるからな」

　凶きよう悪あく犯はん用の拘こう束そく機き能のうつき椅い子すから解放された青せい蘭らんは、同じくやっと解放された髪かみを搔かき上げながら呟つぶやいた。

「いやー、惜おしいことをした。おめー、阿あ重え霞かにイジメ殺されるところだったんだってな」

「魎りよう呼こ！　何てこと言うんだ!?」

　青蘭は傷ついたような表情で魎呼を見下ろしたが、その顔がふうっと緩ゆるんで笑顔になった。

「でも、いいんだ。お前は俺おれのところに帰って来てくれたんだからな。必ず帰ってくると信じていたよ」

　青蘭は魎呼に腕を回し、しっかりと抱き締しめた。

　目を伏せたその顔は、阿重霞が見たこともないほど優やさしかった。

「ちょっと」

　魎呼は邪じや険けんに言いかけたが、途中で言葉を飲み込んだ。

　力が抜けてしまったのだ。

　青蘭の腕の中にいると、サメの歯みたいな三角波を立てて心を波立たせていた不安がすうっと凪ないでいくのだった。

　目を閉じたら猫のようにくつろいでしまいそうだ。

　魎呼は目を見開いたまま……といっても実際は五秒程だ……青蘭の腕の中でじっとしていた。

　それから、身を捩よじって青蘭の腕を振ふりほどいた。

「おめーはどうしようもないアホーだな。あたしがおめーの為に天地を放って帰ってくると思ってんのか」

　その口調はいつもの魎呼ほど元気がなかった。

「ほら、これ」

　魎呼はポケットに手を突っ込んでよれよれのゾーキンみたいになった白いハンカチを取り出し、青蘭が元通り額のところで結ぶのをじっと眺ながめていた。

「赤いバンダナの方が似合ってたな。白いとケガ人か死んだばっかりの亡もう者じやみたいだ」

「構わないさ」

　青蘭は愛いとしそうに結んだハンカチの位置を直した。

「お前がくれるんだったらこれがゾーキンでもホータイでも嬉うれしいよ」

「あたしは鷲羽わしゆうに会いに来たのさ」

　魎呼はプイとそっぽを向き、何となく気け圧おされて黙だまっている阿重霞には目もくれずにブリッジを横切って鷲羽の前に立った。

　鷲羽はいつものように腕組みしたまま、魎呼の言葉を待っていた。

　魎呼は不意に居い心ごこ地ちの悪い思いに駆られた。

　人にモノを頼たのんだことなどなかったのだ。

　頼むかわりに拳こぶしがあったし、実際それで殆ほとんどの用が足りていたのだから。

　鷲羽はせかすようでもなくゆったりと魎呼を見つめていた。

　魎呼の中でイライラが弾はじけそうになるのを黙って見ていた。

　とうとう魎呼が目を逸そらした。

「鷲羽……」

「はっきりお言い」

　魎呼はびくっとして思わず首を竦すくめた。

　と、そんな反応を起こした自分が急に腹立たしくなった。

「捜さがしたいんだ」

　魎呼はぶっきらぼうに言った。

　阿重霞が聞き耳を立てている気け配はいを感じる。

　背中がちくちくする。

　鷲羽は辛しん抱ぼう強く聞き返した。

「誰だれを」

「天地だよ」

　阿重霞がはっと息を吞のむ気配がした。

「どうして捜しに行くの？」

　魎呼は今度こそ血が上るのを感じた。

「何だって!?」

　いつもの癖くせでつい手が出、鷲羽の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

　鷲羽は腕組みを崩くずしもしなかった。

「天地殿は自分の意志で行ったのかも知れない。魎呼、あんたはそう思ったことはないの？」

「まさか！」

　と、魎呼は遅ればせながらある事実に思い当たった。

「鷲羽、てめー知ってたんだな!?」

「どうして私が知ってるのよ？」

　鷲羽は至し極ごく淡々と聞き返した。

「天地殿を放り出してきたのは、あんたでしょ？　私にどうしろって言うの？」

「だから、あたしは魎皇鬼を呼んで……」

「荷物みたいに天地殿を送り返そうっていうわけね。で、その荷物が行方不明になったと。私は別に驚おどろかないわよ。荷物が自分の足で歩いて行ったとしても。もしかしたら、別の次元に紛まぎれ込んじゃったかもね」

　魎呼は手を離し、二の句も告げずに鷲羽の怜れい悧りな瞳ひとみを見返した。

「後悔してるね、魎呼」

　鷲羽はふっと表情を緩めた。

「天地殿を拉ら致ちして、お前が何を言ったか察さつしがつくよ。で、私にどうして欲しいの？」

　魎呼が息を詰つまらせたような顔をしているので、鷲羽は重ねてこう言わなければならなかった。

「私はお前のママなんだよ。素直にお言い。娘の話ぐらい聞いてやらないでもないよ」

　後ろで息を詰つめて聞いていた阿重霞は、ついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れてしまった。

「一体どうしたの？　何なのよ!?　天地様に何があったの!?」

　阿重霞は鷲羽の推理など殆ほとんど聞いていなかったが、恐るべき女の直感で叫んだ。

「天地様が攫さらわれたのね!?」

　鷲羽は溜ため息をついて阿重霞の方を見た。

「阿重霞殿。そうだとは言ってないんだよ。あんたたちはホントにクローニングだね。天地殿が攫われたのか出て行ったのかは天地殿しか知らないのよ。そしてもし、天地殿の意志なら、誰にも止める権利なんてないんだよ」

「そんなことあり得ませんわ！」

　阿重霞はヒステリックに叫んだ。

「天地様がわたくしを置いて行くはずがありません！　大体、ホントなら今頃樹じゆ雷らい星に着いているはずですわ。わたくしの龍りゆう皇おうの為に、命の水を取りに行って下さったんですもの、天地様はお約束を途中で放り出す方じゃありません！」

「ただのお使いさ」

　鷲羽は指し摘てきした。

「そもそもの経緯いきさつを思い出してごらん。一人っきりで外に出た子どもは寄より道したくなったのかも知れない。何か珍しいものを見つけたのかも知れない。それとも人さらいに攫われたとか」

「人さらい!?」

「誘ゆう拐かい!?」

　美み星ほしと清きよ音ねが殆ど同時に叫んだ。

「まあ大変、まあどうしましょう？」

「いくらギャラクシーポリスでも次元を飛ぶような力を持った誘拐犯なんて、お手上げだわ」

「鷲羽さん、一体どうすればいいの!?」

　美星と清音が阿重霞のガーディアンのようにハモッたので、鷲羽は溜め息をついた。

「あのねー、どうして何でもかんでも私に聞くの？　もしかして、天地殿の居場所を教えて欲しいとか？」

「うんうん」

　美星が熱心に頷うなずいた。

「探知機を作って欲しいとか」

「ええ！」

　清音が身を乗り出した。

「このシャトルを改造して欲しいとか」

「ううー」

　美星はちょっとためらった。

「次元をジャンプして天地殿を捜さがして行って欲しいとか」

「そう、それですわ！」

　阿重霞が眉まゆの縦たてジワを解といてにっこりした。

「わたくしの言いたかったのは、正まさにそれですの！」

「この宇宙を畳たたんでポケットにしまうとか」

　鷲羽がお構いなしに続けたので阿重霞の額ひたいにまた縦ジワが寄った。

「あんたたち、私が何でもできると思ってない？　シャトルだろうが天地殿だろうが、みーんな鷲羽ちゃんのポケットに入ってるって」

　青蘭とジョージを除く全員が熱心に頷いたので、鷲羽はこの日二度目の溜め息をついた。

「まあ、そう思っても無理はないんだけどね。何てったって、私は宇宙一の天才なんだから」

　鷲羽は観客を前にした手品師のように愛想のいい笑みを浮かべた。

「残念ながら、私は宇宙一の科学者でもあるのよ。この宇宙の微妙なバランスを崩くずしてまで天地殿を探すつもりもないし、連れ戻もどす気もないわ」

「ええ──っ」

　観客は口々にどよめいた。

「鷲羽さん、それって何にもできないってことなんですか？」

　美星が早くも目を潤うるませた。

「どうしてですの!?　いつもは宇宙の都つ合ごうなんかお構いなしに怪あやしげなメカを造ってるじゃないの!?」

　柳りゆう眉びを逆立てた阿重霞が詰め寄る。

「そうじゃないのよ、阿重霞殿。私はね、例たとえ天地殿が出っくわしたのが人さらいだろうが絶ぜつ世せいの美女だろうが異次元の怪かい物ぶつだろうが、邪じや魔まをする気はないの」

　鷲羽は断だん固ことして言い返した。

「天地殿は自分で問題を切り抜けなきゃいけないわ。あの子はそれを選んだの。どれだけの力を持っているのか、私にも分からないけど、でも私たちが寄ってたかって面めん倒どうを見るべきじゃないのよ」

　一瞬、阿重霞は言い返すべき言葉を見失ってしまい、助けを求めて辺りを見回した。

　辛しん抱ぼう強く控ひかえているガーディアンたちの姿が目に入った。

「いいえ、許しません！」

　自分でもびっくりするような大声で阿重霞は怒ど鳴なった。

「天地様は我が樹雷皇家の正統なる後こう継けい者しやです。危険があると分かっていて見過ごすことはまかりなりません！」

「じゃあ、どうぞ」

　鷲羽は意地悪く切り返した。

「樹雷皇家の無む敵てき艦かん隊たいを派は遣けんなさいな」

「鷲羽さん!!」

　怒りの余り涙が滲にじんだ。

　いくら怒ど鳴なろうと、鷲羽の力を借りなければどうすることもできないのだ。

　阿重霞は肩を震ふるわせ、プライドだけでかろうじて踏みとどまった。

「それだけおっしゃるのなら、責任を取って戴いただけるんでしょうね!?　天地様にもし何かあったら、樹雷皇家は総力をもってあなたの無責任な言動を追及致しますことよ」

「止やめるんだ、姫君！」

　青蘭の声が割って入った。

「あいつは自分の面倒も見れないような男なのか？　皇子には光の剣があるじゃないか。君は皇子を信じていないのか？　そんなみっともないことを言うのは止よせ」

　阿重霞はきっと振り向いた。

「黙っててよ！　だいたいあなたは天地様のことなどどうでもいいんじゃなかったの？」

「そうさ」

　青蘭は肩を竦すくめた。

「皇子がどこへ行こうと、何をしようと俺には関係ない。邪魔者がいなくなって万々歳なんだが、どうやら俺は徹底的に愛の女神に嫌われているらしいな。なぜ戻って来た、魎呼？」

　青蘭の声が苦々しげになった。

「お前と皇子の間で何があったか俺は知らない。聞く気もない。多分、辛つらい思いをしたんだろう。お前の顔を見れば分かるさ、もう、追っかけるのは止せ。あの少年が本当に次元を超えるような力を持っているなら、帰ってくることもできるはずだ。そうだろう、鷲羽さん？」

「そうよ」

　鷲羽が頷うなずいた。

「事実だけ聞こう。皇子がこの次元にはいないというのは？」

「魎皇鬼が探知できないと言うのなら、そういうことになるわ」

「何な故ぜだ？」

「説明すると長くなるわよ」

　鷲羽は言ったが、青蘭の顔を見て付け加えた。

「あんたは魎呼とご縁えんがあったんだっけね。魎皇鬼はただの海賊船じゃないのよ。魎皇鬼と魎呼は互いに補足しあっているひとつの有機体なの。アストラル・リンクは高次元のコミュニケーション手段で、通常空間より一段上の次元を使用していると思ってもらっていいわ。だから時空間の因いん果が律りつに縛しばられることなく目標を探知することが可能なの。でもそれはこの宇宙の時間律の中でのこと。だから、探知できないってことは、別の宇宙か別の時間律の中にいるわけよね」

「分かりません！」

　阿重霞が叫んだ。

「何を言ってるの？　天地様はどこにもいなくなっちゃったってことなの？　一体どこにそんなことのできる人がいるっていうのよ!?」

「夜の女王……」

　魎呼が呟つぶやいた。

「え？」

　阿重霞が聞き返した。

「夜の女王さ」

　青蘭が振り向いた。

「ヨルノジョオウ??」

　美星と清音が顔を見合わせた。

「青蘭、お前は知ってるはずだ。そいつは何者なんだ？　どこにいるんだ？」

「魎呼!?」

　青蘭は魎呼に詰め寄られたまま、苦しげに言葉を切った。

「俺に聞くのか？　確かに俺は会ったさ、この世のものとも思われない不思議な女に。皇子の乗った魎皇鬼を追って辿たどり着いたのがその女の船だったんだ。何者なのか俺には分からない。例え知ってたとしても言いたくない」

「どんな女だ？」

　魎呼の目が金色に切れ上がった。

「あたしはそいつに会いに行く。そいつがどこにいようと天地を取り戻す」

「魎呼さん!?」

　阿重霞はようやく自分が蚊か帳やの外に置かれていたことに気づいた。

「どういうことなのよ!?　知ってたんじゃないの。天地様はその、夜の女王とかいう女に攫さらわれたのね？　鷲羽さんも知ってたんでしょ？　あなたも！」

　阿重霞は青蘭に向かって指を突きつけた。

「ひどいわ……みんなでわたくしから天地様を取り上げようというのね。何にも知らないまま待ちぼうけを食えばいいと思ってるのね。その間に横取りするつもりなんだわ。天地様はわたくしの……樹雷皇家の正統なる婚約者ですのに！」

「おめーは樹雷皇家の看かん板ばんしょわなきゃモノが言えないのかよ!?」

　阿重霞の目から涙がこぼれ落ちたのを見、魎呼は無む性しように腹が立ってぶん殴なぐりたくなった。

「あたしはな、あたしなんかな、天地にハッキリ振ふられたんだぜ！　あたしはもう諦あきらめようと思ったんだ。もう止そう、天地をじっちゃんと父さんのところに返してやろうって。魎皇鬼を呼んで返してやるつもりだった。そしたら知らねえ女が攫っていきやがったんだ」

　魎呼は阿重霞がその女であるかのように拳こぶしを突きつけた。

「許せねえんだよ。天地のそばに別の女がいるなんて。もし、天地がついて行ったんなら、きっと騙だまされてるんだ。あたしは戦うぜ、阿重霞。おめーを巻き込もうなんて思っちゃいなかったから言わなかっただけさ」

「ウソつき！」

　阿重霞が泣きながら怒鳴り返した。

「あなたには青蘭という人がいるじゃないの！　このうえ天地様まで独ひとり占じめしようなんて虫が良すぎるわよ。わたくしの天地様を返して！　返しなさいよ！」

「うるせえな！　何にもできないくせに喚わめきやがって。一回でもいいからてめーの力で何かやってみろよ！　そんなに樹雷皇家が自じ慢まんなら、樹雷の力で天地を探してみろ！」

「できるものならとっくにやってるわよ！」

　余りの勢いに魎呼は一瞬怯ひるんだ。

「わたくしがどんなにあなたをうらやましいと思っていたか、どんなにあなたみたいな力があればと思っていたか、あなたは知らないでしょ？　あなたが平気で天地様に抱きついたり覗のぞいたりしてるのを見るたびに、わたくしは身の細る思いで自分を責めましたわ。天地様は魎呼の方がお好きなのかしら、わたくしがもっと大胆なら天地様はお喜びになるかしらって。でもできないんですわ。身も心も清くありたいと思うことしかわたくしにはできないんですの。そうすればいつかきっと、天地様は振り向いて下さる、わたくしに気づいて下さる。愛の奇跡が訪れるって……」




　リィィィィン……。




　阿重霞の左腕に嵌はまっていたタリスマンが共鳴した。

　鈴のような、何かの信号のようなその音は大きくなり、小さくなり、途切れることなく鳴り続ける。

　青蘭は愛の女神だか運命の女神だかが嘲う声を聞いたような気がした。

　そうだ……女神は残酷なゲームをしている。

　誰が勝ち残るかわからない、ロシアン・ルーレットのような愛と死のゲームを──。

　阿重霞ははっとタリスマンを見た。

　そうだわ。このことを忘れていた……。

　司祭がこれを阿重霞にくれた時の言葉がその表情と共に鮮あざやかに蘇よみがえった。




　それは、愛の奇跡を呼び起こすタリスマンじゃ。けっして一人で使ってはならない。




　阿重霞の表情が変わった。

　涙の跡の残る頰ほおに微ほほ笑えみが浮かび、目は魎呼を通り越して行方ゆくえも分からぬ天地の面おも影かげを見ていた。

「今、参りますわ」

　阿重霞は小さく呟つぶやいた。

　ようやく、気づいたように魎呼に視線を戻す。

「阿重霞殿、使っちゃいけない！　それはこの宇宙のものじゃない！」

　鷲羽は異変を感じた。

　阿重霞の周囲は切り取られたように揺ゆらぎ、阿重霞ごと消え去ろうとしているかのようだった。

「阿重霞!?」

「阿重霞様、いけません!!」

　ガーディアンと魎呼が同時に叫び、突進しようとした。

「さようなら、魎呼。わたくしは天地様のもとに参ります。タリスマン、わたくしを天地様のところへ連れてって！」

　ガーディアンは異空間に弾はじき返され、機能停止に陥おちいってしまった。

　その瞬間、阿重霞の姿が消えた。

　タリスマン……リングの形をしたマーカーはブリッジの床に落ち、しばらくからからと回っていた。

「誰がこれを阿重霞殿に渡したの？」

「鷲羽さん!?」

　鷲羽が事もなげにタリスマンを拾い上げたので、美星は目を丸くした。

「清音殿、知ってる？」

　清音は呆ぼう然ぜんとして首を振った。

　今目の前で起きたことが信じられないのだった。

「美星……は知らないわね」

　美星がぶんぶん首を振っているのを見、鷲羽は青蘭に視線を移した。

「あなたが知らなければ誰も知らないわ」

「このシャトルに移る前に、光こう輪りん教きようの司祭が彼女に何か話していたのは知っている」

　青蘭はのろのろと答えた。

　ゲームはもう始まってしまったのだ。最後までつきあうしかない。

「足を止めて聞こうとは思わなかったから、その時渡されたとしても、見てないぜ」

　鷲羽は溜め息をついた。

　この日三回目の溜め息だった。

「呪のろわれてるわね、私たち」

　清音が呆あきれたような顔を見、鷲羽は言い直した。

「科学者が呪われてるなんて言っちゃおかしい？　正確には正体不明の情報に干かん渉しようされてると言うべきかしらね。だけど、清音殿、今の見たでしょ？　ちょっとばかり言葉では説明しがたいことが起こってるのよ。残念ながら、阿重霞殿は自ら進んで巻き込まれちゃったわ」

「それ、どういうことなの？」

「阿重霞さん、どこ行っちゃったんですか？」

　美星と清音が同時に聞いた。

「あんたたち、バイリンガルなの？」

　鷲羽は例のごとく気き短みじかに言い返したが、質問にはちゃんと答えてくれた。

「キヨちゃん、一言で説明するほど事態は単純じゃないんだけど、要するにこれは、別の力ある存在が干渉したために起きたことなの。ミホちゃん、それは情報の伝わり方に拠よるわねえ。あのタリスマンは情報をピックアップするマーカーのようなものだと思うんだけど、多分、作った人に都合のいいフィルターがかかっているはずよ。情報が欠落したり過か剰じようになっちゃったりする危険があるわ。分かる？」

「キヨちゃんて何なのよ！」

「ええー、私、ミホちゃんなんですかぁ？」

「情報の欠落、いや短たん絡らくの見本みたいだわ」

　鷲羽は独ひとり言を言った。

「鷲羽さん、どうしてそんなに何でも知ってるんですか？」

「マジシャンが種明かししたら、魔法が解けちゃうでしょ。それは私の魔法なの。残念だけど、教えてあげられない」

「ううー」

　美星は頭を抱かかえた。

「私、バカなのかしら。鷲羽さんの言ってること、ちっとも分からないわ」

「アンタにとっちゃ、鷲羽さんでなくても同じでしょうが」

「そんなことないわ！　清音の言ってることはすごく良く分かるもん。私のこと、バカにしてるでしょ？」

「ピンポーン！……って、もしかしてアタシもアンタと同じ程度ってこと？」

「大当たりぃ。お寒い現実ねえ」

「よくこんな時に漫才やってられるな」

　青蘭が呆あきれたように二人を見比べた。

「そういえば、魎呼は？　おい、魎呼!?」

「魎皇鬼の方に行ってるわよ。そんな、心臓が止まりそうな顔しなくても大丈夫。どうせすぐ戻もどってくるわ」

　鷲羽はタリスマンを改めた。

　表面に消えかかった古代文字が読み取れた。




　愛ハ闇やみヲ照ラス光ナリ。

　闇、即すなわチ不滅ノ真理ナリ。

　闇ヨリ生マレ出いデシ光ヨ、

　ココニ出会イ、ソシテ一ツニナル。




　光輪教の文句とは違う、まるで呪じゆ詛そのような和わ合ごうの呪文だった。

「さて、どうしたもんかしらねえ」

　鷲羽は呟いた。

「取り敢あえず、これは私が預かっとくわ。魎呼が帰ってきたら教えてちょうだい」

　鷲羽はそれだけ言うとさっさとブリッジを出て行った。

　止める間もなかった。

　美星と清音は思わず顔を見合わせ、同じく置き去りにされた青蘭の方を向いた。

「どうする、清音」

「どうするって……」

　青蘭は思わず首を振った。

「俺に聞くのは止めてくれ！」

　三人とも一緒に溜め息をつく。

「阿重霞さん、どこ行ったのかしら」

　全然疑問の解消していない美星が呟つぶやいた。

「天地さんのところでしょ」

　考える気力も無くした清音が答える。

「天地さんって、どこにいるの？」

「ヨルノジョオウのところよ」

「ヨルノジョオウって、どういう人なの？」

「モーツァルトのオペラに出てくる、怒り狂ったコロラトゥーラ・ソプラノの女のことよ」

　美星は目を瞬しばたたいた。

「どうしてそれが天地さんを誘ゆう惑わくしなきゃならないのよ？」

「誘惑？　誘ゆう拐かいの間違いでしょ？」

「あ、そうだったわ。でも誘惑の方がありそうだと思わない？」

　美星の直感はこうして時々真実を言い当てるのである。

「うん。じゃ、誘惑して誘拐したとして、目的は？」

「女が男を誘拐するっていうのは、柾まさ木き家の場合、目的はひとつしかないわ」

　ミホキヨはパチンと手を合わせた。

「モノにする！」

「おいおい……」

　青蘭は呆あきれて思わず口を挟はさんだ。

「お前たち、本当に刑事なのか？」

「この子については時々疑いたくなるけど、アタシに関しては間違いなくそうよ」

　清音は胸を張った。

「ちょっと、海かい賊ぞくのお兄さん。事情聴ちよう取しゆに協力してもらおうかしら」

　その時、典てん雅がなオーケストラの音が流れてきた。

「あ、これこれ。これが例のオペラよ。ありがとう、雪ゆき之の丞じよう」

「どういたしまして。やっと主が帰き還かんして、することなくて、ヒマで退屈で何とも幸せでござる」

　清音は雪之丞の皮肉を黙もく殺さつし、例の拘こう束そく椅い子すを指さした。

「もうスイッチ入れないから、安心してお座りなさいな」

　青蘭は溜め息をつき、渋々腰掛けた。

「さてと。どこから行こうかしら」

「はーい、ちょっといいですか」

　美星が一年生のように手を上げた。

「私、オナカが空すきましたぁ」

「だぁぁぁぁ！」

　清音はコンソールに突っ伏した。

「アンタって子は!!」

「だって、砂さ沙さ美みちゃんがいないから、一日中レトルトばっかりなんですもの」

「もしもし、私で良ければ何かお作りしましょうか？」

　いきなり壁かべ際ぎわから男の声がし、二人の刑事は飛び上がった。

「ジョージ……さん!!」

「あー、びっくりした。そこにいたの？」

「驚おどろかしてしまったようで申し訳ありません。私が以前仕つかえていた主人は、従者は普ふ段だん、壁のゴルフクラブの如ごとくあるべしとおっしゃっていましたから」

　ジョージは礼儀正しく一礼した。

「つまり、でしゃばらず、必要な時はいつでも手にとって、泥棒をぶん殴なぐることができるように、という意味なのです」

「はあ……」

「では三十分ほどお時間を戴いただきます」

　ジョージはブリッジを出て行った。

「……で、どこまで行ったっけ？」

　気を取り直した清音が青蘭に向き直った。

「まだ何にもしてないぜ」

「……そ、そうだったわね。まず、ヨルノジョオウの外見なんだけど」

「髪は黒のロング、顔立ちは細ほそ面おもてで色白、神秘的なルビー・レッドの瞳ひとみ。身長は俺と同じぐらいでスリーサイズは上から90、59、89」

　青蘭は諦めた。

　刑事には刑事の攻略法がある。

「ふんふん」

　清音は頷うなずきながら立体モンタージュ・システムにデータを入力していった。

　空間に五分の一スケールの立体画像が立ち上がった。

「ドレスは胸のところが深いハート・カットになっていて……ちょっと替わってくれ」

　青蘭と清音は席を交替し、立体画像はどんどん修正されていった。

「こんな感じだ。等身大にすると……」

　神秘的な瞳ひとみを陰らせた夜の女王が空間に誕たん生じようした。

　青蘭のモンタージュはなかなか芸術的で、しかも正確だった。

「これは凄すごいわ……」

「天地さんが落ちても無理ないですよねー」

　二人の女刑事は感かん嘆たんして呟いた。

「しかし、良くここまで見てたもんだわ」

　二人の女は同時に頷うなずいた。

「男って、イヤらしいわねえ！」

「何だよ!?」

　謂いわれのない非難を浴びて、青蘭は思わず身を引いた。

　その時、三段重ねの箱はこ膳ぜんと吸い物椀わんを持ったジョージが入って来た。

「お口に合うとよろしいのですが」

　ジョージは手慣れた様子で膳を配くばり、一歩下がった。

「懐かい石せき弁当だわ！」

　清音のたまげた声が絶好調のオペラを圧して響ひびいた。

「美お味いしそう……」

　感動のあまり震ふるえる指で美星は箸はしを取った。

「美味しいわ!!」

「ありがとうございます」

　ジョージは控ひかえめな微ほほ笑えみを浮かべ、一礼するとブリッジを出て行った。

　それからしばらくの間、モーツァルトと極上の料理が醸かもし出す、至福の沈ちん黙もくが訪れた。

　懐石料理を生まれて初めて食べるはずの青蘭でさえ、箸と悪戦苦闘しながらも何も言わなかった。

「ああ、このお料理を砂沙美ちゃんに食べさせてあげたいわ！」

　美星がうっとりと呟つぶやいた。

「今この瞬間に、お姉ちゃんただいまー、なんて奇跡は起こらないかしら？」




　リィィィィン……。




　阿重霞が消えた時と同じ音がした。

　と、美星の腕に鷲羽が持って行ったはずのタリスマンが現れた。

「まあ……！　まさか私にこれを使えって言うの!?」

　あいにく口の中にゴハンが入っていた清音が手を伸ばした時は既すでに遅おそかった。

「砂沙美ちゃん、帰っておいでー！」

　その途端、ふっとタリスマンが消え、ブリッジの中央に白いものを抱いた小さな姿が現れた。

「砂沙美ちゃん!?」

「あれ!?　美星お姉ちゃん??」

　清音は箸はしを取り落とし、青蘭は面取りしたカボチャを突き刺したままポーズがかかってしまった。

「どうして砂沙美、ここにいるの？」

「キ・セ・キが起こったわ！」

　美星は飛び上がって砂沙美を抱き締めた。

「砂沙美ちゃん、お帰りぃ。美味しいゴハンがあるわよー」

「ちょっと！　今タリスマンが一瞬消えたんだけど!?」

　血相変えた鷲羽が箸を持ったままブリッジに飛び込んできて、卒そつ倒とうしそうになった。

「砂沙美ちゃん!?」

「あ、鷲羽ちゃん！」

「お帰りなさい、砂沙美姫」

　後片付けをしていたらしいジョージがエプロンで手を拭ふきふき入って来た。

「ジョージ！」

　砂沙美はマグを抱えたままジョージに駆かけ寄った。

「ほら、見つかったよ、ペンダント」

　砂沙美はポケットから素そ粒りゆう子しモデルをかたどったペンダントを取り出した。

「良かったですね。心配していましたよ」

　ジョージはマグごと砂沙美を抱き上げ、世は全すベて事もなしというように微笑んだ。








第十四章　「目め覚ざめよ、光の皇おう子じ」









「目覚めよ、光の皇子」

　耳の奥をくすぐるような、柔やわらかな声がした。

　天てん地ちはそっと目を開き、瞬間的に閉じてしまった。

　見えない。

　何も見えないのだ。

　針の先程の光もない、真の闇やみがそこにはあった。

　自分の手すら見えない。

　ただ誰だれかが自分の身体からだを抱き抱かかえている、その柔らかな温ぬくもりだけが天地の背や腕に感じられた。

「誰だ……!?」

　この感かん触しよくは知っている……天地は急激に流れ込んできた夜の宮殿、そして最後の館での記き憶おくの鮮あざやかさと、盲めしいたような闇とのギャップを怪あやしみつつ、問いかけた。

「どうして何にも見えないんだ？　ここはどこなんだ？」

「お前はまだ生まれていないのよ」

　声はからかうように答えた。

「お前の名を言ってごらん。わたしの名を言ってごらん。さあ……」

「俺おれの名前……」

　天地は困こん惑わくした。

　マサキテンチ、と言おうと思ったのだった。

　舌の上で急に言葉が引っ掛かかってしまったかのように、柾まさ木き天地という名は天地の中で小さくなり、そして見えなくなってしまった。

「オレ……」

「いつから俺なんて言い始めたの、名無しの子？」

　声は更さらに問いかけた。

「……」

　すっと世界が明るくなった。

　と、同時に肌を刺すような寒さが天地を襲った。

　雪が降っている。
















　幼い自分の頭の上に、首筋に、冷たく灰色の墓石の上に、投げ出された手の上に……。




　イタイ……!!




　天地はぎゅっと小さな手を握にぎり締しめた。

　あかぎれの出来た小さな手からは血が滲にじみ出ている。

　何度も何度も墓石を叩たたいたのだ。

　どうしても許せなくて、分かっているはずなのに信じられなくて、あの重い、冷たいものを叩き壊こわすことが出来ればきっと、全すべて元どおりになる……そう思っているうちにここまで来てしまったのだった。




　母サン！




　声は詰まって掠かすれた、小さな声になってしまった。




　ダメダ、コレジャ母サンニ聞コエナイジャナイカ！




　途と端たんに心臓がチクリと痛んだ。

　ぼくはもう小さい子じゃないんだ。

　もう５さいなんだから、男なんだから、しっかりしなきゃダメなんだ。

　じっちゃんだって、父さんだってそう言ってたじゃないか。

　ぼく……じゃない、オレは男なんだ。

　泣いたって、叩いたって母さんが帰ってくるわけないのに。

　稽けい古こだって毎日しなさいって母さんに言われてたのに。

　ふっと母さんの優やさしい声が甦よみがえった。

　長い長い間、心の一番奥にしまい込んで、思い出さないようにしていた言葉だった。

（天地……いい子でいてね。強くて優しい男の子になってね。母さんはいつでもお前のそばにいるわ。お前が大きく、強くなるまでずうっと守ってあげるからね……）

　ウソつき……！

　天地は拳こぶしで涙を振ふり払った。

　ずっとずっと一いつ緒しよにいるって言ったくせに。

　来年の夏は海に行こうねって言ったくせに。

　長い長い間……そう、十一年間も言えないで来た言葉が天地の喉のどから[image: 〓]ほとばしり出た。

「かあさんのウソつき───!!」




　ふっと景け色しきが変わった。

　天地は九歳になっていた。

　学校の帰り道……隣には女の子がいる。

　ナミちゃん……転校生で、ちょっと可か愛わいい髪の長い女の子だ。

「天地君て、お母さんいないんだって？」

　ナミちゃんが話している。

「それ聞いた時、びっくりしちゃった。天地君って、全然そんなふうに見えないんだもん。明るいし、元気だし……ねえ、こんなこと聞いて悪いけど、どうして死んじゃったの？　病気かなんか？」

　また心臓がチクリと痛んだ。

「わたし、天地君のこと、知りたいの」

　ナミちゃんはちょっと赤くなった。

「天地君って、他ほかの男の子と違って優しいんだもん。お母さんが死んじゃって、可哀かわいそう……わたしがお友だちになってあげる」

　ナミちゃんの目はまっすぐで、心の中まで入り込んで来るみたいだった。

「オレ……」

　天地は口ごもった。

　こんなふうに女の子と二人っきりで歩いてなんかいたくなかった。

　何にも知らないくせに母さんのことなんか聞いて欲しくなかった。

　イヤだって言えばいいんだ。

　ついて来るなって、言えばいいんだ。

「天地君？」

　ナミちゃんは首を傾かしげて天地の顔を覗のぞき込んだ。

「うるさいな!!」

　天地の口から今まで言えなかった言葉が飛び出した。

「関係ないだろ？　もうついてくんなよ!!」

　心のどこかでぱぁんと何かが弾はじけ飛んだ。

　天地はナミちゃんを乱暴に突き飛ばし、後も見ずに走りだした。

　心臓の鼓こ動どうと一緒に、何か重い、苦しいものがどんどん天地の中で膨ふくれ上がっていった。




　天地は十五歳になっていた。

　本屋に入って四十分……そろそろ足がだるくなってきた。

　今日はゲーセンに行こうか、マクドナルドに行こうか……。

　天地はぼんやりと考えた。

　本当ならとっくに塾に行ってなければいけない時間だ。

　この一週間というもの、天地は塾をさぼって町をぶらついていたのだった。

　呼び出せば出て来る友だちもいたし、もっと楽しいことをやろうと思えば出来ないこともなかった。

　だが、結局どちらもせずに雑誌を見たり、バーガー・ショップでただぼーっとして時間を潰つぶしたりしていることの方が多かった。

　そして時間になると店を出て、家に帰るのだ。

　今日もそうするつもりだった。

　と、本屋を出た天地の肩を誰かが軽く叩たたいた。

「父さん……!?」

「塾に行くのか？」

　父さんは別に咎とがめるでもなく、聞いた。

「先生から電話があったぞ。最近行ってないんだってな。行きたくないなら別に止やめても構わないんだが……」

　父さんは溜ため息をついた。

「俺も忙いそがしくてな。すまんな、天地」

　心臓がチクリと痛いたんだ。

「別に……なんで親おや父じが謝あやまるんだよ」

　怒ど鳴なられた方がよっぽどスッキリするのに

　天地はイライラを振り切るように歩きだした。

「どこに行くんだ？」

　父さんが呼んでいる。

「塾だよ！」

　天地は怒鳴り返した。

「ちゃんと行くから心配すんなよ。忙しいんだろ？」

「天地！」

　父さんは小走りに追いついて来た。

「今日はもういいから飯でも食いに行くか？」

　ピタリ、と足が止まった。

　ヘンに気き遣づかっている親父も、気遣われている自分も情けなくて胸がむかつくようだった。

「母さんだったらどうしたかな……」

　独ひとり言ごとが聞こえた。

　別に殊こと更さら天地に聞かせようというのではない、時々こう自問自答しているのだ。

　母さんだったら、母さんが見たら、母さんが生きてたら……。

　そのたびに天地は思ったのだった。

　母さんはきっとこう言うに違いない、母さんならこうしただろう……。

　そうだ、この時だった！

　天地ははっきりと痛みを持って一年前のこの瞬間を思い出した。

　ごめんな、親父。

　心の中でそう言っている自分の声が聞こえてくる。

　明日あしたっからちゃんと塾行くよ……。

　そう答えた一年後の自分が、今の自分なのだ。

　天地は振り返った。

「母さんは死んだんだ。俺、高校には行かないよ。塾も稽けい古こも止める」

　思いがけず、激しい刺とげ々とげしい言葉が吐はき出された。

　父さんのびっくりした顔を見て、天地は溜りゆう飲いんが下がる思いだった。

　同時に黒々とした怒りが心の底から湧わき上がってくる。

　なんだ！　簡単じゃないか！

　母さんが……って言われるたびにいちいち考え込まなくたって良かったんだ。

　高校ぐらい行ってやるさ、親父。

　安全圏けんじゃなくって、猛勉強して県内一を目め指ざすさ。

　それから先は、俺が考える。

　きっと別の出会いがあって、別の人生があるはずだ。

　別の人生……。

　一年前には知る由よしもなかったはずの現在の記憶が、どっと天地の中になだれ込んできた。

　ほこらの鬼だった魎りよう呼こ、樹じゆ雷らい皇おう家けの阿あ重え霞かと砂さ沙さ美み、ギャラクシーポリスの美み星ほしと清きよ音ね、それに謎なぞの天才科学者、鷲わし羽ゆう……あっという間に天地を取り巻いてしまった女たちの顔、顔、顔……。

「来るな!!」

　天地は叫んだ。

　記憶は鮮あざやか過ぎて、生なま々なましく、今ふと思ったばかりの別の人生など押し潰つぶされてしまいそうだった。

　いつの間にか中三だった自分も父さんの姿も消え、辺あたりは元のように闇やみに沈んでいる。

「お前たちがいると俺は何にもできないんだ!!　学校にも行かずにニンジン畑耕たがやして、お前たちに毎日気を使って遠えん慮りよしてることしかできなくなっちゃうんだ。触さわれもしない女なんか誰がいるもんか。みんなで俺をいいようにからかいやがって……もうたくさんだ！　帰れ！　自分たちのごたごたを俺に持ち込むな!!」




　ふっと闇の中に光が現れた。

　光は一糸纏まとわぬ女の輪りん郭かくを白く縁ふち取どり、天地自身の身体も照らし出した。

　闇の中からえもいわれぬ女の美しい顔が浮かび上がった。

　ルビーのような深しん紅くの瞳ひとみに底知れぬ神秘を湛たたえ、唇に蜜みつの味を隠かくした、魎呼や阿重霞たちとは違う種類の女……三度出会い、今やっとその名が分かった女だった。

「夜の女王……」

　天地ははっきりとその名を呼んだ。

「俺をどうしようっていうんだ」

「お前が欲しいのだよ、天地」

　夜の女王は蜜が零こぼれ落ちるような声で囁ささやいた。

「お前に新しい名と新しい衣い装しようをあげよう。闇の皇子を名乗るが良い」

「闇の皇子？」

　天地は眉まゆを寄せ、自分の身体を見下ろした。

　見慣れた普段着ではなく、いつの間にか皇子に相応ふさわしい風格の衣装を纏っている。

　天地は物珍しげに変わったデザインの丈たけ長ながの上着を見下ろした。

　胸の中央に金糸で縫ぬい取りがある。

　放射状に針のような光を放つ光輪の徴しるしだ。

　闇に溶とけ込むような黒ずくめの衣装は、今の自分に相応しいように思えた。

　夢の中でしか拝おがめぬほど美しい女にかしずかれている自分、心のどこかで深い満足を味わっている自分……。

「ではわたしも皇子の相あい方かたに相応しい衣装に戻もどることにしよう」

　女王は流れるようなシンプルな黒のドレス姿に戻った。

「きれいだ……」

　天地は夜の女王の艶つややかな黒髪に指を絡からめ、そっと口づけた。

　一度では足りない気がしてもう一度、そしてもう一度、今度は滑なめらかな白い喉のどに口づけた。

「なんて呼べばいい？」

「お前の好きなように」

　女王は低く笑いながら答えた。

「月つく読よみとでも。お前の国の古い言葉で、夜を統すべるものの名だよ」

「月読……」

　天地は女王の白く輝く顔を両手で挟はさみ、ふと最後の館で会った女のことを思い出した。

「プリムローズは君なのか？　俺を罠わなに掛かけたのか？　君は俺をどこに連れて来たんだ？」

「わたしのそばにいるだけでは不安か」

　月読は微ほほ笑えんだ。

「ここは時の果つるところ。全すべてが生まれ、そして還かえるところ……別の時に歩むも良し、お前の生きてきた時に戻るも良し、時の流れは無数にある……お前はわたしを選び、そしてここに来たのだよ。罠に掛けたと言うならそうかもしれぬな」

「どうして……」

　急に不安になり、天地は手を離した。

　俺は何か……とんでもない間違いを犯おかそうとしているのではないか？

　タロットの愚ぐ者しやのカードのように、知らぬまま崖がけっぷちを歩いているのではないのか。

「怖こわいか、皇子？」

　月読の瞳ひとみが妖あやしい光を帯おびた。

「闇やみを恐れる子どものように、またお前は逃げ出そうというのか。光が目映まばゆく輝かがやく程、闇は濃こく沈しずむもの。お前は己おのれの闇に目を瞑つむって来たのだよ。愛は闇の奥深くに輝くもの。闇に足を踏み入れる勇気がないというなら今すぐにでも生まれ来た世界へ送り返そうぞ。そのかわり、二度とわたしには会えぬと知れ」

　天地は息を吞のんだ。

　馴な染じんだ世界に置いて来たものたちの姿がいくつも脳のう裏りを過よぎって行った。

　魎呼……阿重霞……父さん……じっちゃん……遥はるか遠い過去の映像のように色褪あせて佇たたずむ柾木家……。

「どうすればいい？」

　天地は挑いどむように女の瞳を見返した。

　さよなら、柾木家。

　さよなら、母さん……俺は、今まで生きて来た世界を、果たすつもりだった約束を裏切る。

　この先に何があるのか、見たこともない俺には分からないけど。

「己の闇に心を開き、闇を受け入れよ。お前の中に眠るものが解とき放たれた時、お前の力は世界を変える」

　天地の脳裏を、別れた時の悲しげな魎呼の顔が過よぎった。

「俺を置いてったくせに……！」

　天地はぎゅっと目をつぶり、頭かぶりを振って魎呼の顔を追い出した。

　閉じた瞼まぶたの奥で視界が闇に染まって行く。

　言えなかった言葉、押さえてしまった手、諦あきらめてしまった想おもい……そんな亡ぼう霊れいたちが天地の心に溢あふれ出し、燃え盛さかった。

　天地が再び目を開いた時、闇を焦こがしていた炎ほのおは消えていた。

　天地の前には黒ぐろと星々の海が広がっていた。

「暗いな」

　天地はゆっくりと手を上げた。

　虚こ空くうに壮大な宮殿が出現した。

　ダーククリスタルで作られた宮殿は、夜の御ご殿てんに相応ふさわしく、何万という星々の光を映うつして輝いた。

「これが……俺の力だったのか」

　天地はずいぶん長い間、壮そう麗れいな宮殿を見つめていた。

　黙だまっていても自分の中に恐ろしいばかりの力が漲みなぎっているのが分かる。

　今ならこの巨大な宮殿を一撃で打ち壊すことも出来そうだ。

　星々の光を消し、時の歩みを遮さえぎることも出来る。

　そう望むなら……自分が望みさえすれば。

「闇の皇おう子じ……」

　天地は呟つぶやいた。

　その響ひびきは心ここ地ち良く身体に馴な染じみ、初めて女王に会った時のぞくぞくするような快感を引き出した。

　唇に笑みが浮かび、その頰ほおに濃い影が落ちる。

　天地は振り返り、我が物となった女の美しい顔を心ゆくまで吟ぎん味みした。

「ずっと思っていたんだ……光の皇子って一体誰のことなんだろう……ってね」

　天地は月読……夜の女王の腕うでを取ると、ゆっくりと宮殿の階きざはしを上り、姿を消した。




「ねえねえ、お姉様は？　天地兄ちゃんは？」

　タリスマンの奇跡によってシャトルに戻もどって来てしまった砂沙美は、ふわふわのマグを抱かかえてジョージの作った会席弁当を食べていたが、いくら待っても姉と天地が出て来ないのを不ふ審しんに思い始めた。

「あ……あのね」

　ミホキヨは顔を見合わせ、思わず救いを求めて鷲羽の方を見た。

「魎りよう皇おう鬼きがあるってことは、魎呼お姉ちゃんも天地兄ちゃんも戻って来たんでしょ？　ゴハンも食べちゃったし、砂沙美、魎皇鬼の方に行ってもいいかなあ？　お姉様もそっちなの？」

「砂沙美ちゃん、まあこっちにおいで」

　鷲羽は思案顔でタリスマンを弄もてあそんでいたが、諦あきらめたように手て招まねきした。

「誰、余計なことしたのは？　少なくともこの子だけはごたごたから遠ざかってたというのに」

　鷲羽は美星を睨にらみつけ、美星はしゅんとして俯うつむいてしまった。

「砂沙美ちゃん、実はね……」

　鷲羽にしては歯切れの悪い口調で、事の顚てん末まつを話し出そうとした時だった。

「高出力物体のエネルギー波を感知、ワープアウトするでござる！」

　雪ゆき之の丞じようの声が遮さえぎった。

「また!?」

「今度は誰なの？」

　ミホキヨが立ち上がった途端、スクリーンに一瞬ノイズが走り、見たこともない大型クルーザーが現れた。

「あたしよ、あたし。砂沙美ちゃんを攫さらってったのはだあれ？　もう、びっくりしちゃったわ。一言も言わずに攫い返すなんて、あなたたち、ただ者じゃないわね」

　スクリーンが切り替わり、目映まばゆいばかりの金髪の女が現れた。

「あっ、アナタは……」

「ブロンディよ。ちょっとそっち行くわね」

　スクリーンから女の姿が消えた、と思うとミホキヨたちの前にブロンディの実物が立っていた。

「ひえぇ───!?」

　ミホキヨは思わず抱き合い、砂沙美はぱっと顔を輝かせて駆かけ寄って来た。

「おねーさん！」

「ああら、砂沙美ちゃん！」

　砂沙美とブロンディは子どものように手を取り合って喜び、その足元でマグが嬉うれしそうに撥はね回った。

「ごめんね、マグ持って来ちゃって」

「いいのよ、いいのよ。砂沙美ちゃんになら何だってあげちゃうわ」

　ブロンディは改めてマグを抱き上げると、砂沙美の腕に押し込んだ。

「ところであのうるさいお姉様とかはどうしたの？」

「それがねえ……」

　砂沙美は困ったように鷲羽の方を振り返った。

「みんな、なんかヘンなの！　砂沙美の知らないうちに、何だかヘンなことがいっぱい起こっちゃってるみたいなの。ねえねえ、お姉様は？　天地兄ちゃんは？　魎ちゃんは？」

　砂沙美は唇を嚙かんでマグを抱き締めた。

「ねえ、鷲羽ちゃん、もうおうちに帰ろうよ。砂沙美、こんなのやだ。みんな秘密がいっぱいあって、なんだかバラバラでだあれも砂沙美と遊んでくれないし、天地兄ちゃんも来ないし、砂沙美、寂さみしいよ……おうちでごはん作ってる方がよっぽど良かった……」

　砂沙美の目から大おお粒つぶの涙が零こぼれ落ちた。

「どうしてこんな小さな子を泣かすのよ？」

　ブロンディは砂沙美の背に手を回し、慰なぐさめるように抱き締めた。

「誰もこの子を愛してないの？　あたしがホントにもらっちゃうわよ。一体何があったわけ？　ま、誘ゆう拐かい犯はんが言うことじゃないかもしれないけどさ」

　ブロンディの瞳ひとみが怒りにきらめいた。

　ブリッジに並ぶ一人一人の顔を見回す。

「俺が話してやろう」

　壁に凭もたれたまま、様子を見守っていた青せい蘭らんが歩み出た。

「君が阿重霞姫の妹か。君の姉さんはな、光の皇子を追っかけて、夜の宮殿へ行ったのさ。君はまだ子どもだから分からないだろうが、今いま頃ごろ夜の女王様とご対面してるはずだ。勝つか負けるか分からないが、決着がつけばきっと帰って来るよ。君も姉さんに心配かけたんだから、我が慢まんしていい子にしてるんだ」

「なあに、それ？」

　砂沙美はマグを降ろして涙を振り払い、きっと顔を上げた。

「砂沙美はそんなに子どもじゃないよ！　海かい賊ぞくのオジさん、もっとちゃんと話してよ」

「オジさん!?」

　青蘭は一瞬、コケそうになった。

「俺は魎呼の恋人なんだぜ。せめてお兄さんと呼んでくれよ。だけど砂沙美姫、今の話は全部本当のことさ。これは多分──深遠なゲームなんだ。いいか？」

　青蘭は砂沙美の肩に手を掛けると膝ひざをついてまっすぐ顔を覗のぞき込んだ。

「君を大人と思って話してやろう。君の大好きな天地兄ちゃんは、夜の女王と名乗る不思議な女に奪うばわれた。どういうつもりか俺には分からないが、俺が見た時、女王は皇子を誘ゆう惑わくしていた。皇子は魎呼と別れたまま、行ゆく方えが知れない。そこの天才科学者は、皇子はもうこの宇宙にいないと言う。君の姉さんはタリスマンの奇き跡せきを使ってその後を追って行ったのさ。そしてここにいる一級刑事が二度目の奇跡を願い、君が戻もどって来たというわけだ」

「タリスマン……？」

　砂沙美は涙を拭ふくのも忘れ、辺あたりを見回した。

「奇跡のタリスマンのこと!?」

　ブロンディが手を上げた。

　鷲羽の手からタリスマンが消え、ブロンディの手のひらに収おさまった。

「二千五百年ぶりだわ。誰かにあげたって言ってたけど、こんなところにあったのね」

　ブロンディがタリスマンを照明に透すかして見ると、光輪教の呪じゆ文もんが浮かび上がった。

「愛ハ闇ヲ照ラス光ナリ。闇、スナワチ不ふ滅めつノ真理ナリ───呪じゆ縛ばくのゲートだわ」

　ブロンディは鷲羽に向かってそれを放ほうって寄よ越こした。

「それ、使わない方がいいわよ。ママは人の魂たましいをすするのが大好きなんだもの。どんな奇跡が起こるか分からないわ。心の奥底にある願いが叶かなうって、恐ろしいことなのよ。あなたは運が良かったのね」

　ブロンディは美星に頷うなずきかけた。

「ママ!?」

　青蘭は絶ぜつ句くした。

「君の母親ってまさか……？」

「あら、言わなかったっけ？　あたしは夜の女王の娘なの。そのタリスマンはママの腕に嵌はまってたやつよ」

　ブロンディはうっとりするような笑みを浮かべた。

「青蘭って言ったっけ？　良く見るとあなた、結構いい男じゃない？　あたしの船に来て、一緒に遊ばない？」

　ブロンディは砂沙美の頭に軽く手を置くと、未成年なら失神しかねない目付きで青蘭を見つめた。

「ひとの男に手ェ出すんじゃねえよ、サキュバスのブロンディ！」

　いきなり水色の髪が二人の間に割り込んだ。

「魎呼！」

　青蘭は驚おどろいて後ずさった。

「おめーの噂うわさは知ってるぜ。男の精気を吸って何百万年も生きてるんだってな。顔はしょっちゅう変わるけど、その金髪は変わらねえんだろ？　だからブロンディなんだってな。お前に恋こい焦こがれて腑ふ抜ぬけみたいになっちゃった男を何人も見たぜ。罪つみな女よ」

　魎呼は金色の瞳ひとみでブロンディをねめあげた。

「だけどまあ、そんなことはどうでもいいさ。おめーがホントに夜の女王の娘なら、女王がどこにいるか知ってんだろ？　教えてくれれば許してやってもいいぜ」

　魎呼はオーラ・ブレードを抜き放った。

「おめーもママとやらも、ひとの男に手ェ出してただで済むと思うなよ。きっちり片つけてやろうじゃねえか！」

「止よしてよ」

　ブロンディはオーラ・ブレードを押しやった。

「立ち聞きとは趣しゆ味みが悪いわね、宇宙海かい賊ぞくの魎呼ちゃん。何百万年とはちょっと大おお袈げ裟さじゃない？　あたしはほんの二万年かそこら前に生まれたばかりよ。そこの天才少女と同い年だわ。直接お目にかかったことはないけどさ、あなたもあの神か我が人とっていう朴ぼく念ねん仁じんに育てられてた頃と違って、愛を知るようになったのね」

「うるせえなっ」

　魎呼はオーラ・ブレードを薙なぎ払い、ブロンディは僅わずかに身を捻ひねって切っ先を躱かわした。

「ごたく並べてないでさっさと教えろよ！　あたしは本気だぜ。この腕にかけて、あたしは天地を連れ戻す。女王はどこにいるんだ？」

「ウフン……」

　ブロンディは嬉うれしそうに舌なめずりした。

「ワクワクするわ。そんなに本気ならきっと愛の奇跡が起こるんじゃない？　タリスマンを使いなさいな。まっすぐママのところへ行けるわよ」

　ブロンディは鷲羽の方に目くばせした。

　魎呼は返事もせずに鷲羽の前に瞬間移動すると、手を突き出した。

「タリスマンを貸してくれ」

「ダメって言ってもあんたは持ってくでしょうね」

　鷲羽は溜ため息をついてタリスマンを魎呼の手のひらに落とし込んだ。

「魎呼。よくお聞き……」

　鷲羽は魎呼を手招きし、つと手を伸ばして水色の髪を撫なでた。

「戦うばかりが正義じゃないよ……って言っても、今のお前には分からないだろうね。もう既すでに情報に取り込まれているお前には。気をおつけ、魎呼。お前が選せん択たくする情報はお前を追い詰つめてしまうかもしれない。敵てきだと思えば相手を倒すしかなくなってしまうんだよ」

「それがどうした!?」

　魎呼は乱暴に鷲羽の言葉を遮さえぎった。

「あたしが信じているのはこれさ。これだけがあたしを支えてくれてるんだ」

　魎呼は拳こぶしの中にタリスマンを握にぎり締めた。

「この拳で奇跡を起こしてやる」

　魎呼の瞳ひとみが金色に燃え上がった。

「タリスマン！　あたしを天地のところへ連れて行け!!」




　リィィィィン……。




　タリスマンが共鳴して鈴のような音を立てた。

　魎呼の姿が揺ゆらぎ始めた。

「今行くよ、天地……」

　その頰ほおに恍こう惚こつとした微ほほ笑えみが浮かんだ。

　と、いきなり男の手が魎呼の手首を摑つかんだ。

「俺も行こう」

「青蘭!?」

　魎呼ははっと手を振り払おうとしたが、青蘭は離さなかった。

「俺はお前の影になろう。お前が戦うと言うのなら、一緒に戦うさ」

　青蘭は見えない敵から魎呼を守るかのようにその背に腕を回し、抱き締めた。

　いよいよゲームの順番が回ってきたのだ。

　青蘭はこの機会を逃がすつもりはなかった。

「魎呼お姉ちゃん!?」

「あの中は異い空くう間かんよ。触さわると対消しよう滅めつしちゃうかもよ」

　ブロンディが駆かけ出しそうになる砂沙美をしっかりと引き留めた。

「どうしてあの人は消えなかったの？」

　砂沙美は何とかブロンディの手を振り放そうともがいた。

「鷲羽ちゃん！　魎呼お姉ちゃんが行っちゃう……！」

　その時、二人の姿が消え、タリスマンが床に落ちた。

「魎呼お姉ちゃん!?」

　ブロンディは砂沙美を離すと、からからと回っているタリスマンを拾い上げた。

「ヘンな奴やつ……ママに会った男は大たい抵てい骨抜きにされちゃうのに」

　砂沙美は目を見開いたまま、魎呼と青蘭が消えた空間を見つめていた。

「どうして……どうしてみんな行っちゃうの!?」

「お望みなら、いつまでも砂沙美ちゃんのそばにいるわよ」

　ブロンディは砂沙美の肩に手を掛けた。

「いやっ」

　砂沙美は反射的にブロンディの手を払い退のけ、ブリッジを見回した。

「マグ……マグはどこにも行かないよね？　どこにいるの、マグ？」

「ここで脅おびえていますよ」

　穏おだやかな声が聞こえ、ジョージがマグを抱かかえてブリッジの隅すみから這はい出して来た。

「砂沙美姫、いらっしゃい。マグがおなかを空すかせていますよ」

「あ……」

　砂沙美は戸と惑まどったようにジョージの側そばに行き、そっとマグの毛皮を撫なでた。

「マグのごはん、作れるの？」

「炭水化物なら、何でもいいんですよ。キッチンへいらっしゃい」

　ジョージはマグを抱えてブリッジを出て行き、砂沙美は振り返りながらその後を追って行った。

　ブロンディは黙だまって砂沙美の後ろ姿を目で追っていたが、小さな溜ため息をついた。

「……あたしも子どもが欲しかったわ……なんて言ってもどうにもなるわけじゃないけどね」

「はああ……」

　ミホキヨは詰つめていた息をいっぺんに吐はき出した。

「砂沙美ちゃんの言うとおりだわ」

「そして誰もいなくなっちゃったらアタシたち、どうするのよ？」

　清音はがっくり肩を落とした。

「刑事なんて、無力な存在ね。何ひとつ出来ないんだわ」

「そんなことないわよ！」

　美星はすっくと立ち上がった。

「えーと、ブロンディさん？　タリスマン貸して下さいます？」

　美星は恐る恐るタリスマンを両手で握り締め、天井を見上げて祈り始めた。

「天地さんと阿重霞さんと魎呼さんと青蘭さんが戻って来ますように！　お願い、奇跡を起こして！」

「無む駄だよ」

　ブロンディの声が遮さえぎった。

「一人一回限定なの。二回も三回も起こったら奇跡じゃないでしょ？　さてと、あたしは帰ろうかな。もうお楽しみは終わったみたいだしね」

　ブロンディは肩を竦すくめた。

「会えて楽しかったわ。砂沙美ちゃんによろしくね」

「待ちなさいよ、ブロンディさん」

　清音が立ちはだかった。

「そんなに慌あわてて帰らなくてもいいじゃない。アタシにも分かるように教えてもらいたいもんだわ。一体何がどうなっちゃってるの？」

「それ、お誘さそいなの？　脅きよう迫はくなの？」

　ブロンディは振り返り、面白そうに唇をなめた。

「協力を要よう請せいしてるのよ」

　清音は拘こう束そく機能付きの椅い子すを指さした。

「アタシはアタシのやり方でやらせてもらうわ。アナタのクルーザーの登録ナンバーは？」

　奇跡など信じないギャラクシーポリスの一級刑事と、夜の女王の娘はコンソールを隔へだてて睨にらみ合った。








第十五章　「お帰りなさいませ」









「お帰りなさいませ」

「ご主人様、お母様、お帰りなさいませ」

　自分の作り出したダーク・クリスタルの宮殿に一歩足を踏み入れたとたん、喜びに溢あふれた何百という声が唱しよう和わした。

　全身に漲みなぎっている得体の知れぬ力はふつふつと煮にえたぎり、意識して抑おさえなければ爆発してしまいそうだ。




　俺おれは……この力は一体何なんだ!?




　タペストリーのように星々の光を織り成した大広間の両側に濃のう紺こんのローブを纏まとった女たちがずらりと並び、天てん地ちと月つく読よみの歩みにつれて次々と頭こうべを垂たれる。

　その中には最後の館やかたで見た女たちの姿も交じっていた。

「君たちは……」

　天地は月読の傍かたわらを歩きながら見知った顔に目を止めた。

「覚おぼえていらっしゃる？　ムーンシェイドよ」

「ヴィオラとヴィオレットですわ」

「生まれ変わられるのね」

「まことのあるじになられるのね」

　天地を誘ゆう惑わくした女たちが口々に囁ささやきかける。

「まことのあるじ……」

　天地がその言葉の意味を解するより早く、月読が声を張り上げた。

「我が娘たちよ、跪ひざまずけ！　これなるは闇やみの皇おう子じ、我があるじにして我が生いけ贄にえなり。褒ほめよ、称たたえよ。愛は闇に生まれ、闇に還かえるもの」




　褒めよ、称えよ！




　濃紺のフードの列が揺ゆれて天地と月読の後に付き従うように動き出した。




　闇を統すべるものの名を！　闇に食らわれるものの名を！




　月読は天地の腕を取り、ひときわ黒々と佇たたずむ墓ぼ標ひようのような台座へと導いた。

「わらわが好きか」

　月読は台座にはめ込まれた光輪の徴しるしの上に天地を座すわらせ、身を屈かがめてその目を覗のぞき込んだ。

「わらわが欲しいか、皇子？　わらわはお前に愛を捧ささげ、封印されていた力を引き出した。お前はわらわに何をくれる？　一文なしの皇子よ、何をもって支払うのじゃ？」

　月読の深しん紅くの瞳ひとみが、見上げる天地の姿を映し込み、妖あやしく輝かがやいた。

　表情など読み取れるはずのない己の小さな二つの鏡像が、はっきりと自分を見返したのを天地は感じた。




　許さない……！




　その目はそう言っていた。

　母さんを奪う奴やつは殺してやる、と。
















　天地は震ふるえた。

　これは俺じゃない！

　こんな、魔物のような目じゃない。

　お前は……俺の中にいるお前は誰だれなんだ？




　母さんを返せ！




　血を吐はくような憎ぞう悪おに満ちた声が返って来た。




　こんな世界、打ち壊してやる！




　世界を焼き尽つくすような絶望に満ちた声だった。




　余りに激しく、余りに重いその二つの声、その時は幼くて言葉にまとまらなかった思いが施ほどこされた封印を破って溢れだし、天地の全身を炎ほのおのように駆かけ巡めぐった。

　失われた影が闇の力となって血管の隅すみ々ずみまでを満たした時、天地は不意に悟さとった。




　これは俺だ……!!




　脈打つ血が恐しい真実に一瞬凍りついた。

　この思いを抱いては生きて来れなかったのだ。

　五歳の自分が魂たましいの奥底に抱いたこの思いは、解き放てば我が身を焼き尽くし、父を、祖父を、世界を焼き尽くすまで止まらなかっただろう。

　それ程までの力だった。

「どうして……!?」

　天地は月読の腕をつかみ、嚙かみ締しめた唇の間から声を押し出した。

　あるべきはずの記憶がすっぽりと抜け落ちている。

「俺の心を、力を封じたのは誰なんだ!?」

「わらわは知らぬ。皇子よ。己の魂の、まことのあるじになりたいか」

　月読は天地の側に座り、ゆっくりと腕に食い込んだ指を外した。

「跳とぶがいい。己の目で確かめるがいい。わらわがお前の内から引き出したその力で」

　月読は愛いとしくてたまらぬというように天地の頰ほおを撫なでた。

「では、代だい償しようを戴いただこう。わらわ以外のものは忘れるのじゃ。お前を引き留め、煩わずらわせる愛など今のお前にはいらぬはず。わらわが食ろうてやろう。幼な子よ、お前はわらわの息子となるが良い。やがてお前がここに戻って来た時、その日こそわらわとお前は永久の誓ちかいを結ぶことにしよう」

　月読は天地の顔を引き寄せ、口づけた。

　その瞬間、何よりも大切だった何か──魂の奥底で、もう名前も分からぬものが引き裂かれたような痛みが走った。

「天地様！」

　喉のどの奥から絞しぼり出すような声が天地の耳を打った。

「何をなさっているの!?　どうしてこんなところにいるの!?　通して下さい！」

　阿あ重え霞かの声!?

　天地は振り向いた。

　魎りよう皇おう鬼きのブリッジにいるはずの阿重霞が懸けん命めいにもがきながら濃紺のローブで出来た人垣を押しのけようとしているのが目に入った。

「天地様、助けて！」

　阿重霞は縋すがるように手を伸ばした。

「どうして天地様なの？」

「何でも持ってるくせに、なぜもっと欲しがるの？」

　ムーンシェイドが、ヴィオラが、名も知らぬ月読の娘たちが阿重霞を取り囲かこみ、次々と手を伸ばして阿重霞を弄もてあそんだ。

「こんなに持ってるじゃない。ほら、髪飾り」

　娘たちの手がティアラを取り上げ、放ほうり投げた。

「皇おう女じよ様の服！」

　帯が解とけ、上着が引きむしられる。

「やめて……やめて、お願い!!」

　下着姿の阿重霞を嬲なぶるように娘たちが笑いさざめいた。

「裸はだかになるのがそんなに怖いの？　愛は裸にならなきゃ始まらないのに？」

「天地!!」

　声と共に、衝しよう撃げき波はのような黒と赤のバトルスーツが娘たちの輪に切り込んだ。

「魎りよう呼こ!?」

　その隣となりに影のようにつき従っているのは青蘭だ。

「お前が女王か!?　天地を返せ！」

　魎呼はオーラ・ブレードを引き抜いた。

「どけ！」

　娘たちの輪が崩くずれ、悲ひ鳴めいが上がる。

「海賊……」

「人殺し……」

「化け物……！」

　躡ささやき交わす声の輪が壁かべとなって魎呼を阻はばんだ。

「その剣で何人の命を奪うばったの？」

「天地様の何が欲しいの？」

「女の姿をした化け物のくせに」

「力しか信じていないくせに、人が愛せるの？」

「うるさいッ」

　オーラ・ブレードが娘たちをなぎ倒し、輪の一角が崩くずれた。

　赤と黒のバトルスーツが走り抜ける。

「天地、お前は騙だまされてんだ。そいつこそ女なんかじゃない、人の魂を啜すする化けモンなんだぜ！　離れるんだ！」

　魎呼は夜の女王にオーラ・ブレードを突き付けた。

「人の男をかっさらいやがって！　天地に何をした!?　どんな話をしたんだよ!?」

「うつけ者が」

　月読は立ち上がった。

「愛を知らぬ哀れな獣けだものよ、わらわは皇子の目を開かせてやっただけじゃ。己の道は己が決する。そうではないか、皇子？」

　月読がオーラ・ブレードに手を触ふれると、一瞬にして剣そのものが消え失うせた。

「樹じゆ雷らい皇おう家け第一皇女、阿重霞。そして魎呼。おまえたちは愛の奇跡を願い、そしてここに来た。わらわがお前たちの心の奥底にある願いを叶かなえてやろう。皇子よ、よく見るが良い」




　リィィィィン……。




　リングが共鳴する時の音が大広間の空気を震ふるわせ、娘たちが後ずさった。

　宙から光り輝かがやく光輪が降りて来て阿重霞の、魎呼の体を押し包んだ。

　光の輪が縮ちぢまり呪じゆ縛ばくが完成する。

　と、一瞬、二人の顔が苦痛に歪ゆがんだ。

　何かが立ち現れようとしている。

　阿重霞の、そして魎呼の内部から這はい出ようとしている。

「天地様、わたくしを見て下さいな」

　阿重霞の中から現れたもやもやとした影は阿重霞そっくりの姿となって元の体から離れ、天地に呼びかけた。

「わたくしを。比ひ類るいなき、大宇宙に冠かんたる樹雷皇家の皇女たるわたくしを。さあ、我が足元に跪ひざまずきなさい。わたくしの思いどおりになるなら比類なき愛を捧ささげましょう。天地様、何をなさっているのです？　何を迷うことがあるのです？　おいでなさいな、天地様。わたくしの夫となって、樹雷皇家を継つぐのです！」

「天地！」

　魎呼の中から現れた影が呼んだ。

「お前だけはあたしを裏切ったりしないよな？　あたしがどんなに勝手なことしてもあたしが好きだよな？　あたしが欲しいだろ？　来いよ、天地。家なんか捨てて来いよ。お前だけいればいいんだ。邪じや魔まする奴やつはあたしがみんなぶっ殺してやる。お前はあたしが食うんだ。あたしの獲え物ものなんだ！」

「違ちがうわ!!」

　呪じゆ縛ばくされて動けぬ阿重霞が絶ぜつ叫きようした。

「わたくしは……樹雷皇家など……」

　言葉が途と切ぎれた。

　阿重霞は泣いていた。

　何もかも手に入れようとしていたのだった。

　樹雷皇家の莫ばく大だいな力と思いどおりになる優やさしい夫と、正しい血統の跡あと継つぎと、輝かがやかしい未来とを……。

　ほんの僅わずかな愛で。

「天地……あたしは……」

　魎呼はそれだけ言うのがやっとだった。

　叩たたき切ってやろうと思っていた敵の前で、初めて体が震ふるえた。

　呪縛の光輪を弾はじき飛ばそうと握にぎり締しめていた拳こぶしから急激に力が抜けていく。

　もうダメだ……。

　魎呼の唇が震えた。

　天地は二度とあたしのところに戻もどって来ない。

　あたしはまたほこらの鬼に逆戻りだ。

　誰もあたしを満たしてくれない、光もない孤独な牢ろう獄ごくへ……。

「真実とはまことに恐ろしいものよ」

　月読の静かな声が居並ぶものの耳を打った。

「皇子よ、魎呼に付き従う影のような男よ。人は愛の奇跡を願うが、闇やみからは目を背そむけるもの。心の奥底に潜ひそむ願いは光り輝く星のような時もあれば闇に沈しずむ澱おりのような時もある。この者たちもまた、目を背けておったのじゃ」

「知ってたさ」

　青蘭は苦しげに答えた。

　ゲームを有利に運ぼうという思惑は女王の目の前で小さくなり、ついには縮んで消えてしまった。

　ここは影と闇の王国なのだ。

　甘い愛の言葉も脅しもひからびて地に落ち、苦い果実となるだけだろう。

　勝者はいないのだ。

　青蘭は絶望した。

　俺は魎呼の影にすらなれない。

　俺の存在など過去の幻に過ぎないのだ……。

　と、思いもかけぬ言葉が口から飛び出した。

「それが何だと言うのだ？　俺には愛の奇跡など必要ない。魎呼は俺の全てだ。魎呼が魂をくれと言うならくれてやるさ。俺などいらぬと言うならそれでいい。光の皇子よ、魎呼がお前を好きだと言うならそれでもいいんだ。たとえ魎呼が俺を愛していなくても、俺には想い続けることしかできない──それが俺の知っているたったひとつの真実だからだ」

　月読はとっくりと青蘭の顔を眺め、面白そうに微笑んだ。

「青蘭とやら──それは見あげた心がけじゃな。いずれそのまことを試される時が来よう」

「どうでもいいよ、そんなこと」

　天地は眉まゆを曇くもらせたままゆっくりと台座を降おりた。

「俺は光の皇子じゃない。誰でもない。誰がどう思おうと何でもいいよ」

　天地の歩みにつれて阿重霞と魎呼の影がまとわりつくように駆け寄った。

「みんなそれぞれ影があっていいじゃないか。正直に言っただけのことだろ？　そんなに恥はずかしがることもないさ」

　天地の手に闇を集めたような剣が現れた。

「うらやましいよ。みんな、自分に正直に生きて来られて……」

　天地の表情が青みを帯おびた。

　と、次の瞬間、闇の刃はが阿重霞と魎呼の影を切り払った。

　耳が軋きしむような苦く悶もんの叫びが上がり、影たちの姿が消えた。

「俺には影さえなかった。誰かが封ふうじてしまったんだ。だから人の言うとおりにいい子になったり、戦ったり、ニンジン作ったりしてても何とも思わなかったんだ。それでいいと思ってた。津つ名な魅みに光の皇子って言われた時も何のことだか分からなかった。何も分からないまま神か我が人とを倒した。そう……母さんがいい子でいてねって言ったから、そうして来ただけなんだ。ずうっとずうっと長い間……そうさ、十一年も！」

　天地は手を振って闇の刃を消し去り、ふと自分の服を見下ろすと、光輪の徴しるしのついた闇の皇子の上着を無む造ぞう作さに脱ぬぎ捨てた。

　ただの白いＴシャツと履はき慣れた黒のジーンズだけになった天地は月読の方を振り返り、ふっと顔を曇くもらせた。

「さよなら、夜の女王。闇の皇子になっていれば、もう一度あなたを抱けたのにな」




　天地様が……この女を……。




　天地は上着を拾ひろい上げると、心臓を握にぎり潰つぶされたような顔の阿重霞に向き直り、その背に着せかけた。

「阿重霞さん。気にするなよ。俺は別に何とも思ってないから」

　普ふ段だんの天地と変わらぬ、穏おだやかな声だった。

　その優やさしさが針のように阿重霞の心に突き刺さった。

「青蘭。魎呼は地球の、俺の家の近くのほこらにいたんだ。忘れずに迎むかえに行ってやってくれ」

　天地はふいと顔を背そむけた。

「さよなら、みんな。俺はこんな情けない男だったけど、楽しかったよ」

　天地の周まわりに闇が集まり出した。

「天地!!　どこへ……」

　魎呼は異変を感じた。

　天地じゃない。

　いつも天地を包んでいた温かい、柔やわらかい光が感じられない。

　闇は一層濃こく、暗く天地を取り巻き、生き物のように天地の体を回り始めた。

　天地は背を向けたまま闇のエネルギーに身を任まかせているようだった。

「天地！」

　カッと呪じゆ縛ばくの光輪が弾はじけ飛んだ。

　ダメだ、天地を止めなきゃ……。

　と、魎呼の魂に悲しみの気け配はいが伝わって来た。

　泣いている……。

　どうすればいいのか分からずに、血を吐はくような思いを抱いたまま、天地の魂が泣いている……。

「行くな!!」

　飛び出そうとした魎呼を青蘭の腕が抱き止めた。

「消し飛んでしまうぞ。あのエネルギーの渦うずを見ろ！　魎呼、行くな!!」

「離せっ」

　魎呼の全身からオーラ・エネルギーが[image: 〓]ほとばしった。

「くッ……」

　青蘭の表情が苦痛に歪ゆがむ。

　天地はちらりと魎呼を振り返った。

　濃い闇が頰ほおに落ち、天地の顔は魔物のように見えた。

「ついて来るな！　俺は……やっと力の使い道が分かったんだ。俺は母さんのところへ行く。母さんが生きていたあの時へ。誰にも邪じや魔まさせない。歴史が変わってもいい。俺は、もう一度、母さんに……！」

　その刹せつ那な、闇が天地を包み込み、星々の光すら消え失せたような暗黒が大広間を覆わおい尽くした。

　宮殿に冷たい星明かりが戻った時は既すでに、天地の姿はどこにもなかった。

「天地!!」

　魎呼は青蘭の手を振り払い、天地が立っていたところに駆け寄った。

「天地……!?」

　か細いすすり泣きが聞こえて来た。

「天地様……」

　闇の皇子の上着を着せかけられた姿のままで阿重霞が立ち尽くしていた。

「ごめんなさい、天地様……わたくし……ひどいことを……」

　皇女とは思えぬようなみじめな姿だった。

　阿重霞は力無く膝ひざをつくと、そのまま顔を覆ってしまった。

「こちらへいらっしゃい」

　女王の娘の一人が阿重霞に近づき、その膝ひざにティアラを落とし込んだ。

「わたしたちの輪に入りなさいな。愛は闇の中に生まれ、移ろいゆくもの」

　皇女の衣装がふわりと阿重霞の足元に落ちた。

「一瞬ごとに愛は生まれ、虚こ空くうに消えていくのよ。永遠は瞬間の連続なんだもの」

　ムーンシェイドが阿重霞の髪を撫なで、去って行った。

「だけどこの宇宙にたったひとつ、わたしたちを照らし出す光に出会えるかもしれないわ。闇の娘は探し続けているの。時を飛びながら……」

「永遠の命を持つと人は言うけれど……」

「わたしたちが牢ろう獄ごくから出してあげる」

「肉体という檻おりから……」

　闇の娘たちの手が次々と阿重霞に触れ、去って行った。

　阿重霞はぼんやりと顔を上げ、焦しよう点てんの定まらぬ目で美しい娘たちを見つめた。

「天地様のところへ行けるの？」

「そうよ」

「あなたも探しなさいな」

　娘たちが笑いさざめいた。

「今行かなければ二度と会えないかもしれないわ」

「わたしたちと同じになりなさいな」

「永と遠わの命……」

　阿重霞は呟つぶやいた。

「行きたいわ。天地様のもとへ……」

「いらっしゃい」

　ヴィオラが阿重霞の手を取り、立ち上がらせた。

「お母様に魂たましいを預あずけなさい」

　阿重霞は手を引かれるまま、一歩を踏ふみ出した。

「待ちやがれ、クソ阿重霞！」

　その肩を強い力が引き留めた。

「おめー、死んでどうする？　こいつらの言うこと聞いてるとおめーはユーレイになっちまうぜ。そんなになってまで天地に会いたいのかよ!?」

「魎呼さん？」

　阿重霞は振り向いた。

「分かったよ。こいつらの実体がよ……」

　魎呼の目は金色の光を帯おびて切れ上がり、夜の女王をまっすぐ見返していた。

「魎皇鬼の推すい測そくしたとおりさ。お前らは情報を食って生きてる化け物なんだ。生きてるって言うのかどうか分からねえけどよ、情報さえありゃあ、何度でも再構成出来る。それが永遠の命って言うんだろ？　天地を誘ゆう惑わくして食うつもりだったんだな。あたしや阿重霞を操あやつったように。バカヤロー！　おめーに食われたら天地は人間じゃなくなっちゃうじゃないかよ！」

　魎呼は再びオーラ・ブレードを抜ぬき放った。

「あたしは化け物かもしれないけどよ、永遠に生きたいなんて思っちゃいないぜ。天地がこの宇宙にいる間だけでいい、天地のそばにいたいんだ。夜の女王、天地から啜すすり取った魂を返せよ！」

　魎呼の足が床を蹴けった、とオーラ・ブレードが光の軌き跡せきを描いて振り下ろされ、月読の体を切り裂さいた。

　半身が消し飛んだかに見えた。

　と、次の瞬間、傷きずひとつない女王の姿が現れた。

「魎呼よ。わらわを倒そうとしても無む駄だじゃ。お前も情報の粋すいを集めて生み出された物なら、それぐらい分かるだろう。お前の姿はそこの皇女と違って常に再構成されている半情報体なのだから。ならば、わらわの心も分かるはずじゃ。そう……」

　月読は魎呼に歩み寄り、月のように白く輝かがやく顔を近づけた。

「わらわも天地が欲しいのじゃ。お前と同じようにな」

「同じなもんか！」

　魎呼は思わず怒ど鳴なり返した。

「わらわもこの娘たちもお前たちとは違う、異質な生命体かもしれぬ。だがお前たちと同じように存在しているのだ。わらわは皇子の子どもが欲しい。魎呼よ、お前はそう思ったことはないか？」

　魎呼はぎょっとして後ずさった。

「そんなこと……」

「皇子は新たな時を歩み、古い時を消し去るかもしれぬ。そうなれば消え行くのは時に縛しばられたお前たちの方じゃ。さあ、帰るが良い。わらわは時の狭はざ間まよりゆっくり見守ることにしよう」

「消える？　あたしたちが……？」

　月読は艶えん然ぜんと微ほほ笑えみ、手を上げると魎呼たちを通常空間へと送り帰した。




　しんしんと……。

　しんしんと雪が降り積もる。

「母さん？」

　五歳の天地は眠りの中でふと、何かただならぬ気け配はいを感じて目を開いた。

「母さん？」

　もう一度呼んでみる。

「なあに、天地？」

　阿あ知ち花かは目を覚さまし、微笑んだ。

「眠れないの？　こっちへおいで」

　天地は不思議そうに部屋を見回した。

　見み慣なれた母の部屋。

　母の布ふ団とんと横に敷いてある小さな自分の布団。

　この前夜中に目が覚めた時は真っ暗でよく見えなかったのに、今日は何だか妙に薄うす明るい。

「母さん、もう明るいよ」

　阿知花は枕まくら元もとに置いた時計を見た。

「まだ夜中よ。どうしたの、天地？」

「外……」

　天地は起き上がり、障しよう子じに何か暗い影が映っているのを指さした。

「誰かいる」

　十六歳の天地は母の部屋の前に立っていた。建て直す前の古い部屋だ。

　廊ろう下かに傷きずがつくからとよく怒られたミニカーが遊んだ時のままに放り出されている。

　この障子の向こうに母さんがいる……。

　桟さんに掛かけた天地の手が震ふるえた。

　俺は、本当に来てしまったんだ。

　十一年前……俺の隣となりに母さんが寝ていた、あの雪明かりの日に。

　と、部屋の中で動く気け配はいがした。

　天地の心臓が跳はね上がった。

　慌あわてて後ずさる。

　からりと障子が開いた。

「お父様？」

　見知らぬ少年が立っているのを見て、阿知花は息を吞のんだ。

「……誰なの!?」

　雪明かりに照らされた白い顔は天地の記憶のまま、若く美しかった。

「母さん!!」

　その瞬間、天地は自分をここまで連れて来た怒りも悲しみも、全てを忘れ去ってしまった。

「俺だよ。天地だよ。会いたかった……」

　阿知花は逃げる間もなく、背の高い少年に抱だき締しめられていた。

「母さん……母さん……」

　少年の涙が阿知花の首筋すじに落ち、着物の襟えりを濡ぬらした。

「天……地？」

　阿知花の指が少年の短髪を撫なでた。

「そんなはずないわ……。あなたは誰なの？」

「母さんを離せ！」

　かん高い声が響いた。

　小さな天地が、幼い自分が真剣な顔で拳こぶしを握にぎり締めていた。

「天地はぼくだ！　離せったら！」

　小さな拳が精一杯の力を込めて打ちかかって来た。

　天地ははっと阿知花を離し、後ずさった。

「ごめんよ。驚かして……当然だよな。でも本当なんだ。俺は天地なんだ。母さんに会いたくて、時を飛び越えて来てしまったんだ」

「時を……!?」

　阿知花は少年の顔を見返した。

　似ている……いえ、そうじゃないわ。

　この目は、この輪りん郭かくは、確かに私の……。

「母さん!!」

　阿知花がよろめいたのを見て、天地は咄とつ嗟さに母の体を抱きとめた。

「なぜ来たの？　おまえはいくつになったの？」

「十六歳になったよ」

　天地は阿知花を布団の上に座らせ、自分も膝ひざをついた。

「大事なことを言いに来たんだ。母さん、今すぐここを出よう。俺は時も空間も飛び越えられる。もっと昔へ行こう。いや、じっちゃんの故こ郷きように行こう。樹雷星ならきっともっと生きられる。ここにいちゃダメなんだ！　分かってくれ！」

「もっと？」

　天地ははっと息を吞のんだ。

「もっと生きられるって、どういうこと？」

　しまった！　つい……。

　天地の顔が苦しげに歪ゆがんだ。

「……言うつもりじゃなかったんだ。何も聞かないで俺の言うとおりにしてくれ。今行かないとダメなんだ！」

「待ちなさい、天地！」

　阿知花は天地の手を取り、しっかりと捕つかまえた。

「おまえは本当に未来から来たのね。何かを知っているのね。いいのよ。それを言いに来たんでしょう？」

　幼い自分が恐れに体を震わせているのを天地は感じた。

　こんな形で真実を知った記き憶おくはなかった。

　なぜ忘れてしまったんだろう？

　なぜこの記憶が残らなかったんだろう？

「母さんは……」

　喉のどに熱い塊かたまりがつかえたようになって、天地は思わず唾つばを吞み込んだ。

　言えない。

　とても言えない。

　母さんが三日後に……。

「私は死ぬのね？」

　天地の体が凍こおりついた。

「どうして……」

　それだけ言うのがやっとだった。

「知っていたわ。ここまで生きて来られたのが不思議なぐらいですもの。お前は私を助けようと思ったのね？」

　阿知花の手が宝物を触さわるように天地の頰ほおに触ふれた。

「こんなに大きくなったのね……こんなに男らしく……天地……」

　阿知花の薄色の瞳ひとみに涙が盛もり上がり、こぼれ落ちて頰を伝った。

「いいのよ、天地。これは私が選んだ運命なんだもの。顔を見せに来てくれて、ありがとう」

「母さん……」

　天地は何も言えなくなってしまった。

　知っていた……？

　では、この運命は変えられないのか!?

「ウソだ!!」

　いきなりかん高い叫び声が割り込んだ。

「母さんが死ぬなんて、ウソだ！　お前はウソつきなんだ！　天地はボクじゃないか。お前なんかあっち行けよ！　ぼくの母さんに触るな!!」

「天地！」

　阿知花の手が幼い自分を抱き寄せた。

「いいの。このお兄ちゃんはね、母さんの大事なお友達なの。噓うそつきじゃないのよ。そんなこと言わないの。天地はいい子でしょう？」

「いい子じゃない！」

　天地は身をもがいた。

「おい、ウソつき！　あっち行かないんならぼくがやっつけてやる！　ぼくは強いんだぞ！」

　幼い天地の体が揺ゆらめくようなオーラに包まれ、その額ひたいに力の紋もん章しようが浮かび上がった。

「天地!?」

　カッとエネルギーが[image: 〓]ほとばしり、阿知花の手が弾はじき返された。

　五歳の自分の小さな手に光の剣が現れる。

　それは光こう鷹おう真しん剣けんではなく、そのころ天地が夢中で見ていたヒーローものの剣にそっくりだった。

「樹雷の力……!?」

　阿知花は目を見張った。

　パジャマを着た小さな皇子の体から[image: 〓]るエネルギーは自分の力を遥はるかに超こえるほど強かったのだ。

「いけない！」

　阿知花は身を投げ出した。

　この子の力は大きすぎる。

　分からないまま使わせてはならない。

　この力は時の流れを断ち切り、狂わせてしまう。

　このままでは未来の自分を消し去ってしまうだろう。

「やあッ!!」

　幼い天地は光の剣を振りかぶり、真っすぐに突っ込んで来た。

「止やめて！」

　その刹せつ那な、阿知花が二人の天地の間に割り込んだ。

　光の剣が阿知花の肩に食い込み、止まった。

「母さん!?」

　叫んだのは十六歳の天地だった。

「あ……」

　幼い天地の手から剣が消え、光が消えた。

「母さん！　母さん!!」

「……大丈夫。母さんは樹雷皇家の娘ですもの。母さんだって強いのよ」

　阿知花は細い体で覆おおい被かぶさるように幼い天地を抱き締めた。

「早く行きなさい！　この子は私が封ふう印いんします。お前がいる未来に戻もどりなさい！」

　阿知花はしっかりと幼い天地を抱き締め、樹雷の言葉を呟つぶやいた。

「柾まさ木き・阿知花・樹雷。津名魅の名と我が真名に於おいて皇子天地の力を封印するものなり。天は海に、海は地に、地は天に、我が生命をもってこの力と記憶を封じ奉たてまつる……」

　幼い自分の表情が次第に虚うつろになっていく。

　阿知花の体は光のエネルギーに包まれていたが、その肩の傷からどんどん生命のエネルギーが染しみ出していくのが分かった。




　そうか……そうだったんだ……。




　俺が、母さんを……。




　周囲の風景がぼやけた。

　天地は血を吐はくような叫びを上げると、この時空から消え失せた。








第十六章　「母さん……!!」









「母さん……!!」

　時の狭はざ間まに凍こおりついた心の破は片へんがばらばらと落ちていく。

「俺おれが……母さんを……」

　声に出すこともできぬ叫びは自分の内部を鋭するどい刃で抉えぐり、引き裂さくようだった。




　俺が母さんを殺してしまった……！




　これが真実だったのだ。

　天てん地ちの脳のう裏りに今見たばかりの光景……あの雪明かりの夜の出来事が何度もフラッシュバックした。

　なぜ俺には影がないのか。

　なぜ自分の中に別の自分が、力が住んでいるのか。

　疑問に思わなければ、知りたいと思わなければ一生知らずに済んでいたかもしれないものを見てしまった代だい償しようがこれだった。

　夜の女王と出会わなければ、母さんの言葉を守っていい子のまま暮らせたかもしれない。

　岡山の日だまりの中で、女の子に囲かこまれて何の悩みもなく、夢のように幸せな毎日を送っていたかもしれないのだ。

　幸せ？

　そう、おとぎばなしのような毎日。

　そして皇子様はたくさんの女の子に囲まれて、幸せに暮らしていました……。

　十六歳で真実を知るまで。




　どうして俺が死ななかったんだ!?




　母、阿あ知ち花かの身体からだから染しみ出していった命の光とともに、自分の魂たましいも闇やみの中に吸い取られてしまったような気がした。

　俺が死んでいれば良かったんだ。

　俺自身の手で、不吉な予言をもたらしにやってきた未来の俺を殺していれば……。

　そうすれば母さんはもう少し生きられただろう。

　もしかすると、未来が変わっていたかもしれないのだ。

　母さんが生きていて、親子三人の本当に平凡な、普通の暮らしができていたかもしれない。

　たとえ俺が十六歳で消えてしまったとしても。

　俺はそれでも良かったんだ。

　母さんさえ生きていれば。

　もちろん魎りよう呼こや阿あ重え霞かに会うこともなかっただろう。

　宇宙に出ることも、光こう鷹おう真しん剣けんを使うこともなかった。

　母さんが生きていれば……。




　いつの時とも、どことも知れぬ色のない時の狭間に漂ただよいながら、天地はすすり泣いた。

　俺はもうどこにも行けない。

　母を殺した俺は未来にも帰れない。

　過去にも戻もどれない。

　俺の心がこの時空を選んだのなら、俺はずっとここにいよう。

　どんな時とも、どんな場所ともつながっていないこの狭間のような閉じた時空に。

　天地は自分の肩を抱いて丸くなった。

　ゆっくりと心が冷えていく。

　心の動きと共に消えては浮かび、やって来ては流れていった女たちの幻まぼろしがまとわりつき、天地は苛いら立だたしそうに手を払った。




　あっち行けよ！




　天地は目を閉じた。

　と、色のなかった周囲の空間が闇やみに染そまった。

　闇の中にさっき追い払ったばかりの顔がくるくると変わりながら現れる。

　どうして、どうして、どうして、とその顔は叫んでいた。

　どうして逃げるんだよ、天地。

　魎呼の声だ。

　わたくしとの約束は、命の水を取って来て下さるという約束は？

　恨うらめしげな阿重霞の声。

　天地兄ちゃん、戻って来るよね。

　天地さんは約束を破るような人じゃないわ。

　修行はどうした、天地？

　天地、父さんは信じているぞ。

　声は合わさり、重なり合い、ごっちゃになって聞き取れなくなってしまった。




　分かってるよ。




　天地は両手で耳を塞ふさいだ。

　分かってるからもう、言わないでくれ。

　俺は君たちが、父さんが思ってるような男じゃないんだ……。

　生まれてこない方が良かった子どもなんだ。

　責め立てられているのに心は痺しびれている。

　大きな空くう洞どうがあって言葉がそこからどんどんこぼれていく。

　ただ一つの言葉を残して。




　母殺し!!




　自分の声が呪のろいのように突き刺さった。

　最後に残った真実。

　世界の終わりまで変わることのないまことの言葉。

　天地はびくっと身を震ふるわせ、目を開いた。




　宇宙……！




　きらめく星が、その間に停てい泊はくしている三つの船が見える。

　一つは見知らぬクルーザー、一つはギャラクシーポリスのシャトル、もう一つは。

　間違いない、あの衝しよう角かく、あれは魎りよう皇おう鬼き!?




　では戻って来てしまったんだ。

　時の狭はざ間ま、あの異空間から出て。

　本来の時間に。

　押し戻されてしまったのだ。

　本来あるべき時の流れの中に。

　魎皇鬼のブリッジが迫って来る。

　透とう明めいな半球に覆われたブリッジの中に夜の女王の宮殿にいたはずの人影が見えた。

　魎呼、阿重霞、青せい蘭らん。

　みんな戻って来ている……？

　シャトルのコクピットには美み星ほしと清きよ音ねの姿。

　金髪の見知らぬ女が一人。




　ダメだ……！




　天地は思わず身をかばうように腕うでを上げた。

　帰りたくない。

　こんな思いを抱いたまま帰れない。

　一体なんて言えばいいんだ？

　父さん、母さんを殺したのはこの俺なんだ。

　じっちゃん、俺の力は母さんの血で封印されていた呪のろわれたエネルギーだったんだ。

　そんなこと、言えるわけがないじゃないか!!

　と、その時だった。

　ふっと、何かに操あやつられるように魎呼が顔を上げた。




　魎呼、見るな!!




　真空の中で伝わるはずのない声を上げた、その刹せつ那な、止まるはずのない時の流れが確かに止まったように思えた。

　透とう明めいで硬こう質しつなドームを挟はさんで天地は魎呼の、魎呼は天地の姿を捕とらえた。

「天地!?」

　その声に阿重霞と青蘭が振り向き、息を吞のんだ。

「……天地様!?」

　シャトルのコクピットでは雪ゆき之の丞じようが異様なエネルギー干かん渉しよう波はを捕らえていた。

「警けい告こく！　時空間の位相が乱れているでござる！　退たい避ひしないと危険でござる！」

　一級刑事のやり方でブロンディの調書を取っていた清音は美星に腕をつかまれ、信じがたいものをスクリーンに見た。

　天地が、シールドも宇宙服もなしに宇宙空間に浮かんでいる。

「まさか……そんなことが……」

　清音はいきなり立ち上がると通信スイッチを入れ、叫んだ。

「天地さん、聞こえる？　早く中に入るのよ！　死んでしまうわ！　天地さん……」

「雪之丞、救助用ネットを！」

　美星の声が清音を遮さえぎった。

「ラジャーでござる！」

　清音は愕がく然ぜんとシートに座り込んだ。

　アタシ……今、何を……。

　遭そう難なん者救助用ネットが天地に向かって投げかけられるのを呆ぼう然ぜんと見つめながら、清音は自分が到底エリート刑事とは思えぬ行動を取ってしまったことに気づいた。

「鷲わし羽ゆうさん！　天地さんが、早く！」

　機内通信に向かって喚わめきながら清音は、天地が救助用ネットを避さけ、後ろに移動したのを見た。

「天地兄ちゃん!?」

　機内通信を聞いた砂さ沙さ美みが飛び込んで来た。

　その後から常になく青ざめた顔の鷲羽が入って来る。

「……時が来たか」

　鷲羽は宇宙空間に浮かんだ天地の姿を認みとめるとそっと後ずさり、通路の壁に凭もたれた。

「鷲羽さん？」

　異変に気づいたジョージがキッチンから出て来て鷲羽に声をかけた。

「……ジョージ」

　鷲羽は手招きすると身を起こし、早口で囁ささやいた。

「まだ契けい約やく書も交わしてなかったわね。だからこれは友人として頼みたいんだけど、聞いてくれる？」

「何なりと、鷲羽さん」

　ジョージは簡かん素そな、感じの良い笑みを浮かべ、身を屈かがめた。

「今度ばかりは何も出来ないの。助言したり、ヒントを与えたり、解説したり、一いつ切さいね。私が顔を出せば必ずそういうはめに陥おちいるわ。だから私はいないの。聞かれても知らないと言って。ここで質問責めにあってるわけにはいかないのよ。私にはやるべきことがあるの。お願いできる？」

「分かりました」

　ジョージは即そく座ざに答え、頷うなずいた。

「どうぞ行って下さい。私の持てる能力の全すべてを尽くして信頼に答えましょう」

　ジョージは手を差し出した。

　鷲羽はふっと微ほほ笑えんで銀色の手を握にぎり返した。

「ありがとう」

　鷲羽は真顔に戻もどると個室の奥に消えた。




　天地はシャトルから救助用ネットが射出され、空むなしく回収されていくのを震ふるえながら見つめていた。




　俺を見るな、俺に構わないでくれ。




　心中の動揺があまりに激しく、自分をこの真空の中に止とどめている力が何なのか、その力が何を為なそうとしているのか、殆ほとんど考える力を失っていた。
















　俺は帰って来たんじゃない、違うんだ……。




「天地!!」

　すぐそばで声がした。

　真空の中を声が伝わるはずもなく、それは天地の脳のう裏りに直接響いて来たのだった。

「帰って来たんだな……よく帰って来たな、天地……」

　ブリッジから魎呼の姿が消えたかと思う間もなく、瞬間移動したバトルスーツ姿の魎呼が天地のそばに現れた。

「違う……」

　天地の声は伝わらなかった。

　しなやかな身体が天地を抱き締しめ、水色の髪が天地の顔をくすぐるように揺ゆれた。

「帰ろう、天地。地球に帰ろうよ。お前があたしのものでなくてもいい、お前がいればそれでいいんだ」

　薄うすいＴシャツを通して魎呼の爪つめが肩に食い込んだ。

「魎呼!?」

　肩が痛い。

　真実を知った時に心も死んでしまったはずなのに身体はまだ痛みを感じるのだ。

　俺はまだ生きているのか？

　普通の人間ならとっくに死んでいるはずの真空に身を晒さらしながら、俺の力はこの空間の中に場を作り出し、死を拒こばんでいる。

　俺はもう人間じゃない。

　違うものになってしまったんだ。

　時を飛び、母を殺し、今まだ内部で荒れ狂っている得え体たいの知れない力を抱えた化け物、その力をどうしていいかも分からない化け物に。




　離せ!!




　しがみついている魎呼の腕を振りほどこうとした時、ブリッジに立ち尽くしている青蘭の顔が目に入った。

　青蘭は身じろぎもせず、唇を引き結んだまま魎呼の後ろ姿を見つめていた。

　その群ぐん青じよう色の瞳ひとみには悲しみの色があった。

　愛と呼ぶにはあまりにも一いち途ずな、青い炎ほのおが。

　愛している……愛しているよ、魎呼。お前が何をしようと、何を思っていようと、俺はお前を愛している。たとえ今宇宙が終しゆう焉えんの時を迎えても、俺はお前を捜さがし出し、迎えに行こう。お前が俺のものになるまで、俺の魂と一つになるまで、ずっと……。




　青蘭の瞳ひとみはそう言っていた。

　唇に上ることもなく、心の内に叫ぶでもないその言葉は闇を照らす光のように魎呼の存在を包み、照らし出していた。




　愛している？　愛しているだって!?




　魎呼の背に回した天地の指が引きつった。

　衝しよう動どうのような激しい憎しみが初めて天地の中に生まれ、膨ふくれ上がった。

　俺はどんなに母さんを愛していたか、求めていたことか。

　永遠に失って今なお、求め続けている。

　愛している、愛していた。

　愛で運命が変えられるものならとっくに変えているほど愛していた、今でも!!

「離せ、魎呼!!」

　天地の声は魎呼にも、ブリッジで震ふるえている阿重霞にも、シャトルのコクピットにいる清音たちにもはっきりと届いた。

「何を待ってたんだよ？　みんなで追っかけてきて俺に何を期待してるんだ？　約束を守ることか？　地球に帰ることか？　家に戻っておとなしくニンジン畑を耕たがやすことか？」

　天地は魎呼の腕を振りほどき、三台の船を見下ろす位置に浮かび上がった。

「もうイヤだ！　未来なんかいらない。たった一人の人間を守れもしない約束なんか、愛なんかいらないんだ。消えろ！　みんな消えてしまえ!!」

　天地の身体の周りに闇やみが渦うず巻まき、黒い炎のように燃え広がった。

「緊きん急きゆう退たい避ひ！　エネルギーが低下しつつあるでござる！　スクランブル・ドライブ用意、10カウントで退避するでござる！」

　シャトルのコクピットでは雪之丞が喚わめき、コンソールにエマージェンシー・ランプが点てん滅めつした。

「どうして……一体何があったの!?」

　星々の光が、天地の周囲に集まった闇に遮さえぎられて、スクリーンから消えていく。

「清音、見て！　天地さんが泣いてる……」

　美星は青ざめた顔でスクリーンの天地を指さした。

　闇の中心に浮かんだ天地の顔は悪あく霊りようのようだった。

　涙の跡などなど見当たらなかった。

「ウソ！　泣いてなんかいないわ。天地さんは別人になっちゃったのよ。あれは天地さんじゃないわ。こんなことするはずない……」

「逃げられないかもよ」

　ゆったりと足を組んでスクリーンを見上げていたブロンディが立ち上がった。

「もうすぐママが来るわ。ここで最後を見届けなさいな。それとも、別の世界に行く？　早くしないとあの子のブラックホールに吞のみ込まれちゃうわよ」

　ブロンディは緑の瞳ひとみを楽しげにきらめかせ、振り返った。

「最後!?」

　清音は喘あえぐように声を押し出した。

「何の最後なの？」

「この世界の最後。ああ、ワクワクするわ！　こんなの初めて！」

　その時、カウント・ダウンが終了した。
















「退避不能！　退避不能……」

　コンソールのライトが消え、照明が落ちた。雪之丞の声が途と絶だえ、計器類は全すべて沈ちん黙もくした。

　闇が来る……。

「清音！」

　美星は震えながら暗闇の中に這はいつくばり、必死に何かを手て探さぐりしていた。

「リングは？　あの奇跡のリング……」

「これ？」

　コクピットの入り口で、誰だれにも忘れられたまま震えていた砂沙美の手がリングを差し出した。

「砂沙美ちゃん！　それよ。願って！　天地さんを止めて！」

　闇の中でそれ自体妖あやしい光を放っているリングを握り締め、砂沙美は魔物のようなスクリーンの天地を恐ろしげに見つめた。

「天地兄ちゃん……元に戻って。いつもの天地兄ちゃんに戻ってよ!!」

　一瞬、スクリーンの天地に表情が戻った。

　天地は何かを言おうとしているかのように口を開き、砂沙美の目を見返した。

「さよなら、砂沙美ちゃん」

　遥はるか遠い世界から聞こえてくるような天地の声を、そこにいた誰もが耳にした。

「天地兄ちゃん……!?」

　砂沙美の手からリングが落ちた。

　光のように一瞬差し込んだ温ぬくもりが消え、天地の表情は再び冷たく、険けわしくなった。

　砂沙美は目を見開いたまま後ずさり、コクピットの壁に突き当たって崩くずれるようにしゃがみ込んだ。

「マグは？　どこにいるの？　ジョージさん、マグを探して……」

　と、その腕に何か柔やわらかくてふわふわしたものが押し込まれた。

「ここにいますよ。砂沙美姫、リングを貸して下さい」

　ジョージは床に落ちていたリングを拾い上げ、ブロンディに手渡した。

「この子と刑事さんたちを助けて下さい、ブロンディさん。私の願う奇跡はそれだけです」

　ブロンディは妙な顔でジョージを見返した。

「あなた……ヘンね。ロボットのくせに魂があるなんて。ま、いいわ」

　ブロンディは殆ほとんど闇に吞み込まれたコクピットを見回し、抱き合ったまま震えている清音と美星に笑いかけた。

「奇跡を信じる？　エリート刑事さん。あと一分も立たないうちにこの船は闇に吞み込まれて跡あと形かたもなくなるわ。この子が奇跡そのものなのよ！　彼に拘かかわった全ての時と空間が消滅するの。未来も、過去も消えるのよ。彼がそう望んだから。多分、あちこちに空くう洞どうができるでしょうよ。虫食いだらけになった不安定な世界は自己崩ほう壊かいを起こすわ。全ての存在が引き裂かれ、バラバラになって混ざり合うの。闇のスープのようにね……」

　ブロンディがうっとりと顔を上げると、金髪の光輪ハローが放射状の輝きを放った。

「あたしたちの食べ物、命の源みなもと！　ああ、ワクワクするわ。全ての情報が溶とけ込んだスープはどんな味がするかしら？」

　エネルギーがゼロになってしまったのにも拘わらず、スクリーンは闇の炎に揺らめくような天地の姿を映し続けていた。

　清音は身体が冷えていくのを感じた。

　当たり前だわ。空調も生命維い持じ装置も働いてないんだから。

「美星……」

　清音は震える手で美星の手をつかんだ。

「あたしたち、死ぬの？　そうなのね？」

「いいえ」

　美星は僅わずかに頭を振った。

「家に帰るのよ。私は天地さんを信じてるわ。リングなんかなくても奇跡はきっとこの運命を覆くつがえす。私たちは本当の天地さんを知らないだけなのよ」

　その刹せつ那な、暗黒がシャトルを吞み込んだ。

「みゃあああん！」

　魎皇鬼の機体が瞬またたくように瞬間移動し、闇の縁ふちにいた魎呼を攫さらって少し離れたところに現れた。

「魎呼!!」

　ブリッジに出現した魎呼の身体を青蘭が抱きとめた。

「逃げるんだ。皇子はもう人間じゃない。何かがあの少年を変えてしまったんだ。ぐずぐずしていると俺たちもあのシャトルのように闇に吞み込まれてしまうぞ。今すぐスクランブル・ワープするんだ！」

「青蘭……」

　遥はるか昔、パートナーだった男の青い宝石のようにきらめく瞳ひとみを見上げた時、亜空間の白い霧きりの中にウエディング・ドレスと一いつ緒しよに紛まぎれて消えていったネプチューンの涙が脳のう裏りを過よぎった。

　ごめんよ、青蘭。

　あたしとお前はすれ違っていく運命なんだな……。

「やっぱ、バカだな、おめーはよ」

　魎呼の瞳に金色の熱い炎が灯った。

「あたしが尻しつ尾ぽ巻いて逃げ出すと思ってんのか？　天地は天地よ。こんな天地は見たことないけどさ、あたしが止めなくて誰が天地を止めるんだよ？　大丈夫、そんなにヤワにできてないぜ」

「魎呼!?」

　青蘭の顔に一瞬、激しい葛かつ藤とうが表れた。

「……お前の心は皇子のものなのか。少しでも俺のものになってはくれないのか。そうなんだな？」

　魎呼の瞳が陰った。

「ごめんな、青蘭。あたしのかわりに魎皇鬼をやるよ。阿重霞を連れて出来るだけここから離れてくれ。魎皇鬼！　今からこいつが主人だ」

「みゃああああん……」

　叫ぶような、長く尾を引いた声がブリッジに木こ霊だました。

「じゃあな」

　一瞬、魎呼の唇が青蘭の頰ほおを掠かすり、耳元に囁ささやきを残した。

　魎呼は顔を背そむけると、広がり行く暗黒の中心を見つめ、足を踏み出した。

　天地は闇の中に浮かんだ小さな十字架のように見えた。

「待って！」

　その腕を阿重霞の手が引き留めた。

「わたくしも参ります。魎呼さん、わたくしが結界を張りますわ。一緒に行きましょう」

　阿重霞の顔には固い決意があった。

　その表情からはいつもの険けんが取れ、魎呼が思わずはっとしたほど柔らかな美しさに満ちていた。

「わたくしは愚おろかでした。奇跡は自分のためにあるものではないのですわ。やっと今、そのことが分かりましたの。ほら……」

　阿重霞はシャトルが吞み込まれた場所を指さした。

　ちょうどコクピットのあった辺あたりに光の結界が浮かび、三人の小さな人影を包み込んでいた。

　その結界を作り出しているのは三人よりさらに小柄な姿だった。

「鷲羽……！」

　魎呼は不意に笑い出したい気持ちになった。

　鷲羽にとっちゃ別に奇跡ってわけじゃないだろうが、少なくとも砂沙美たちは無事だ。

「行こう、阿重霞」

　魎呼は阿重霞の手をつかむとブリッジから姿を消した。

　青蘭は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、二人の女が消えた空間を見つめていた。

「魎呼……」

　行ってしまった……これで三度目、そしてこれが最後の別れになるだろう……。

　ごめんよ、青蘭。

　確かにそう言ったのだ。

　人に頭を下げたことのない女が、初めて優しい目をして、優しい言葉を吐いた。

　もう戻って来ない。

　青蘭の目は遠ざかる魎呼の姿を追っていた。

　ついに報われることのなかった想おもいのように、求め続けてきたものがどんどん遠ざかって行く……。

　不意に、魎皇鬼を駆かってその後を追っていきたい激しい衝動に駆られ、青蘭は思わず膝ひざをついて固く目を閉じた。

　ダメだ！　追ってはいけない。

　一度はそう決心したじゃないか。

　魎呼、俺はお前の影になる、と……。

　青蘭は目を上げた。

　ふと、やるべきことを見いだしたような気がしたのだ。

「奇跡のタリスマン……」

　青蘭は祈るように手を差し出し、愛する女の姿を思い浮かべた。

「俺は魎呼を守ろう。影として、盾たてとして魎呼の全すべてを。夜の女王よ、俺は何の力もないがこの命を捧ささげよう。代価を受け取るがいい」




　リィィィィン……。




　震えるような音とともにシャトルにあったはずのタリスマンが現れ青蘭の手に収まった。

　青蘭はタリスマンを両手に包み込むようにして、目を閉じ、俯うつむいた。

　闇に溶け込むように、その姿はゆっくりと薄れていった。

　と、誰もいなくなったブリッジの床にタリスマンが落ち、澄すんだ音を立てて転ころがった。




「天地！」

　闇の渦うずの中に足を踏み入れた途と端たん、凄すさまじいエネルギーが襲おそって来た。

　怒り、後悔、絶望……天地の味わった思いがそのまま身体を引き裂くようなエネルギーとなって荒れ狂っていた。

「これは……何ですの!?」

　嵐に翻ほん弄ろうされる二羽の海鳥のように、魎呼と阿重霞は引き裂かれそうになり、再び重なり合うようにして少しずつ天地の方に近づいていった。

　阿重霞の結界が二人の周りを小さな光の柱となって取り囲んでいる。

「阿重霞……」

　魎呼は歯を食いしばった。

「分からねェか？　これは天地の心なんだ。天地の心から吐き出されたエネルギーなんだ。……辛つらいぜ。何があったのかあたしには分からねェけど、悲しいよ、阿重霞。天地はウソをついてる」

「ウソですって!?」

「天地はあたしたちを消そうとしてるんじゃないんだ。ホントは自分を消そうとしてるんだ。そうだろ、天地!!」

　闇の中心で十字架のように両手を広げ、遥か彼方かなたを見つめていた天地がゆっくりと両手を下げると、激しく吹き荒れていたエネルギーの嵐がゆるゆると渦うずを描くように天地の周りを回り出した。

「……どうして来たんだよ？　俺はもう天地じゃない。お前が知ってる気弱な、お人よしの天地は死んだんだ。せっかく何もかも忘れていられたのに、二人して邪じや魔ましに来たのか？」

「違うわ！」

　阿重霞が進み出た。

「どうしてこんなことになってしまったの？　天地様、何があったの？　わたくしに出来ることなら何でもいたしますわ。どうかわけを聞かせて下さいな。阿重霞は天地様が好きです。死ねとおっしゃるなら死んでもいいと覚かく悟ごしてここまで来ましたわ。でも、わけも分からないまま死ぬのは嫌いやでございます。天地様、阿重霞は真実を知りに参ったのですわ」

「真実？」

　天地の表情が怒りを帯びた。

「じゃあ聞くけど、樹じゆ雷らい皇おう家けの力って何なんだ？　何のためにあるんだ？　俺のこの手の力は何のためにあるんだよ!?」

「それは……」

　阿重霞は戸と惑まどった。

　なぜ？　魎呼やわたくしのために神か我が人とと戦って下さったじゃないの。

　その気持ちに偽いつわりが少しでもあれば、光こう鷹おう真しん剣けんは使えなかったはず……。

　阿重霞は答えた。

「愛する人を守るためですわ。我が身を守り、愛するものを守るためにあるのです。力の契けい約やくはそうして結ばれるのです」

「本当か？」

　天地は両手を開き、目を伏せた。

　両手の間に光が集まり、刀身を作り出す。

　と、目を上げた瞬間、それは闇の刃へと変わった。

「これが光鷹真剣さ。この刃は確かに大事な人を守ることも出来る。だが、殺すことも出来るんだ。こういうふうにね！」
















　天地は剣を振り下ろした。

　カッと結界が弾はじけ飛んだ。

「きゃああっ」

　天地の怒りが、悲しみがどっと押し寄せ、阿重霞の全身を打った。

「どうして母さんはこんな力を俺にくれたんだ？　こんなもの、俺はいらなかった。樹雷皇家の血が俺の運命を操あやつっているというなら、俺は生まれて来ない方が良かったんだ！」

「どうして……」

　息が出来ない。

　闇が濃こすぎて結界が張れない。

「なぜそんなことをおっしゃるの？　天地様、時を飛んだ時、一体何を見たの？」

「教えてやろうか、阿重霞さん」

　天地は刃を消し去り、両手で阿重霞の頰ほおを挟はさむと顔を近づけた。

「俺は母さんを殺したんだ。五歳の時、俺はこの手に光鷹剣を持って母さんを殺した……」

　否いや応おうもなく覗のぞき込んだ瞳ひとみの中に、ひとつの光景が映し出された。

　叫びを上げて切りかかる幼い少年、初めて見る若い天地の母の、その肩に食い込んだ光鷹真剣、青ざめて立ち尽くす十六歳の天地。

「まさか……」

　阿重霞はよろめき、魎呼に抱きとめられた。

「分かったか。これが真実なんだ。焼き付いたまま、離れないんだ。君に一体何が出来る？　何が出来るんだよ!?」

　天地の手に再び闇の刃が現れた。

「俺に出来ることがたったひとつあるとしたら、それはこの世界を消し去ることなんだ。この呪のろわれた運命をね。そして俺も消える」

　天地は横なぎに剣を払った。

「やめろ、天地!!」

　間一髪、魎呼の腕が阿重霞を引き倒し、刃は空を切った。

「どうして逃げるんだよ!?　こいつやあたしを消せばおめーの見たものから逃げられるのか？　みんな消しちゃえば忘れられるのかよ？　おめーの母さんはそんなこと願ってたんじゃないだろ？　いつからそんな卑ひ怯きような男になっちゃったんだよ？　そんな奴やつの道連れに死ぬのはゴメンだぜ！」

　魎呼の手にオーラ・ブレードが現れた。

「そんなに死にたきゃあたしが死なせてやるよ。天地、あたしと戦え。おめーみたいなヤワな男があたしに勝てるかどうか、しっかり見てやるよ」

　魎呼の全身からカッと目映まばゆいオーラが[image: 〓]ほとばしり、闇を押し返した。

「行くぜ!!」

　光の残像が見えるほど素早い一いち撃げきが真っ向から襲おそいかかって来た。

　天地は思わず身を捩よじり、皮一枚ほどの間合いで攻撃を躱かわした。

「ウソつき！　ホントは死にたくねえんだろ？」

　魎呼の目が金色に切れ上がった。

　オーラ・ブレードが走り、闇を切り裂さく。

　魎呼は本気だった。

　本気で戦わなければ俺は魎呼に消されてしまう……！

　もう考える間も、喋しやべる間もなかった。

　天地は闇の刃で攻撃を受け流し、切り込んだ。

　身に染しみ込んだ光鷹剣の修行が天地の身体を動かし、相手の動きを読み、間合いを計る。

　天地の心には今、怒りだけがあった。

　魎呼がいなければ解き放っていただろう力、阿重霞の言葉で再び甦よみがえってきた苦しみ、後こう悔かいに身を苛さいなまれながら生き続けていく未来……。

「邪魔するな!!」

　天地の喉のどから絞しぼり出すような叫びが吐き出された。

「俺の気持ちなんか分からないくせに！　消えろ！　俺の前から永遠に消えてしまえ！」

　闇の刃がオーラ・ブレードを打ち砕くだき、魎呼の腕を切り裂いた。

　返す刃が魎呼の首をなごうとしたその刹せつ那な、男の影が盾たてのように魎呼の前に立ち塞ふさがった。








第十七章　「おまえは……青せい蘭らん!?」









「おまえは……青蘭!?」

　魎りよう呼この前に立ち塞ふさがった男は、確かに青蘭だった。

　魎呼と違って生なま身みの男がどうしてここまで来られたのか、今の天てん地ちには思いも及ばなかったが、闇やみの刃を素手でつかんでいるのは紛まぎれもなく青蘭なのだ。

「止やめるんだ、皇おう子じ！」

　青蘭の手の中で刃が砕け散った。

「魎呼は君を愛している。どんなに辛つらい思いをしてここまで来たか、君には分からないのか？　顔を背そむけるな！　自分が消し去ろうとした世界を良く見るがいい」

　青蘭の瞳ひとみは暗い海に洗われた星のように澄んだ光を湛たたえていた。

　全すべてを捨て去った男の目だった。

　天地はたじろいだ。

「邪じや魔まするな……！」

　語尾が微かすかに揺らいだ。

　その揺らぎを感じ取ったかのように青蘭はふと微ほほ笑えみ、青ざめたまま震えている魎呼を庇かばうように脇わきに退のいた。

「天地……」

　魎呼は青蘭の存在など目に入らないようだった。

「どう……したんだよ。ホントにみんな消えちゃえばいいと思ってんのか？　双そう蛇じやの中であたしを助けてくれたじゃないか。みんなで帰って来たじゃないか。父さんだって、じっちゃんだって待ってるぜ。おめーも世界も消えちゃったら、あたしはどこへ行けばいいんだよ？」

　不意に魎呼がぶつかるように天地に走り寄り、その肩をつかんだ。

「あたしはいつものおめーがいいよォ……。情けなくって、お人よしで、でもウソなんかつかないおめーがいいんだよォ……」

　魎呼は天地の胸に顔を埋うずめ、子どものように泣いた。

「天地ぃ……もう止めてくれよ。おめーが死んだって、母さんが帰ってくるわけじゃないだろ？　みんな心配して来たんだぜ。阿あ重え霞かも、美み星ほしも清きよ音ねも……だって、おめーは一人だとすぐ落ち込んじゃうからさ、賑にぎやかな方がいいだろ？　ごめんよ……あたし、何にもできなくってさ……」

　天地の心の中で何かが動いた。

　ゲルダの熱い涙が雪の女王の宮殿に捕とらわれたカイの凍こおりついた心を溶とかしたように、魎呼の涙は天地の空洞を満たし、乾かわいてひび割れた心に染しみ込んでいった。

　阿重霞は一対の若木のように抱き合った二人を見つめながら、不意に二人の頭上に恵めぐみの雨が降り注そそぐ幻げん影えいを見た。

　雨と思ったのは涙だった。

　天地の上に樹じゆ雷らいの衣装を纏まとった若い女が守るように腕を広げている。

　俯うつむいたその顔は津つ名な魅みのようにも、母阿あ知ち花かのようにも見えた。

「……阿知花さん？」

　その幻まぼろしのような姿は阿重霞が目を凝こらす前に消え去り、途と方ほうに暮れたような顔の天地と小さな妹のように泣きじゃくっている魎呼の姿が残された。

　見えないの、天地様？

　阿重霞は叫びそうになった。

　お母様がいらっしゃるわ。

　ずっと守っていらしたのよ。

　目を開けば、すぐそばにいらっしゃるのが見えるはずよ。




　この世界は愛に満ちている！




　耳の中で脈打つ樹雷の血が、センサーのように目に見えない愛の粒りゆう子しを感じ取った。

　それは宇宙の隅すみ々ずみまで散らばって結ばれる時を待っていた。

　粒子の一つ一つがプラスとマイナスのスイッチを持っているのだった。

　片方は光の力を、もう片方は闇の力を持ち、結び合い、融ゆう合ごうして流れを作る。

　その流れの中で、一つの粒子のスイッチが切り替わった。

　その変化はすぐに阿重霞の血に伝わり、共きよう振しんして次々とスイッチを切り替えていった。

　阿重霞は力の流れが変わったのを感じた。

　抱き合っている二人を見ても、不思議と嫉しつ妬との感情は湧わいてこなかった。




　わたくしたちは皆、同じ思いでいるのだわ。




　阿重霞は思った。

　一人闇に足を踏み入れ、闇の国の食べ物を口にしながらここまで戻って来た人が、再び闇の世界に引き込まれることのないように、と。

　あなたの味わった真実という苦にがい果実は喉のどを焼き、耳を聞こえなくさせ、見るものを闇で染めてしまったけど、その中に愛という種た子ねが隠れていることにきっと、天地様なら気づく……。

　言葉で表せばそんなようなことをただ阿重霞は温ぬくもりのように感じ、そばにいる砂さ沙さ美みや美星や清音の心が祈いのるように天地を包んでいるのを感じた。




　戻って来て！　わたくしたちの世界に！




　阿重霞は我知らず両手を組み合わせ、祈った。

　わたくしたちは何もできないけれど、何の力もないけれど、天地様が苦しんでいるのを見ているのは、身を切られるより辛つらいのですわ。

　わたくしたちが無む駄だに使ってしまった奇き跡せきのタリスマンに、まだ力が残っているならば、どうかお願い、天地様を助けて！




　リィィィィン……。




　阿重霞の耳に、空そら耳みみのように微かすかな共鳴音が聞こえた気がした。




　鷲わし羽ゆうの結界の中で、清音はふと耳をそばだてた。

「聞こえる……？　もうタリスマンはないのに」

　美星は夢から覚さめた人のように清音の方を振り向き、微笑んだ。

「私、祈ってたの。清音もでしょ？　きっと私たちの願いが一つに合わさったのね」

　美星は砂沙美の手を取るとその小さな肩を抱き寄せた。

「砂沙美ちゃんの気持ちが通じたのよ。誰だれよりも天地兄ちゃんのこと、好きなんだもの。きっとそうだわ……」

　砂沙美は何も言わずに美星に寄りかかり、姉の決然とした後ろ姿を眩まぶしそうに見つめていた。

　お姉様は本当に天地兄ちゃんが好きなんだ……。

　魎呼お姉ちゃんとケンカばっかりしてるけど、今は二人ともおんなじことを考えてる。

　戻って来て……天地兄ちゃん、戻って来てって……。

「聞こえたよ」

　砂沙美は清音の方に手を伸ばした。

「なんだ……砂沙美たち、みんなおんなじこと考えてるんだね」

　その手を清音の手がしっかりと握にぎり返した。

「美星……奇跡を信じるわ。アタシって、ほんとにバカよね」

「ううん、違うよ」

　美星のかわりに砂沙美が答え、にっこり微笑んだ。

　少しずつ、天地の周囲から闇やみの気け配はいが消えていく。

　天地は、初めて気づいたように魎呼の水色の髪を見下ろした。

　冬の空のような薄い水色……。

　母さんのお墓の前で泣いてた時、降ふりしきる雪を透すかして幻のように揺れていた水色の髪……。

　子ども時代の無む邪じや気きな風景の中に見え隠れしているほっそりとした、しなやかな姿。

　ほこらの鍵かぎを開けた時に聞いた空耳のような微かすかな囁ささやき、そして何が何だか分からなかった初めての出会い。

「魎呼？」

　その声につられるように魎呼が顔を上げた。

「天地……あたしのそばにいてくれるよな？　消えたりしないよな？　なんて顔してんだよ、天地……うんって言ってくれよ」

　天地は戸と惑まどったように手を離した。

　怒りは消え去り、痛つう恨こんの思いが天地の心に染しみ込んでいった。

　俺おれは何をしたんだ？

　魎呼の腕から血が滴したたり落ちているのを見、天地はたまらなくなった。

　俺は魎呼を殺そうとした……。

　こんな気持ちを抱いたことはなかったのに。

　俺が解とき放とうとしていたものは、こんな結末を望んでいたのか？

「天地様！」

　阿重霞の声がした。

「目を覚まして。お母様はきっと見ていらっしゃるわ。憎しみや怒りの為ために力を使えば、それは血と闇の中に取り込まれてしまう。お母様はそんなことを望んでいらっしゃったのではないはず……」

　天地は振り向いた。

　阿重霞が、鷲羽の結界に守られた砂沙美が、清音と美星が、祈るように天地を見つめていた。

「すてきな皇おう子じ様、早く世界を消してしまいなさいよ」

　ブロンディの金髪が闇の中から現れた。

　その背後に月つく読よみの輝かがやくような姿が浮かび上がる。

「皇子よ、選ぶがいい」

　月読は甘やかな悪夢のように微笑んだ。

「この世界の時とともに歩むか、わらわと新しい時を歩むか、お前自身が決めるのじゃ。わらわはお前に愛を捧ささげ、全すべての記憶を消し去ってやろう。一いつ切さいの苦しみが消える。お前はわらわの内に生まれ変わるのだから」

　天地は世界の中心にひとりぼっちで立っている自分に気づいた。

「俺は……」

　天地は一人一人の顔を見渡した。

　自分の人生にかかわってきた女たち、様々な愛の花束のような、それぞれ色合いの違う、だが真しん摯しな思いが天地を包み、答えてくれるのを待っていた。

　俺には受け取れない。

　天地は辛つらい気持ちで俯うつむいた。

　受け取る資格なんかない。

　俺は何一つ、できなかったんだから。

　それどころか、君たちを……この世界を消し去ろうとしていたんだ……。

　ふと、月読の手に委ゆだねて全てを忘れ去ってしまいたいという思いが脳のう裏りを掠かすめた。

　それは眠りにつく前の気持ちに少し似ていた。

　嫌いやなことや恥ずかしいことを忘れ、また新しい朝が来ることを願って目を閉じる……起きてしまったことはもうどうにもならないけど、明日、またやりなおせばいいと心に誓ちかいながら……。

　明日!?

　天地は不意に気づいた。

　俺がこの世界を忘れてしまったら、もう明日は永久に来ないんだ。

　母さんの思い出も、今まで生きてきた時もみんな消えてしまう。

　母さんの願いも、母さんの言葉も、母さんから受け継ついだ力も何もかも……。

　そして俺は結局、何一つできないままこの宇宙から消える……。




　天地!!




　母の声が聞こえたような気がして、天地ははっと顔を上げた。




　逃げてはなりません。お前は母さんの魂たましいを受け継ぐもの。その力は母さんがたった一つ、お前に残してやれた贈おくり物なのです。お願い……母さんの思いを受け取って。闇の中に返さないで……。




「母さん！」

　天地の目に光が戻もどり、額ひたいに力の徴しるしが浮かび上がった。

　流れが変わる。

　ブラックホールのように口を開けて天地を吞のみ込もうとしていたものが一気に弾はじけ散り、光の粒子となって世界に帰っていった。

「……ダメだ」

　天地は月読を見返した。

「俺、行けないよ。いや……行かない。俺は家に帰らなきゃならないんだ。この力は母さんの形かた見み……母さんの魂なんだから」

　月読は時が淀よどむかと思うほど長い間、天地を、その額に輝く力の徴を見つめていた。

　その深しん紅くの瞳が天地を探さぐり、試ためすように揺ゆさぶり、やがてゆっくりと離れて行った。

「幼い皇子よ、お前は成長したようだな」

　月読が微笑むと、天地の胸に一瞬爪つめで搔かいたような痛みが走った。

「ならばわらわはもう行くとしよう。再び道の交わる日まで。皇子よ、覚おぼえておくが良い。お前の力が、お前の存在がわらわを呼んだのじゃ。再びまみえる日が来る。お前が大人になり、その力が重荷になった時にな。さらばじゃ」

　月読の姿が笑うように揺れ、ゆるゆると闇の中に消えて行った。

「あーあ、せっかく面白くなりかけたのに。ま、いいわ。またいつか会いましょ！」

　ブロンディは鼻の頭にしわを寄せて笑ったかと思うと、きらきらと光の粉を振りまくように闇の中へと消えてしまった。

　天地はしばらく放心したように月読の消えた跡を見つめていた。

「……帰らなきゃ」

　ようやく言葉が戻ってきたかのように、天地は呟つぶやき、途方に暮れたように魎呼の方を振り返った。

「どうしよう……俺、ここがどこなんだか全然……」

「天地!!」

　いきなり魎呼が天地のそばに現れたかと思うと、窒ちつ息そくしそうな勢いで天地を抱き締めた。

「魎りよう皇おう鬼きがいるじゃんか。あたしが今すぐ連れて帰ってやるよ。さあ、行こうぜ、天地」

「……うん」

　天地は微笑んだ。

「帰ろう、魎呼。地球へ……」

　天地は魎呼の背に腕を回し、水色の髪に顔を埋うずめた。

　日なたの匂いがする。

　暖かくて甘い、乾いた風と光の匂い……。

　と、視界の端はしで透すき通った影が揺れた。

「青蘭？」

　二人の脇わきに立った青蘭の姿は半ば透き通り、本当に魎呼の影になってしまったかのようだった。

「気にするな、皇子」

　青蘭は笑った。

「俺は魎呼を守る為に奇跡を願った。願いは叶かなえられた。俺はそれで十分さ」

　青蘭の姿が薄れ、遮さえぎられていた背後の星々が光り始めた。

「愛しているよ、魎呼。俺の魂はいつも君のそばにいる。君が生きている限り……」

　一瞬、青蘭の輪りん郭かくを星の光が縁ふち取どり、ゆっくりと薄れていった。

　魎呼が目を凝こらした時にはもう、その姿は闇に紛まぎれ、消えていた。

「青蘭!?　おめー、まさか……」

　気づくのが遅すぎた。

　魎呼は何も言わずに天地の手を取ったまま、近づいてきた魎皇鬼の中に瞬間移動して消えた。

「まあ……」

　阿重霞は鷲羽のそばで、二人の消えた跡を呆ぼう然ぜんと見つめていたが、たまりかねたように振り向いた。

「わたくしたちはどうするんですの？　どうやって家に帰ったらよろしいのかしら？」

　鷲羽の頰ほおにやっといつもの笑みが浮かんだ。

「そう、そういう質問なら大歓かん迎げいだわ」

　鷲羽が指を鳴らした途と端たん、見慣れたシャトルのブリッジが現れた。

「これがなくなっちゃうとあんたたち、クビじゃすまないでしょ？」

　美星と清音はブリッジの床の上で顔を見合わせた。

「夢かしら？」

「消えちゃったと思ってたのに」

「鷲羽さん、どういうこと？」

　鷲羽は同時に顔を上げた二人を見て苦笑いした。

「まあ、夢だと思ってもらってもいいわよ。実際、それが一番面めん倒どうがないわ」

「夢……じゃないですわ」

　阿重霞はまだ呆ぼう然ぜんとしていたが、くるりと鷲羽の方に向き直ると、新たな決意を漲みなぎらせて宣言した。

「鷲羽さん、わたくしを今すぐ魎皇鬼のブリッジに転送して下さいな。天地様は約束をお忘れですわ。これが夢であろうとなかろうと、天地様と魎呼を二人っきりで放っておくわけにはまいりませんー」

　言い放った途端、阿重霞は頰を染め、はにかむようにちょっと俯うつむいた。

「……別に、そういう意味じゃないんですわ。わたくし、天地様が心配で……」

　阿重霞は慌あわてて目をこすり、咲き始めた薔ば薇らのように微笑んだ。

「これで元どおりですわね？　天地様は本当に戻っていらしたのよね？」

「そうよ、阿重霞殿」

　鷲羽はそれ以上言おうとせずに、底知れぬ緑の瞳ひとみで阿重霞を見返した。

　と、その表情がふっと解けてめったに見せぬ優やさしさが顔を覗のぞかせた。

「良くやったわ、みんな。津名魅がここにいれば、そう言ったでしょうね」

「鷲羽ちゃん、砂沙美も行く！」

　真っ白なマグを抱えた砂沙美が姉の腕にしがみついた。

「もうお留守番はこりごりだもん。天地兄ちゃんにこの子見せてあげたいんだ」

「はいはい、お安い御用よ」

　鷲羽が手を振ると、阿重霞と砂沙美とマグの姿が同時にかき消えた。

「鷲羽さん!?」

　ミホキヨが悲鳴を上げた。

「阿重霞さんは？」

「約束って？」

「質問は一つにしてほしいわね」

　鷲羽は二人を見て眉まゆを寄せた。

「転送したのよ。それから、約束っていうのは、みんな忘れてるみたいだけど、樹雷に行って命の水を取ってくること。じゃ、魔法はおしまい。後は任まかせたわ」

　鷲羽はひらひらと手を振ると、ブリッジを出て行った。

「待って！　アタシまだ聞きたいことがいっぱい……」

　と、その時全ての動力が復活し、スクリーンに阿重霞の顔が現れた。

「樹雷に行きますわ。データ・セットして下さいな」

「今度こそみんな一いつ緒しよに行くんだよ！」

　砂沙美の朗ほがらかな笑顔が割り込んだ。

「すみません……俺のせいで」

　何だか照れたような天地が二人の後ろから顔を出した。

「人の船に勝手に押しかけやがって……あたしは地球に帰りたいんだけどな」

　魎呼の顔が一同を押しのけて現れたかと思うと、通信が切れた。

「こういうことだったのね」

　席に着いた清音が前にいる美星の肩をつついた。

「行くしかないわ。あのメンバーを野放しにしとくと何が起こるか分からないもの」

「大丈夫よ」
















　美星が振り返った。

「これで樹雷皇家の正式なご招待になったじゃない？　みんなの身辺警護は宇宙に名だたる樹雷艦隊がやってくれるわ。心置きなく休暇を楽しみましょ。それに……あの人を護ご送そうしなくても良くなっちゃったし」

「青蘭のこと？」

「うん」

　美星は頷うなずいた。

「これ、魎呼さんに返さなきゃ」

　美星はポケットから赤いバンダナを取り出すと、コンソールの脇に置いた。

「それ、青蘭の……」

「遺い留りゆう品ひんよ」

　美星はバンダナに向かって微ほほ笑えむと、雪ゆき之の丞じように指示を出した。

「雪之丞、樹雷星までオート・ドライブよろしくね」

「ラジャー！」

　何事もなかったような返事が返ってきた。




　キッチンに立ち寄った鷲羽は、スツールの上にどうやら落ち込んでいるらしいジョージを発見した。

「鷲羽さん、私はお役に立てませんでした。どうぞ次の寄港地で降ろして下さい」

　ジョージは溜ため息をつくと、キッチンを出て行こうとした。

「どうして？　契約を交かわしにきたのに」

　鷲羽はキッチンの入り口に立ちはだかり、早口で喋しやべり始めた。

「面倒だから口頭で済ますわね。私はあなたを助手兼秘書兼話し相手として雇やといたいの。報ほう酬しゆうについては三食昼寝つき、おっと、最高のメンテナンス・プラスアルファをお約束するわ。どう？」

「私を雇って下さるんですか？」

　ジョージはにっこり笑うと、大きな銀色の手を差し出した。

「では、料理番も承うけたまわりましょう」

「そうしてもらえると助かるわ」

　鷲羽はジョージの手を握り返した。

「いつまでも小さなお母さんじゃ砂沙美ちゃんもかわいそうだもの。じゃ、契約成立ね」

　鷲羽は問題がひとつ解決したというようにふっと微笑んだ。

「あなたの顔を見るとホッとするわ。子どもたちのお守りはこれで結構疲れるものなのよ。いらっしゃい。あなたの話が聞きたいわ」

　鷲羽は長身のロボットを引き連れてキッチンを出て行った。

「さてと……」

　コンビニ・ステーションで買ったジャンク・フードとドリンクを前に、鷲羽とジョージがブリーフィング・ルームの布ふ団とんの上に腰を落ち着けた途端、船内通信から清音の声が降ってきた。

「鷲羽さん、ひとつ大切なことを忘れてたわ。阿重霞さんのガーディアン、機能停止したまんまなんだけど、どうしたらいいのかしら？　申し訳ないけど、こっちまで来てくれる？」

「あっ……」

　鷲羽はしまった、という顔をした。

　完かん璧ぺきに失しつ念ねんしていたのだった。

　そんな顔の鷲羽を目撃したのは幸運にもジョージただひとりだった。

「やれやれ、これで全部片付いたと思ってたのに」

　鷲羽は布団の山から立ち上がり、もういつもの天才科学者の顔に戻ってジョージを見下ろした。

「私だって全知全能ってわけじゃないのよ」

　鷲羽はらしからぬことを言い、未練げに布団の山を見た。

「申し訳ありません、私も忘れておりました」

　ジョージは答え、散らかった室内を見回して立ち上がった。

「戻っていらっしゃるまでに、ここを片付けておきましょう」

「ロボットのくせにね」

　鷲羽は笑った。

「忘ぼう却きやく回路が組み込まれてるの？　それとも容量が足りないのかしら？」

「多分、容量が足りない方でしょう」

「ご謙けん遜そんを」

　鷲羽は扉の前で振り返った。

「あなたは誰に作られたの？」

「お話ししませんでしたか？」

　ジョージは手て際ぎわよく布団を積み上げ、そこらじゅうに散らばっている私物を分類し始めた。

「全知全能の神がアダムとイブをお作りになった時、楽園の維い持じ管理の為に私が造られたのです。一いつ片ぺんのＩＣから」

「世界最初の執しつ事じってわけね」

　鷲羽はからからと笑い、部屋を出て行った。

　清音と美星はロング・ドライブに備えて各部の点検をしていたが、鷲羽がにこにこしながら入って来たのを見てぎょっとした。

「すみません、鷲羽さん……」

「樹雷まで寝かせといても良かったのに」

　鷲羽は清音の脇わきを通り抜け、本物の丸太のように突っ立っている阿あ座ざ化かと火か美み猛だけに手を当てた。

「起こすとうるさいわよ、きっと」

　上部の宝玉に光が灯ともった途端、二体のガーディアンは同時にハモり始めた。

「阿重霞様はどこでござる？」

「我々はどのくらい機能停止していたでござるか？」

「天地殿は？」

「砂沙美殿は？」

「ほらね」

　鷲羽は清音の方を振り返り、肩を竦すくめた。

「うるさいから魎皇鬼のブリッジと連絡取ってやんなさいよ」

「すみません」

　清音は通信のスイッチを入れた。




「それで、魎呼さん。天地様はお疲れですのに、そんなにくっついてたらお休みになることもできないじゃありませんか。こうなることが分かっておりましたからわたくしが参ったのですわ」

　天地はブリッジ中央のシートに座っていたが、なんだかぼーっとした顔で阿重霞を見上げた。

「うるせえなっ」

　天地の腕にへばりついた魎呼が牙きばを剝むいた。

「いいじゃんか。あたしはなぁ、こうやって天地にくっついてるのが一番幸せなんだ。悔くやしかったらおめーもやってみりゃいいじゃん。お高く止まってないでさ」

「だからそれが余よ計けいだって言ってるんですわ」

　阿重霞はつかつかと二人に近づくと、魎呼とは反対側に収おさまった。

「ねぇ～ン、天地様」

　とても阿重霞とは思えないような甘えた声で天地の腕にしがみついたので、魎呼はぎょっとして思わず手を離してしまった。

「わたくし、今度はずいぶん寿じゆ命みようの縮ちぢむ思いをしましたわ。そして、分かったんですの。こうしていられるのがどんなに幸せか……って。阿重霞はもう天地様のおそばを離れません。樹雷皇家の名前なんて捨ててしまいますわ。わたくしは、ひとりの女として生きて行こうと決めましたの」

「阿重霞さん？」

　天地のぼんやりした頭にその恐ろしいセリフが徐じよ々じよに染しみ渡ってきた。

「ダメですよ！　いけません」

　天地は思わず身を起こした。

「俺の為に人生棒に振ったりしちゃ。そんな重大なことはよく考えてから……」

「考えてたら人生終わってしまいますわ」

　阿重霞は平然と言い返した。

「わたくし、地球が好きですわ。龍りゆう皇おうが育てば樹雷にも遊びに行けるし、岡山で小さなお店でも開いてずうっとずうっと、一いつ緒しよに暮らすんですの。そうすれば天地様と離れないですむでしょ？」
















「阿重霞、おめー……」

　魎呼は絶句したまま、二の句がつげなかった。

「お店……って何ですか」

　天地は事態を把は握あくしかねたまま間ま抜ぬけな質問をした。

「何でもいいですわ」

　阿重霞はうっとりと天地の顔を見上げた。

「レストランでもいいし、喫茶店でもよろしいわ。みんなが集まれる可愛いお店にしましょ。窓にはレースのカーテンが揺ゆれて、わたくしは真っ白なエプロンをして……」

「ちょっと待て、阿重霞！」

　ようやく立ち直った魎呼が嚙かみ付いた。

「料理は誰が作るんだ？　え？　包丁もロクに握にぎったことのないおめーに何が作れるっていうんだよ？」

「砂沙美がいるじゃありませんか。わたくしだってお茶ぐらい入れられますわ」

「なあに、お姉様？」

　広いブリッジの床でマグと遊んでいた砂沙美が振り向いた。

「おなかすいたの？」

「夢のお店のお話をしていたのよ。あなたもいらっしゃい」

　阿重霞は優ゆう雅がに手て招まねきした。

「天地様と一いつ緒しよにお店ができたら楽しいと思わない？　名前はなにがいいかしら？　魎呼さん、おとなしくお手伝いができればあなたも雇やとってさしあげますわ」

「待って下さい、阿重霞さん……」

　天地はあっという間に世界が元どおりになってしまったのを悟さとった。

　この世界は阿重霞と魎呼という二人の偉大な女神が治めており、そしてこの俺は女神たちに骨の髄ずいまで愛されているのだ、と。

「店の名前は俺が決めます」

　天地は立ち上がり、二人の女神と小さな台所の妖よう精せいを見回した。

「『天地無用』！　これ以上ぴったりの名前はないですよ。じゃ、資金繰ぐりや内装計画はお任せしましたから」

　天地はにっこり笑うと後ずさり、踵きびすを返してブリッジから逃げ出した。

「天地様！」

「天地!!」

　と、スクリーンいっぱいに阿座化と火美猛の姿が映し出された。

「阿重霞様！　ご無事でしたか？」

「今すぐそちらへ参るでござる！」

「まあ、阿座化！　火美猛！」

　阿重霞はたまげた声を上げた。

「わたくしったら、すっかり忘れていましたわ。お前たち、誰に直してもらったの？　いいえ、来なくて結構よ。樹雷のお父様に連絡を取って下さいな。定点に樹雷艦かん隊たいを配備して歓かん迎げいの準備をお願いします、と。それでね……」

　天地の後を追おうとした魎呼は、床の上に光るものを見つけ、拾い上げた。

「タリスマン……」

　魎皇鬼から直接通信で青蘭の消えたいきさつを聞いたまま、誰にも話さずに胸の中にしまっておいたのだった。

「やっぱ、底無しのバカだぜ、おめーはよ」

　魎呼は金色に輝く奇跡のタリスマンをしげしげと見つめていたが、そっと左手の宝玉の上に嵌はめた。

「これならいいよな。もう奇跡なんかいらないから、ずうっとあたしのそばにいろよ。あたしはさ、青蘭……」

　魎呼は青蘭が消えていった星々のきらめく海を見上げた。

「きっと結婚なんかできない女だよ。そういうふうにはできてないのさ」

　阿重霞と一緒にガーディアンと喋しやべっていた砂沙美が振り返った。

「ねえねえ、魎呼お姉ちゃん、あの海かい賊ぞくのオジさんは……」

　魎呼は一ひと振ふりの剣のように立ち尽つくしたまま、宇宙を見上げていた。

　その左腕に金色に輝くタリスマンが嵌まっているのを見て、砂沙美は何となく声をかけそびれてしまった。

「……そっか。もういないんだっけ……。ブロンディさんも、ウィニーも、もう会えないんだよね」

　砂沙美はマグを抱き上げると、ふわふわの毛皮にほおずりした。

「ねえ、マグ。砂沙美も大人になったら、あんなに美人になれるかなあ」

　マグは気持ち良さそうに目を細め、ピンク色の小さな舌で砂沙美の頰ほおをなめ返した。




　ブリッジから逃げ出して自分の部屋に戻ってきた天地は、ベッドにひっくり返ると胸の底から深いため息をついた。

「あのエマージェンシー・コールから全てが始まったんだっけな……」

　みゃああああん！　みゃああああん！

　天地は魎皇鬼の声を思い出しながら、出で掛かけた時と同じ静けさの中で天井を見上げた。

　今思い出しても胸がうずくほど美しい月読の顔、ネプチューンの涙のように澄んだ青蘭の瞳ひとみ……月読の娘だという金髪の女……様々な思い出が脳のう裏りを過よぎっていった。

「帰って来たんだ……」

　天地は呟つぶやいた。

「母さん。俺、やっぱもっと修行するよ。母さんの心に適かなうようにこの力が使える時まで。見ててくれるよな？　あの時、俺に呼びかけてくれたようにさ……」

　天地は目を閉じた。

　すると、津名魅の指で触れられた時のように額の中心が温かくなった。

「ありがとう、母さん」

　天地は目を閉じたまま微笑んだ。

　母の温もりのような安あん堵どに包まれて、天地は長らく忘れていた安らかな眠りにおちていった。




　一方、遥はるか彼方かなたの柾まさ木き家では……。

　家にいる間はずうっとつけっ放しのＴＶの前で、信のぶ幸ゆきと勝かつ仁ひとはぼそぼそと夕食を食べていた。

「おとうさん、天地はどうしているでしょうなあ」

「修行はしとらんだろうなあ」

　勝仁は普ふ段だんと変わらぬ様子でお茶を啜すすった。

「お嬢さんたちも皆一いつ緒しよじゃ。何も心配はいらんよ」

「だといいんですがねえ」

　信幸は溜ため息をついた。

「わしの孫まごを信用せい」

　勝仁のぴんと伸びた背せ筋すじは揺るぎもしなかった。

「お前は阿知花より心配性でいかん」

「でもおとうさん、初めて外に出したんですよ」

　信幸はゴハンに向かって愚ぐ痴ちをこぼした。

　毎晩毎晩、同じ愚痴をこぼしているのだった。

　それで勝仁も毎度毎度同じことを答えているのだった。

「どうして電話の一本も寄よ越こさないんでしょうねえ」

「便りのないのは無事の印と言うじゃろう」

　勝仁はお茶を飲み干すと、立ち上がった。

「お前は、茶の入れ方だけはうまいのお」




　アンシブルに接続した柾木家の電話が鳴ったのは、それから三日後の夕方だった。

　樹雷に着いた天地たち御ご一いつ行こうが、命の水を持って再びそこを後にしたのは、更さらに半月後のことである。

　懐なつかしい我が家に帰った天地たちがどんな騒そう動どうを巻き起こしたかは、また次の物語となる……。








あとがき









　天てん地ち君の長い長い苦難の旅も終わり、こうして六冊目の本になりました。

　天地君や魎りよう呼こや阿あ重え霞かと共にご乱心の旅につきあった作者は、（なぜこんな物語を書いてしまったんだう）と、少しばかり苦い思いを味わっているのでした。

　何もこんな辛い旅をしなくても、無敵の光こう鷹おう真しん剣けんを振ふるって怪かい物ぶつ退たい治じをしてもいい。銀河に散らばる七つの秘宝を探しに行っても良かった。

　楽しい冒険や夢やロマンスがてぐすね引いて君を待っていたというのに、何をトチ狂って自分探しの旅なんぞに‥‥。

　でも、これはみんな天地君が望んだことなのです。

　自分は本当は何なのか。

　皇子なのか、世界一のニンジン作りなのか、サシミのツマなのか？

　果たして自分は男なのか、それとも添そえ物のパセリに過ぎないのか。

　どうしていつもいつもあと一歩が踏ふみ出せないのか。

　そして、天地君は自分の中にちょうど収まるぐらいの答えを見つけて帰ってきました。

　あわや宇宙がどうかなってしまうところだったことを思えば、何ともちっぽけな答えではありますが。

　魎呼たちも金魚のフンみたいについて帰ってきてしまいました。

　まずはめでたしめでたし、です。

　何故って、金魚がいなければ金魚のフンはただのフンになってしまうわけだし、それはそれで一大事！　だもんねえ‥‥久々にシリアスなあとがきで決めようと思ってたのに、なんという情けないたとえ話をしてるんだか。

　もうシリアスは充分だって？

　うんうん、ごもっとも。

　天地君もそう思ってるんじゃないかな。

　やっぱりごはんとみそ汁が一番だ！　とかね。

　実際、彼は放浪中何を食べていたんだろうか、と作者は今いま更さらながら思いますが、今度はフリーター・ロボットのジョージさんが柾まさ木き家に来たので食生活に関してはまずまず大丈夫でしょう。

　本当はその天才的な包ほう丁ちよう捌さばきとか、スペース・バーガーでバイトする以前の物語とか、やらせてあげたかったんだけど、また次の機会になりそうです。

　そういえば、上巻のあとがきで触れられなかったサブキャラたちについてちょっとはなむけの言葉を。

　ブロンディとウィニーちゃん、この二人はこの愛に満ちた『天地』宇宙の中で、きらきらと花のように無邪気な悪意を振ふり撒まいてくれました。

　今頃二人は時の狭はざ間まで果てしないお喋しやべりをしながら次の「ワクワクすること」を求めて爪つめの手入れなんかしてるんじゃないかなあ。

　この宇宙でただ一人、天地君とあわや伏せ字になる寸前まで行った夜の女王様、月つく読よみ。

　人の形はしているけれど、魂を持たぬものたちの存在を書いてみたいという試みは、うまくいったでしょうか？

　闇に住むもの、魂を持たぬもの、ロボットのくせに魂を「持っている」ジョージ、そしてまことの愛を追い求めた群ぐん青じよう色の瞳の海賊。

　彼らの存在があなたの住んでいる世界を少しでも豊かにしてくれるといいな、と作者は思っています。

　実はユーレイ話や人じん知ちの及ばない世界が大好きだったりするのですが、（なんせファンタジーおたくなんで）一方ではあの大おお槻つき教授のファンだったりして、混乱したウチの娘は怪談大好き少女になってしまいました。

　まずは片方を徹てつ底てい的てきに攻こう略りやくしようという計画は分かるけど、布ふ団とんの中でサスペリアを読むのは悪夢の元だと思うよ。

　ええっと‥‥。

　何だか関係ない話をしてたような気がするけど、次のドラゴンマガジン連載の「天地」は一口サイズです。

　クッキーを作るようにいろんな味や形の美味しい話ができるといいな、と思っています。

　たまにはちょー激辛、とかナマコ入りでした、みたいな話もいいねえ‥‥ワクワクするでしょ？




　と、言うわけで、天地君の受難はまだまだ続きそうです。

　現実はさておき、物語の上では「豊かな食卓」を目指して、夜な夜な材料を物色しているところなのでした。

　どうぞ見て、触って、食べてみて下さいね。




　ヴァレンタインの日に、愛をこめて。


長谷川菜穂子　　
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